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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イントロ







　それは、何の変へん哲てつもないただの交通事じ故こ。

　誰だれの目にも最初はそう映うつった。

　深しん夜や二時十六分。

　首都高都心環かん状じよう線せんの霞かすみヶが関せき出入口に近い緩ゆるやかなカーブ。

　ＴＶのＣＭでもよく知られた、引ひつ越こし会社のトラックがそこに差しかかった時。

　スピードが出で過すぎていたためか、その内側の車輪がふわっと浮うき上がった。

　ズンッ！

　突つき上げるような衝しよう撃げきに揺ゆれる首都高。

　まるで、スローモーションのように横転すると、トラックは火花を上げて数十メートルに亘わたって路面を滑すべり、車線をふさぐような形でようやく停止する。

　キキキキキーッ！

「危あぶねえ！」

　そのすぐ後ろを走っていた大学生は四駆くのステアリングを切り、辛かろうじて追つい突とつを免まぬがれる。

　だが、ホッとしたのもつかの間。

　その後ろを走っていた二台の乗用車が大学生の四駆に追突し、砕くだけ散ったサイドウインドウが大学生に降ふり注いだ。

「ひ、ひい！」

　潰つぶれたドアに足を挟はさまれた大学生は、ガソリンの匂においを嗅かいで四駆から逃にげようとするが間に合わない。

　あっという間に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが大学生を包み込こむ。

「……中国人……かよ？」

　焼けゆく大学生が最後に目にしたのは、トラックのドアから這はい出した運転手が中国語で罵ののしりながら、先行していた別のトラックに乗り込む後うしろ姿すがただった。




「目撃者の数名の証しよう言げんによると、運転手は中国語らしき言葉で毒づくと、同じ会社のものと思われる別のトラックに乗り込んで、現げん場ばから立ち去ったようです。緊きん配はいをかけましたが、Ｎシステムにもまだひっかかっていませんね」

　事故から三十分後。

　捜そう査さ一課か特とく殊しゆ犯はん捜査係に属ぞくするベテラン刑けい事じは、事故後八分で到とう着ちやくした交通機動隊員からの報ほう告こくを受けていた。

「逃げたってことは、不法滞たい在ざい労働者か？」

　ベテラン刑事は唸うなる。

「でも、それだけのことなら、うちが動くこともないはずですよね？」

　まだ配属されて間もない相あい棒ぼうの刑事が首を傾かしげた。

「それが……」

　交機の警官は顔をしかめ、トラックの荷台の方に二人の刑事を案内する。

「これは……」

「うちの事じ件けんだな」

　ドアが開いた荷台からこぼれ出した〝モノ〟を見て、刑事たちはうなずき合った。




　　　　＊　　　＊　　　＊





　こんなに美しい月の下

　唇くちびるを伝う涙なみだは苦く

　僕ぼくらを苛さいなんでいる

　悲しみは加速し

　憎にくしみは燃もえ上がり

　怒いかりは滾たぎる




（怒りと憎しみはどこからくるの？

　悲しみはどこで生まれるの）




　世界はいつから

　信じ合うことを捨すて

　欲よく望ぼうのまま

　傷きずつけ合うようになったんだろう？

　生きるということが

　永えい劫ごうの時を彷徨さまよい

　苦しみ続ける旅ならば




（妬ねたみ　蔑さげすみ　敵てき意いに絶ぜつ望ぼう

　それが世界を形作るもの

　誠せい実じつは噓うそがまとう甘あまい衣

　友ゆう情じようは蜃しん気き楼ろう

　愛は一いつ瞬しゆんの夢ゆめ

　誓ちかいは破やぶられるために結ぶもの

　そう言って人々は嘲あざ笑わらうけど）




　流れ行く歴史の中では

　誰もが無力な存そん在ざいで

　小さな自分の想おもいなど

　突とつ風ぷうに揺ゆらぐ小さな炎

　願い続けることさえ許ゆるされず

　泡ほう沫まつに飛ばされ

　消え去る運命だと




　そんな言葉を噓だと言い切る

　勇気は僕にはなかった

　なぜなら僕も

　大切なことに背せを向けて

　無む為いに日々を過すごしてく

　そんなやつらと変わりないから




　何かを変える勇気は持てない

　何かに逆さからう勇気を持てない

　それが君に出会うまでの僕




（私に出会う前のあなた？）




　人はいつか

　塵ちりや灰はいへと還かえるとしても

　世界がいつか

　滅ほろびる運命だとしても




（それがあなたの住む世界でも？）




　それでも

　この手を今は離はなさない

　今だけは

　君の手を決して離しはしない

　自分の誓いに殉じゆんじるためじゃなく

　君を

　君を守りたいこの気持ちが

　僕が信じるたったひとつの

　世界の真実だって

　今は気づいてしまったから




（私も気づいていたわ

　そうあなたが気づいたことに）




　そう

　この気持ちが

　たったひとつの真実だって

　今は気づいてしまったんだよ






「僕は最初に誓っただろう？　君が敵てき国こくの王女であろうと関係はない。この森を無事に抜ぬけるまで、僕は君を……」

　一いつ心しんはその手を伸のばし、夏なつ紀きの頰ほおに触ふれた。

「きっと守ってみせる」

「わたしはこの身を……あなたに委ゆだねます」

　夏紀は瞳ひとみを潤うるませてうなずき、一心の胸むねに顔を埋うずめる。

　と、その時。

「はい、スト～ップ！」

　風かざ峰みね士し郎ろうは一心と夏紀の演えん技ぎを止やめさせると、ディレクターズ・チェアから立ち上がり、二人のそばに駆かけ寄よった。

　ここは新しん宿じゆくにある、とある劇げき団だんの練習スタジオ。

　一心たちＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーはそのスタジオを借り切って、十数日後に迫せまった初はつ主しゆ演えんミュージカル『氷ひよう剣けんの王子』の初日に向けて、リハーサルの山場に差し掛かかっていたのだ。

　主人公の王子を演じるのは、大だい地ち一心。

　火ひ之の杜もり亨とおるは親友の傭よう兵へい隊長役で、水みず谷たに宏こう太たは美形の少年魔ま法ほう使つかい。

　士郎は演出と主人公の剣の師し匠しようの役。

　アイドルで一心のクラスメートでもある矢や代しろ夏紀は、敵国の姫ひめ君ぎみ。

　そして、今日のリハには欠席しているが、美び貌ぼうの女剣士にはこれもアイドルで一心たちの友人、彩あや乃の二ふ美み花かが、王子役の一心と友ゆう情じようを交かわす旅の若わか者ものには〝プラティウム〟の村むら雨さめ響ひびきと霧きり生お純じゆんが扮ふんすることになっている。

　ちなみに……。

（シローくん！　お願いだからそれ以上夏紀と大地くんを密みつ着ちやくさせないでよ～！）

　壁かべ際ぎわに立ってハラハラしながらリハを見つめているのが、Ｓ＆Ｓの付き人にして、夏紀の親友、そして、学力、スリーサイズを含ふくむあらゆる統とう計けい上じようの数字が全国平へい均きんという稀き代だいの平へい凡ぼん女、女郎花おみなえし茜あかねである。

（もし、台本にないキスシーンなんか入れたら、一生恨うらんでやるううううっ！）

　夏紀と一心を見つめる茜は、周りのスタッフが退ひくほどの恐おそろしげなオーラを発散させていた。

「イッシン」

　士郎は手て振ぶりで、一心を唄うたい終わった時の立ち位置まで下がらせた。

「指先」

「へ？」

　そう指し摘てきされた一心は、自分の指を見る。

「君の演じる主人公は、この闇やみの森の中で、初めて姫君に出会ったんだぞ。その主人公が姫の頰に初めて手を伸ばすのに、今みたいな、まるで昔からの幼おさな馴な染じみとじゃれ合うみたいな動きはないだろ？　もっと指先まで気を遣つかってくれ」

「いや、実じつ際さいに幼馴染だしさ」

　眉まゆをひそめ、頭を搔かく一心。

　確たしかに夏紀と一心は、小学校からの同級生。

　それが、茜が二人の仲なかを心配する一いち因いんともなっているのだが……。

（ど～せ、あたしが大地くんと知り合ったのは高校に入って半年近くも経たってからですよ）

　いじける茜。

　初めて茜が一心と話をした時、一心は同じクラスでありながら茜の名前さえまともに覚えていなかったのだ。

「いいか」

　士郎は実際に一心の役になって、夏紀と演じてみせる。

「今のところ、こう、指先に戸と惑まどいと恐れが見える感じにゆっくりと手を伸ばして……」

　座すわっている夏紀に手を差し伸べる士郎。

　夏紀は士郎に引き起こされながら、少しふらつく。

「と、夏紀ちゃん、もう少し肩かたの力を抜いてくれないかな？」

　自分の腰こしに手を回す夏紀の肩が、緊きん張ちようして上がっているのを士郎は指摘した。

「ごめんなさい。でも、シローくんが相手だと緊張する」

　夏紀は苦笑いし、意い識しきして肩を下ろすようにする。

「ＯＫ、そんな感じ。でも、今の緊張はイッシンが相手の時にも維い持じして。……はい、もう一度」

　士郎はディレクターズ・チェアに戻もどり、歌が終わったところから演技を再さい開かいさせる。

　だが。

「……ストップ。もう一度」

　士郎はこめかみを押おさえた。

「どう考えても、あの二人が恋こい人びと同士って無理がありますよ。ミスキャストじゃないんですか？」

　ダメ出しを繰くり返す二人の様子にニンマリとした茜は、隣となりで携けい帯たい用の灰はい皿ざら片かた手てにゴロワーズをふかすマネージャーの朔さく月づきみさおに話しかける。

「でも、息は悪くないよ」

　と、みさお。

「あの二人さ、本物の恋人っぽ過すぎんだよね」

「全っ然、そんなふうには見えません！」

　思わず声が大きくなる茜。

「……何、焼きもち？」

　これを耳にした勝気な夏紀は、繰り返されるダメ出しにイライラしていたせいもあってか、茜を振り返ってフンと笑った。

「少し、みっともなくない？」

「だ、誰だれが焼きもちなんかやくもんですか！」

　茜はリノリウムの床ゆかをドンと踏ふみ鳴らす。

「無理しない、無理しない」

　夏紀はベエッと舌したを出した。

「アカネ、すぐに顔に出るんだから」

「な、何よ！　あんたさ、最初はアイドルなんてやりたくないって顔してたくせに、最近ずいぶん仕事に乗り気じゃない？　最初のあの嫌いやそうな顔、やっぱ格かつ好こうだけで、ホントはこの仕事やりたかったんでしょ!?」

「ア、アカネなんかにそんなこと言われる覚えはないわよ！　そもそも芸げい能のう関係の仕事始めたの、あんたの方が先じゃない！」

「男の子にチヤホヤされて結けつ構こうな身分よね！　お陰かげで成せい績せき落ちてきてるけど！」

「成績の話ができる立場!?　いっつも巡じゆん航こうミサイルより低空飛行のくせに！」

「うう！」

　反はん論ろんできない茜。

　それでも、最近はニコルに勉強を教えてもらっているので追試だけは辛かろうじて食い止めているのだが。

「……だいたい、イッシンと一いつ緒しよにいたいだけで仕事やられたら、まわりのみんなが迷めい惑わくなんだけど？」

　吐はき捨てる夏紀。

「！」

　茜は思わず夏紀の方に足を踏み出す。

　自分があまり役に立っていないことは、茜自身がよく知っている。

　それでも、できる限かぎり頑がん張ばっているのだ。

（自分だって……自分だってほんとは大地くんが好きなくせに！）

　カッと湧わき上がる怒いかりで、茜もまわりが見えなくなる。

　と、その時。

「……あんたたちさ、本当に親友？」

　みさおは紫し煙えんをふっと吐はき出し、頭かぶりを振ふった。

「「誰がこんな女と！」」

　お互たがいを指さした茜と夏紀の声は、見事に揃そろう。

　だがこれで、つかみ合いの喧けん嘩かになりかけていた二人の間の緊きん張ちようの糸が、危あぶないところでプツンと切れる。

「おっとそろそろ……」

　みさおは腕うで時計を見ながらそうつぶやくと、手を上げて夏紀のマネージャーの注意を引いた。

「シローくん、みなさん、ごめんなさい。これから、夏紀ちゃん、ラジオの収しゆう録ろくで移い動どうです」

　半月前から夏紀の担たん当とうになった新人のマネージャーがスタッフと士郎に頭を下げる。

　今までは夏紀のマネージメントもみさおがこなしていたのだが、夏紀の仕事が増ぞう加かするに連れて次し第だいに手が回らなくなってきたのだ。

「え、もうそんな時間！」

　と、夏紀。

「じゃあ、みんなも、もう今日は上がろうか？」

　士郎は一同を見み渡わたした。

「賛さん成せい～！」

　と、真っ先に声を上げたのは、スタジオの隅すみで小道具の剣けんを握にぎって殺た陣ての練習をしていた宏太である。

「そうだな」

　シナリオに目を通しながら、振ふり付つけ師しと相談していた亨もうなずいた。

「みんな、お疲つかれさま」

　解かい散さんの宣せん言げんをする士郎。

「ごめんなさい、お先に失礼します。……じゃあね、また明日学校で」

　夏紀はスタッフに挨あい拶さつし、一心の肩かたをポンと叩たたいてからスタジオを出る。

「何かあいつ、だんだんアイドル業が板についてきたよなあ」

　一心は幼おさな馴な染じみの背せ中なかを見ながら頭かぶりを振った。

「今や二美花ちゃんに並ならぶトップ・アイドルのひとりだからね。スタッフにも評ひよう判ばんはいいし、まだまだあの子は伸のびるわよ」

　みさおは胸むねを張る。

「ま、あたしと社長の目に間ま違ちがいはなかったってこと？」

「けど……」

　一心にタオルを渡して茜はポツリとつぶやいた。

「何だか、カリカリしてて、今の夏紀、あたし好きじゃない」

「お前もそう思うか？」

　一心は茜の顔を見る。

「……やっぱ、お前、あいつのいい友達なんだな」

「はあ？」

　茜は首を捻ひねった。

「大地くん、さっきの喧嘩、見てなかったの？」

「イライラをぶつけられるだけ、あいつ、お前には心を許ゆるしてるってことだろ？　あいつも俺おれには言い難にくいこともあるだろうし、時々は話、聞いてやってくれよな」

「大地くん、夏紀のこと……」

　茜は自分の気持ちを押し殺して笑え顔がおを作ってみせる。

「……大切に思ってるんだね」

「ああ、昔からのダチだしな」

「……任まかせて！」

　茜は自分の胸をドンと叩いた。

「こう見えても、一いち応おうあたし、夏紀の親友だし！」

「ああ、頼たのむぜ」

　一心は微ほほ笑えみ、シャワー室に向かった。

「……アカネ先せん輩ぱい……悲しいピエロですね」

　ふっと顔をそらし、目をタオルで押さえる宏太。

　ガゴッ！

　その後頭部に、茜が投げた一リットル入りのペットボトルが命中した。




「あら、今日はもう上がり？　せっかくこれ、持ってきたのに」

　シャワー室を出た一心が、差し入れの袋ふくろを抱かかえた社長の芹せり沢ざわと鉢はち合あわせしたのは、スタジオの廊ろう下かだった。

「食う」

　一心は社長の差し出したコンビニの玉子サンドにかじりつき、ベンチに腰こしを下ろす。

「他ほかのみんなは？」

「まだスタジオかシャワー室だろ？　俺が一番早かったから……いや、一番は夏紀か」

「良かった。じゃあ、まだ差し入れ渡せるわね」

　社長は一心の隣となりに腰を下ろすと、自分は目の前の壁かべに張はってあるポスターを見ながら缶ビールのフタをシャコンと開ける。

「……ずいぶんと感かん慨がい深げだな」

　ポスターを見つめる芹沢の目が潤うるむのを見て、一心は言った。

「そりゃそうよ、みさおちゃんと二人であなたを見み出いだして、弱小プロを立ち上げてほとんどゼロからのスタート。それから苦労に苦労を重ねて、ようやくここまで来たんですもの」

　芹沢はビールの缶を握ったまま目を閉とじる。

「……ありがと、イッシン」

「何だよ、改まって？」

「あなた、本当は普ふ通つうの子でいたかったんでしょ？　アイドルじゃなくて？」

「最初はこの仕事がどんなもんか、さっぱり分からなかったからな」

　玉子サンドを平らげた一心は、座ったまま背伸びをして今度は無む糖とうの缶コーヒーを受け取る。

「何の努力もせずに、チャラチャラ歌ってＴＶに映うつってるだけで女の子に騒さわがれ、それで給料もらえる軽い仕事だと思ってた」

　昔のことを思い出した一心の顔に苦く笑しようが浮うかぶ。

「けど、実じつ際さいやってみると、かなりキツい仕事だよな。ＴＶ出しゆつ演えんとか、ツアーやレコーディングがない時も、リハやダンスのレッスンにボイス・トレーニング、雑ざつ誌しの取材にファンクラブの会誌の原げん稿こう書き。睡すい眠みん時間は移い動どうの間だけってことも珍めずらしくない。ちょっとやそっとの病気じゃ休めないし、一回のスキャンダルが命取りになる。こんなハードな生活送ってる高校生、なかなかいないぜ」

　肩をすくめる一心。

「まあ、充じゆう実じつしてるっちゃ、充実してるけどな」

「でも、あたしとマネージャーがどうしてもあなたを必要としていたから、あなたは力を貸かしてくれた。あなたがいてくれたから、シローちゃんやトオルちゃん、コータやナツキちゃんも集まってきてくれたのよ。もちろん、それとアカネちゃんもね」

　芹沢社長はウインクした。

「そうかな？」

　一心はコーヒーを飲んで誤ご魔ま化かす。

「あたし……」

　社長はもう一度ポスターに目をやった。

「あたしの若わかい頃ころってね、まだ同どう性せい愛あい者なんて薄うす気き味みの悪いヘンタイとしか思われてなくって、ずいぶん苦労したのよ。だから、わざと道化になって、醜みにくいオカマって馬ば鹿かにされ、笑われることで世間を、というか芸げい能のう界かいを生き抜ぬいてきたの」

「俺は別に、あんたが特別に変だとは思わないがな。この世界、もっとおかしな奴やつがたくさんいる」

　と、一心。

「言うと思った、あなた優やさしい子だから」

　社長は微笑んだ。

「自分よりも明らかに格かく下したの人間には、誰も敵てき意いは向けないから、嘲あざ笑わらわれながら生きてくるのって結けつ構こう楽だったわ。でもね、楽だからこそ、屈くつ辱じよくに慣なれて魂たましいはどんどん腐くさってゆくし、それに気がついても止められないようになっちゃう」

　社長は飲みかけの缶に視し線せんを落とす。

「でも、あなたたちのお陰かげで、あたしは人としての尊そん厳げんを取り戻もどせたような気がする。今はみんなが、あたしに敬けい意いを払はらってくれるんだもの。ああ、あの人はＳ＆Ｓを育てた社長だって言ってね」

　社長は一心の手を取った。

「あたしが誇ほこりを持って生きられるようになったのも、あなたのお陰。本当にありがとう」

「あのなあ、これで最後みたいに言うなって」

　一心は眉まゆをひそめた。

「ふふ、そうね」

　社長は溢あふれそうになる涙なみだを指で拭ぬぐう。

「本当にそう。珍しく昔のことお喋しやべりしちゃったけど、まだ、これからよね？」

「ともかく、あと十日ちょい。開演に向けて気を抜くなよ」

　一心は立ち上がり、コーヒーの空き缶をゴミ箱に投げ込こんだ。

「それはこっちの台詞せりふでしょ。もう、どっちが社長だか」

　芹沢社長は笑い、一心の胸むねをこぶしで叩たたいた。




　その頃。

「その件けんに関しては何度も話し合ったはずです！　今は、そんなことを考える余よ裕ゆうは僕にはありませんよ！」

　スタジオを出たロビーの隅すみで、士郎は携けい帯たいに向かって怒ど鳴なっていた。

『もともと受験までという話だから、私はお前の芸能界入りを許きよ可かしたのだ。若いうちから自分で稼かせぐことを覚えるのは、人を使う上でも悪いことではないからな』

　電話の相手は風峰グループの総そう帥すい。

　つまり、士郎の父である。

『だが、そろそろお前も風峰の一員として、風峰のために働くことを考えるべきだ。芸能界は引いん退たいして、ケンブリッジに行け。そして、そこで将しよう来らいのグループ総帥としての帝てい王おう学を学べ』

「……今はまだ駄だ目めだ」

『士郎。お前には責せき任にんがあるのだぞ、風峰の社員と関連企き業ぎよう、そしてその家族。数十万の人間の未来がお前の双そう肩けんにかかってるのだ』

「切るよ。あまりこんな話、仲間に聞かれたくない」

　士郎は亨が近づいてくるのに気がついて、携帯を切った。

「誰に電話してたんだ？」

　士郎の顔を見た亨は、訝いぶかしがって尋たずねる。

「さあ？　どの女の子かな？」

　士郎はとぼけてウインクし、携帯をしまった。

「……まあいい。マネージャーがバンを表に回したぜ。帰るだろ？」

「ああ」

　と、士郎。

「マネージャーには悪いけど、演えん出しゆつのこと、ひとりでいろいろ考えたいから、合宿所じゃなくて品しな川がわまで送ってもらおうかな」

　士郎はいくつか自分のマンションを持っているが、そのひとつは品川にある。

　ちなみに、最近は滅めつ多たに帰らないが、亨が住んでいるのは、横よこ浜はまにある私立港こう星せい学園の男子寮りようだ。

「そういや、明日の午後からのリハに〝プラティウム〟の二人も参加するんだよな？」

　亨は顔をしかめる。

「そう嫌いやな顔をするなって」

　士郎は笑い、亨の肩かたに手を回した。

「昔のことは水に流すことにしたんだろ？」

「そりゃそうだけどな」

　亨はまだ少し、納なつ得とくがいっていない。

　かつて〝プラティウム〟のリーダー、村雨響が仇かたきと狙ねらっていたのは、世界で最も亨が尊そん敬けいする人物、巽たつみ玲れいだったのだから。

「玲さんだって、もう気にしてないんだしさ」

　と、士郎。

「……だな。玲さんがいいなら、いいか」

　亨はそう言い、バンの停とめてある正面玄げん関かんに向かって歩き出した。
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　Ｓ＆Ｓが練習スタジオを出たのとちょうど同じ頃ころ。

「こんな時間にどうやって入ったの？」

　ベッドで身体からだを起こして本を読んでいた栗くる栖す琴こと子こは、病室に入ってきた人ひと影かげを見て眉をひそめた。

「ナースにサイン渡わたしたら喜んで、通してくれた」

　村雨響は微ほほ笑えんだ。

〝プラティウム〟のリーダーである響は、この病院──栗栖琴子が幼おさない頃から入院を続けている郊こう外がいの私立病院──のナースたちにも絶ぜつ大だいな人気があるのだ。

「ここのナースたちときたら」

　本を伏ふせる琴子。

　琴子は響たちと同じミステリー番組に出演しているパーソナリティ。

　普ふ段だん、この病室から出ることのほとんどない彼女は、車くるま椅い子すで画面に登場し、見事な推すい理りを展てん開かいする天才推理少女だ。

「珍めずらしいわね。私の顔なんか、番組以外では見たくないんじゃない？」

「そう言われても仕方がないな。君を利用したのは確たしかだから。でも、反省はしてる」

　響は背せ中なかに持っていた花束を花か瓶びんに生ける。

「……こ、こんな感じかな？」

「トップ・アイドルも、フラワー・アレンジメントの才さい能のうはないのね」

　妙みような格かつ好こうに生けられた花を見た琴子は、響が部屋に入ってきてから初めて笑え顔がおを見せた。

「何を読んでいたんだい？」

　響は身を乗り出して、本を覗のぞき込もうとする。

「ええと、『ブッフ・デア・リーダー』？　それ、言語で読むの？」

　琴子が手にしていたのは、ハインリッヒ・ハイネの詩集だった。

「まあね。借りたのよ、ニコルから」

「ニコルちゃんから？」

「最近、よく来てくれるの。屍し桜ざくら屋や敷しきの蔵ぞう書しよを時々借りてるわ。これもその一冊さつ」

　琴子は頰ほお杖づえをついて響の顔を見つめる。

「……ニコル、言ってた。あなたは本当はいい人だって」

「不思議だな」

　響は頭を振ふった。

「僕はニコルちゃんに憎にくまれていると思ってた。……実じつ際さい、あの子には憎まれてもしょうがないことをしたんだけど」

「……そういうところ、似にてるのよね」

　琴子はため息をつく。

「誰だれが？」

「あなたと私」

　琴子は響を指さした。

「あなたも私も自分の目に映うつり、自分で判はん断だんしたことだけで世界を測はかろうとしていた。でも、本当はそれじゃ何も分からない」

「すべての人が、自分と同じように考え、行動する訳わけではないからね」

　響はうなずく。

「人間の知ち性せいには限げん界かいがある。でも、心を頑かたくなにして視し野やが狭せばまっていると、なかなかそれが受け入れ難がたいわ」

「だけどきっと」

　響は窓まどを開けて、夜空を見上げる。

「そんなあいまいな世界にあって、人間は、僕らが考えているよりもずっと優やさしく、ずっと素す晴ばらしい存そん在ざいなんだ。玲さんとイッシンが、僕にそう教えてくれた」

「ええそう」

　琴子もうなずいた。

「あの二人のお陰かげで、私も自分のことがちょっぴり好きになれた」

「……今まで、済すまなかった」

　響は振り返り、琴子の瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめながら頭を下げる。

「いいのよ。……ところで、純くんは？」

　琴子は響のパートナーの少年のことを尋たずねた。

「下のタクシーの中。純のやつ、いまだに君が苦手みたいだ」

「じゃあ、ご期待に添そえるよう、今度会った時も精せいいっぱい意地悪してあげようかな？」

「あいつ、泣くぞ」

「楽しみ」

　二人は顔を見合わせてクスリと笑った。
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　東京阿あ佐さヶが谷やの屍桜屋敷。

　その一階の書しよ斎さいで、パソコンのモニターの前に座すわった巽玲は目め頭がしらを押おさえていた。

「レイ、根を詰つめ過すぎたらだめよ」

　傍かたわらにそっとハーブ・ティーのカップを置いた義ぎ理りの妹、ニコル・エマーソン・巽がたしなめるように眉まゆをひそめる。

「あと百語ほど打ったら休きゆう憩けいするよ」

　玲はモニターに視線を戻もどす。

「もう……」

　ニコルは玲の背中に回り、その肩かたを優しくマッサージした。

「ありがとう」

　玲はふっと息をつく。

「……そう言えば、七なな瀬せさんは？　朝食の時以来、まだ姿すがたを見ていないけど？」

　マロウとラベンダーの香り。

　カップを口に運びながら、玲は尋ねた。

　乾いぬい七瀬は警けい視し庁ちよう捜そう査さ一課、特とく殊しゆ犯はん捜査係の警けい部ぶ補ほ。

　警視庁の独どく身しん寮りよう住まいでありながら、何な故ぜか屍桜屋敷に入り浸びたり、玲とニコルにとっては姉のような存在になりつつある。

「あのぐうたら女、今日は遅おそくなるそうよ」

　ニコルは鼻の頭にしわを寄よせた。

「仕事熱心で結けつ構こう。……いや」

　と、玲。

「警察が忙いそがしいのは、結構なことじゃないな」

「ナナセが目の前から消えてくれるのなら、東京が禁きん酒しゆ法ほう時代のニューヨークみたいになるのだって歓かん迎げいするわ」

　口ではそう言うものの、七瀬がいない時のニコルはちょっと物足りない顔をしていることを、玲は知っている。

「今の論ろん文ぶん、そんなに急ぐ仕事なの？」

　ニコルは玲の肩かた越ごしにモニターを覗のぞき込こんだ。

「えっと……『ＥＵ全ぜん域いきを対象とした地域プロファイリング導どう入にゆうの可か能のう性せいと、その問題点』？」

「ケンブリッジの恩おん師しから、是ぜ非ひにと依い頼らいがあってね。半年も前から放ほったらかしにしておいたから、そろそろ片かた付づけないと」

　玲は笑う。

「実はもうひとつ、英国犯はん罪ざい学学会から、日本におけるカルト教きよう団だん規き制せいの実じつ態たい報ほう告こくも頼たのまれてるんだ」

「まったく、ホイホイ引き受けて、どこまで人が好よいんだか」

　ニコルは唇くちびるを尖とがらせた。

「そう言えば、明日はビアータやミハウと遊びに行くんだったね」

　玲は話題を変える。

「ま、まあ、せっかくのお誘さそいを断ことわるのも悪いでしょ？」

　ミハウとビアータはニコルと同年代の双ふた子ごの兄妹きようだい。

　まるで人形かと見み間ま違ちがうほどの美しい子こ供どもたちだが、実はユーロ・マフィアの幹かん部ぶ、アレクセイの下で働くヒットマンである。

　アレクセイと玲が現げん在ざい対立関係にある一方、ニコルと双子はかけがえのない友人同士という複ふく雑ざつな関係だ。

「ホントはずっとレイと一いつ緒しよにいたいのよ、噓うそじゃなくて」

「知ってるよ」

　玲は微ほほ笑えんだ。

「それでどこに行くんだい？」

「サンシャインの水族館。もう、二人とも子供で困こまるわ」

　そう言いながら、自分がかなりはしゃいでいるように見えるのにニコルは気づいていない。

「明日二人に会うんだったら、目の下に隈くまを作る訳わけにはいかないね？」

「分かってます」

　ニコルは肩を揉もむ手に力を込めた。

「……はい、おしまい」

「ありがとう」

　玲はニコルの頭を撫なでる。

「ワタシはもう寝しん室しつに行くけど、レイも早く寝ねるのよ」

「はい、ママ」

「ふざけないの！」

　手を振ふる玲に向かってベエッと舌したを出すと、ニコルはドアを閉しめた。

　そして……。

「……ゴホッ！」

　義ぎ妹まいの姿が消えると、玲は身を屈かがめてひどく咳せき込んだ。

「………」

　口に当てた手のひらについた、鮮あざやかな赤い血。

「そろそろ……限げん界かいかな？」

　それを見た玲は、かすかに微笑んだ。
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「それで？」

　都心の一流ホテルのスイートの寝室。

「女王を迎むかえる準じゆん備びは整ったのかしら？」

　ベッドに横たわり、裸ら身しんを淡あわいライトの光の下で波打たせた女じよ性せいは、窓まど際ぎわに立ってネクタイを締しめる男の背せ中なかに声をかけた。

「すべて、滞とどこおりなく」

　アレクセイは振ふり返ると、テーブルに置かれた眼め鏡がねをかける。

「帰るの？」

　外科医サージヤンのコードネームを持つ女は悪戯いたずらっぽく微笑む。

「双子が心配なのかしら？」

「これでもクラドック・グループの日本支し社しや長ちようだ。いろいろと忙しい」

「……ふうん」

　サージャンは絨じゆう毯たんの上に脱ぬぎ捨すてた下着を、足の指でつまみ上げた。

「そっちこそいいのか？　入港は明日だぞ？」

「腕うでは鈍にぶっていない心算つもりよ。適てき合ごうする〝素そ材ざい〟さえ揃そろっていれば、確かく実じつにやってみせるわ」

「だろうな。君は自分の仕事を確実にこなす人間だ。でなければ、レギナが信しん頼らいを置くはずがない」

「あなたは……」

　立ち上がったサージャンは、背中に回ってその手をアレクセイの胸むねに這はわせる。

「私を信頼しているの？」

「これまでのところは」

　サージャンの手をそっと振り解ほどくアレクセイ。

「すべては組そ織しきとレギナのために」

「ええ」

　サージャンはアレクセイの首くび筋すじにキスをした。

「組織とレギナのために」
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「にしてもシローの野や郎ろう、気合い入り過すぎだろ？」

　今日のリハで散々ダメ出しをされた一心は、バンの中でマネージャーのみさおに向かって愚ぐ痴ちっていた。

「十時までの予定が、十一時半過ぎだぜ」

「ま、ライヴと違ちがってミュージカルは初はつ演えん出しゆつだし、いろいろ大変なのよ」

　咥くわえ煙草たばこで運転するみさおは肩かたをすくめる。

「夏紀、間に合ったかなあ……」

　ウインドウ越ごしに夜景を見つめながら、茜はつぶやいた。

「へえ、喧けん嘩かしてても、やっぱり心配？」

　バックミラーに映うつるみさおの顔が、ニッと笑う。

　お世せ辞じにも巧うまいとは言えないみさおの運転で、早わ稲せ田だ通りを西に進むバン。

　亨と宏太は練習スタジオに近いＳ＆Ｓの合宿所、士郎は品川のマンション前で下りているので、今、バンに残っているのは茜と一心とみさおだけだ。

「番組に穴あな開けたらいけないと思っただけです！」

　反はん論ろんした茜は、バンの内部に充じゆう満まんした紫し煙えんを手で払はらった。

「屍し桜ざくら屋や敷しきに着くの、一時チョイ前か……あの根こん性じよう曲がり金きん髪ぱつが小こ煩うるさいだろうな」

　一心は頭の後ろで手を組んでシートに寄よりかかる。

「それってニコちゃんのこと？　可愛かわいいじゃないの、あたしもあんな妹欲ほしいくらい」

　と、みさお。

「じゃあ、やる。俺おれの一か月分のギャラ、引き取り費用につけてもいい」

「まあた、そういう憎にくまれ口を」

　茜は時計をチラリと見て、みさおに言った。

「そろそろ夏紀の番組、始まりませんか？」

「おっと」

　ラジオをつけるみさお。

　だが、まだ少し前だったのか、流れてきたのは交通情じよう報ほうだった。

「へえ、霞かすみヶが関せきで人身事じ故こ……首都高の渋じゆう滞たい、そのせいなんだ」

　みさおはつぶやき、ステアリングを切って横道に入る。

　その時。

「危あぶない！」

　バンの前方に何かが飛び出してきたのを見て、一心が叫さけんだ。

　一いつ瞬しゆん、ライトに照らし出されたのは、コートに身を包んだ人間、それも小こ柄がらな女じよ性せいの姿すがただった。

「おわっ！」

　慌あわててブレーキを踏ふみ込むみさお。

　飛び出してきた女は、ちょうどバンの正面で崩くずれ落ちるように倒たおれた。

「どひゃあっ！」

　シートベルトをしていなかった後部座席の茜はつんのめり、

　べちゃっ！

　と、フロントガラスに顔を押おしつける格かつ好こうになる。

「！」

　スピンして停とまったバンから飛び出す一心。

　アスファルトに残ったタイヤの黒い痕あとは、倒れ込んだ女の身体からだから十数センチのところを通っていた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、轢ひいてない！」

　女を抱だき起こし、怪け我ががないことを確かく認にんした一心は、バンに向かって手を振ふった。

「よかった～、ギリギリセーフ」

　胸を撫なで下ろすみさお。

「マジで免めん停てい寸すん前ぜんなんだから、人身事故なんて死んでもゴメンよ！」

「気を失ってるの？」

　女を抱き起こす一心のもとに、顔を押さえてバンから這い出した茜が駆かけ寄った。

「おい！」

　頭を揺ゆらさないように注意しながら、一心は腕の中の女に声をかける。

「……え、この人って？」

　青い瞳ひとみと浅黒い肌はだ。

　そして、ウエーヴのかかった豊ゆたかな髪かみ。

　どうやら日本人ではなさそうだ。

「マ……」

　女は一心の腕うでをつかむと、虚うつろな瞳に涙なみだを浮うかべる。

「……マ・ニーニャ」

　女はか細い声でそうつぶやくと、気を失った。

「大地くん、今の？」

　一心を見て尋たずねる茜。

「スペイン語だ」

　一心は答えた。

「私の……子こ供ども。そう言っていた」







　人間消しよう失しつ







「もう、こんな遅おそくにいい加か減げんにして！」

　ニコルは、〝ご機き嫌げんメーター〟がマイナスに振り切って針はりが飛ぶほどの不機嫌さを顕あらわにしていた。

「そんな行き倒れ、警けい察さつに任まかせなさいよ！」

「ご、ごめん、ニコちゃん！」

　年相そう応おうとは言いがたいセクシーなナイトガウンを羽は織おったニコルに向かって、茜あかねは手を合わせる。

　みさおがバンで轢きそうになった女は、怪我はないものの、かなり衰すい弱じやくしていた。

　それで茜たちはとりあえず、女を屍し桜ざくら屋や敷しきに運び込こんだのだ。

「警察って言ったら、この人、急に逃にげ出そうとしたから……」

「警察に渡わたせそうにないから、ここに連れてきたんだろうが」

　一いつ心しんは怒おこるニコルを挑ちよう発はつするかのように、大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてみせる。

「そんな事じ情じようでもなきゃ、誰だれがお前に頭下げるような真ま似ねすっかよ？」

「……とてもじゃないけど、その中身のない頭、下げているようには見えないわね」

　ニコルは腰こしに手を当てて一心をにらんだ。

「イッシンくん、あたしが一応警けい視し庁ちようの人間だってこと、忘わすれてないスか？」

　と、呆あきれ顔なのは、乾いぬい七なな瀬せ警けい部ぶ補ほ。

「あんたは警察としても規き格かく外がいだろうが？」

「というか、賞しよう味み期き限げんの切れた見切り品」

　ニコルはさらに言い切る。

　実は、七瀬が屍桜屋敷に帰ってきてニコルをたたき起こし、ご飯はんを作ってとせがんでいたのが、つい十分ほど前。

　だからニコルは余よ計けいに腹はらを立てているのだ。

「……レイ、こんな連中に構かまわなくていいわ。書しよ斎さいに戻もどっていて」

　ニコルは玲れいを振ふり返る。

　だが。

「なるほどね」

　玲は女の前に立ち、腰を屈かがめて微ほほ笑えみかけた。

「言葉は分かる？　あなたは不法滞たい在ざい者しやだね？」

　女は早口のスペイン語でまくし立て、肩をすくめる。

「分からない振りは無む駄だだよ。正直に話すんだ、悪いようにはしない」

　玲は女の肩に手を置き、じっと瞳を見つめた。

「僕ぼくたちはあなたの味方だ。もし、あなたが何かのトラブルに巻まき込まれているのなら、助けたい。僕たちを信じて」

「……信ジロ？　ソウ言って、タクサンの日本人がワタシをダマシタ」

　少し間を置いて、女は頭を振った。

「ワタシ、味方、イナイ」

　女は椅い子すを支ささえにして、フラフラと立ち上がろうとする。

　その身体からだは意外と細く、頼たよりなさ気であることに茜は気づいた。

「帰シテ。ワタシ、大切な用事がアル」

　玲の身体を押しやり、扉とびらに向かう女。

「それって……娘むすめさんのこと？」

　茜はその背せ中なかに向かって恐おそる恐る尋ねた。

「ワタシの娘……」

　不意に、女の目から涙が溢あふれ出す。

「ワタシの娘……マ・ニーニャ……サラワレタ」

「誰だれにさらわれたんスか？」

　崩くずれ落ちそうになる女を、七瀬が支えた。

「詳くわしい経緯いきさつ、聞かせて欲ほしいっスね」




　しばらくして……。

　ようやく落ち着いた女は、ドロレスと名乗った。

　コロンビアからダンサーとして来日したのが八年前、高校を出てすぐのこと。

　だが、もちろん日本で待っていたのは、ダンサーの仕事ではなかった。

　半ば暴ぼう力りよく団だん関係者に脅おどされ、半ば高こう額がくの報ほう酬しゆうに惹ひきつけられて、新しん宿じゆく周辺の風ふう俗ぞく業ぎようで働く日々が続いた。

「高校を出てすぐってことは、さすがに子こ供どもを連れて日本に来たんじゃないっスよね？」

　七瀬が質しつ問もんした。

「マリアは日本で生マレタ」

　ドロレスはうなずく。

「あのさ、もしかして、父親は？」

　と、みさお。

「日本人。付キ合ッテタ。デモ、マリアがデキタこと言ッタラ、姿すがた消シタ」

「最低だね、そいつ」

　みさおは今こん晩ばん三箱目のゴロワーズを開けながら、吐はき捨すてる。

「最低……」

　ドロレスは力なく笑う。

「ソウ、最低。デモ、愛シテタ。親子三人の未来、信ジテタ」

「その男のことは、今はまあ、いい。それで、マリアって子、今までどうやって育ててたんだ？　幼稚園や学校には？」

　今度は一心が聞いた。

「行ッテナイ。学校に連レテ行ケバ、ワタシもマリアも強きよう制せい送そう還かん」

「だろうな」

　一心はうなずく。

　ドロレスの話を信じる限かぎりでは、マリアは日本人の血を引いている。

　だが、そのことを証しよう明めいする方法はないのだ。

「だけどそれじゃ……」

　茜はニコルの方をチラリと見た。

「マリアちゃん、ひとりで淋さびしかったでしょうね」

　ニコルは小さく欠伸あくびをする。

「ワタシみたいに学校に通う必要のない天才で、そばにレイみたいな優やさしい人がいれば別だけど」

「誰が天才だ！」

　突つっ込む一心。

「……これがマリア」

　ドロレスは首くび飾かざりを外し、そのロケットを開いて中の写真を見せた。

　たぶん、プリクラだろう。

　写っていたのは笑え顔がおのドロレスと、彼女に抱だかれた幼おさない女の子の姿だった。

「誘ゆう拐かいされたのはいつだ？」

　一心は続ける。

「一昨日おととい……水曜日」

　ドロレスは顔を伏ふせた。

　低い嗚お咽えつが、居い間まに流れる。

「その時のことを詳くわしく」

　玲がドロレスの肩かたに手をかけて促うながす。

「レイ！　まさかその子を捜さがすんじゃないでしょうね!?」

　目をつり上がらせるニコル。

「ニコル、あとで」

　玲は妹の唇くちびるに人差し指を当てて制せいする。

「アノ日……」

　ドロレスはしゃくり上げながら話した。

「アノ日の朝、お仕事が終ワッテ、託たく児じ所しよに行くと誰もイナカッタ。マンションにある託児所、まるで強ごう盗とうが入ッタミタイニ荒あラサレテテ、誰も残ッテナカッタ。マリアのこと、看みテイテクレタ人も、他の子供たちも」

「……なあ、その託児所ってモグリのやつか？」

　一心が尋たずねると、ドロレスはうなずいた。

　新宿などの繁はん華か街がいには、水商売の女じよ性せいのための、無む許きよ可かの託児所がいくつもある。

　マリアが預あずけられていたところも、そんな託児所のひとつなのだろう。

「ワタシ、マリアを捜シテ回ッタ。デモ、見ツカラナイ。同じ託児所にニーニャやニーニョ、預ケテイタ人たちの家、聞キ回ッテイタ時、アナタタチに会ッタ」

「それで、手がかりは？」

　茜は涙なみだで濡ぬれたドロレスの頰ほおを、絞しぼったタオルで拭ふいてやる。

「何も」

　ドロレスは再ふたたび顔を覆おおった。

「……託児所ごと消えたってなると、ただの迷まい子ごじゃないよね」

　つぶやくみさお。

「それに、身みの代しろ金きん目的とも思えない」

　玲は眉まゆをひそめた。

　確たしかに、ドロレスのような不法滞たい在ざい外国人からむしり取れる額がくはたかが知れている。

「……マリアたちダケジャナイ」

　ドロレスは真っ赤に腫はれた目を擦こすりながらポツリと言った。

「どういうことだい？」

　玲は震ふるえるドロレスを安心させるように手を握にぎってやりながら、優しい声で問いかける。

「タクサンの子供、タクサンの女性、新宿から消エテイル。新宿ダケジャナイ。六ろつ本ぽん木ぎや渋しぶ谷やからも」

「おい、それってみんな、不法滞在の連中か？」

　一心が身を乗り出すと、ドロレスは小さく首を縦たてに振ふった。

「……興きよう味み深ぶかいケースだね」

　玲は立ち上がると、目を閉とじてこめかみを押おさえる。

「玲？」

　少し疲つかれた様子を見せる玲の姿すがたに、かすかに眉をひそめる一心。

「……できるだけのことはしよう」

　玲はうなずいた。

「お願い……モウ、ドウシテイイカ分カラナイ。ドウカ、マリアを」

　すがるような表ひよう情じようのドロレス。

「安心しろ」

　一心は微ほほ笑えみかける。

「言っただろ、俺おれたちを信じろって。マリアは俺たちが捜してやるよ。そして、あんたがもう一度、日本人を信じられるようにする」

（……どうして、こいつはあたし以外には全面的に優やさしいかな？　この一万分の一でもいいから、あたしに優しくしてくれてもバチは当たらないんじゃない？）

　茜はちょっと不満げに一心の背せ中なかを見つめる。

　その時。

「レイ、忙いそがしいんじゃなかったの！」

　ニコルがバンッとテーブルを叩たたいた。

「それにその人、今夜ここに泊とめる心算つもりじゃないでしょうね!?　ワタシ、絶ぜつ対たいに世話しませんからね！」

「ほっんと、陰いん険けんなガキだな、お前って」

　白い目で見る一心。

「仕方ないな。じゃあ、悪いけど……」

　玲はふっと息をつき、茜を振り返る。

「女郎花おみなえし君、ドロレスさんの部屋、用意してくれないか？」

「はい」

　ニコルの射い抜ぬくような視し線せんを感じながら、茜はぎこちなくうなずいた。

「ほらほら、子こ供どもはもう寝ねろよ。明日、じゃなくて今朝、ミハウたちと約束してんだろ？」

　一心はヒラヒラと手を振り、ニコルを追い払はらうような仕草をする。

「寝る前に水飲み過すぎるなよ、オネショするぞ」

「イッシン・ダイチ！　もし寝ね坊ぼうして待ち合わせに遅ち刻こくしたら、呪のろい殺してやるから！」

　ニコルは扉とびらを叩きつけるようにして居い間まから出て行った。

「……いやあ、久ひさしぶりにあいつの激げき怒どした顔見たなあ」

　ニヤリとする一心。

　久しぶりとは言ったものの、実はほんの三日ぶりぐらいである。

「大だい地ちくん、全っ然、悪いって思ってない」

　白い目で見る茜。

「ところでさ」

　みさおがゴロワーズを灰はい皿ざらで揉もみ消しながら、一心に声をかける。

「舞ぶ台たいの初日まであと半月。分かってるんでしょうね？」

「ああ、そっちには迷めい惑わくかけない」

「今までの前科から考えると、どうだか？」

　みさおは眉み間けんにしわを寄よせ、玲を振ふり返る。

「ねえ、玲くん、もう遅おそいから、あたしも今こん晩ばんこっち泊まっていい？」

「もちろんですよ」

　と、玲。

「……ったく、あつかましい女だぜ」

　ガッ！

「ってえ！」

　つぶやく一心のストマックを、みさおの右アッパーがえぐる。

「じゃあ、マネージャーさんもついて来てください」

　苦く笑しようした茜は、ドロレスとみさおの二人を連れて二階へと向かった。




「それで……？」

　茜たちが消えて一心たちと三人だけになると、玲は七瀬を振り返った。

「何か話があるんでしょう？」

「分かったスか？」

　先ほどから壁かべに寄りかかって立ち、口をつぐんでいた七瀬が頭をポリポリと搔かく。

「途と中ちゆうからずっと黙だまってましたからね、七瀬さん」

　玲は微笑む。

「マリアの一いつ件けんと関係あるのか？」

　椅い子すを引き寄せ、脚あしを組んで腰こしを下ろす七瀬を見て、一心は顔をしかめる。

「正直、まだ分からないっス」

　頭かぶりを振る七瀬。

「今夜、ていうか、昨日の夜のことっスけど、首都高でトラックの事じ故こがあったんスよ。運転手はトラックを残して逃とう走そう、そのトラックの荷台から見つかったのが二十数体に及およぶ死体」

　ここで七瀬は声をひそめる。

「……それもみんな、内ない臓ぞうの一部や眼がん球きゆうが欠けつ損そんした、外国人の遺い体たいなんス」

「！」

「まさか！」

　玲と一心は顔を見合わせた。

「嫌いやな想そう像ぞうっスけど……」

　と、七瀬。

「ああ」

　一心はうなずく。

「大だい規き模ぼな臓器ブローカー。そいつが日本に、この東京に存そん在ざいするってことか？」

「マリアちゃんの特とく徴ちように該がい当とうする遺体は？」

　玲は尋たずねた。

「子供の遺体も、いくつかあったらしいスから……」

　頭を振り、語ご尾びを濁にごす七瀬。

「ともかく、確かく認にんをお願いします」

　玲は、ドロレスから借りたペンダントのロケットを七瀬に渡す。

「他に何か、今の時点での情じよう報ほうは？」

「それが……炎えん上じようしたトラックから逃にげ出した男が、中国語を口走ってたって話が……」

「とすると、中国マフィアか？」

　腕うで組ぐみをする一心。

「一いち応おう、公安の外事とも連れん絡らくを取ってみるっスけどあの連中、口固いスから」

「でしょうね。……結ゆう城き警けい視しはこのことを？」

「何しろ、誘ゆう拐かいともテロとも分類の難むずかしいヤマなんで、やっぱ、特とく殊しゆ犯はん捜そう査さ係がかりが動くことになりそうっス」

「それは好都合。結城さんとは明日、僕ぼくが連絡を取るよ」

「俺は？」

「そうだな……母さんの方に、臓器ブローカーに関する情報が入ってきていないか、それとなく聞いてみてくれないか？」

「かおるから？　まあ、あれも確かに医者だしな」

「そう不満そうな顔をするな。僕の推すい測そくが正しければ、君の出番はなくなりはしないよ」

「まあ、いいさ」

　一心は椅い子すから立ち上がり、背せ伸のびをする。

「俺は寝ねるぜ。明日、学校なんだ」

「ああ、お休み」

　扉とびらを開けて廊ろう下かに出てから、一心はもう一度玲を振り返った。

「……くれぐれも、抜ぬけ駆がけはなしだからな？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　翌よく朝あさ。

「お早うございま～す」

　教室に入った一心と茜は、能のう天てん気きな菊きく地ち美み紗さの声で出で迎むかえられた。

「よ！」

　一心は美紗の額ひたいをつんと指で突つく。

　菊地美紗は、茜と夏なつ紀きの友人。

　ちょっと天てん然ねん系けいだが、素す直なおな子で、時々、キャラクター・グッズの制せい作さくなど、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの事じ務む所しよの手伝いをやっている。

「どうですか～、舞ぶ台たいの準じゆん備びの様子は？」

「ん、まあまあだな。これで夏紀がＮＧ連発しなきゃ……」

「こらこら、その言い方だと、わたしがひとりでダメ出しされてるみたいに聞こえるじゃない？」

　一心の後頭部を軽く叩たたく手。

　茜が振ふり返ると、そこには夏紀の姿すがたがあった。

「あ、お早う、夏紀」

　声をかける茜。

「……おはよう！」

　夏紀は美紗と一心にだけ、笑え顔がおで挨あい拶さつをした。

　まるで茜の存そん在ざいなど、目に入らないような態たい度ど。

（やっぱ、昨日の喧けん嘩かのせいかな？　謝あやまった方がいいのかな……）

　今まで、どんなにひどい喧嘩になっても、夏紀は翌日にはケロリとした様子で茜に笑いかけてくれた。

　一心とのことが噂うわさになって、陰いん湿しつなイジメにあった時も、夏紀はひとり憤ふん慨がいして茜を守ろうとしてくれた。

　どんな時でも、夏紀だけは茜の味方だったのだ。

（夏紀、変わっちゃったのかな？　それとも、あたしが？）

　朝から茜の気分はズンと落ち込こむ。

　その時。

「やあ、集まってるね」

　と、笑顔でみんなのところにやってきたのは、響ひびきだった。

「昨日のリハ、どうだった？」

「ええっと……まあまあ、かな？」

　ぎこちない表ひよう情じようで答える茜。

「……その様子からすると、何かあったね？」

　響はウインクする。

「あは、あはははは……」

「お前な、顔に出で過すぎだぞ」

　一心は茜をにらみ、ため息をついてからドロレスの一いつ件けんを簡かん単たんに響に説明した。

　もちろん、茜が気にしていたのは、そちらの一件ではなく夏紀とのことなのだが……。

「……そんなことが」

　話を聞き終わった響は、口元に手を当てて考え込む。

「君と玲さんが乗り出したなら大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、何か手伝えることがあったら言ってほしい」

「ああ」

　うなずく一心。

「私も何かお役に立てればいいんですけど～……」

　美紗がため息をもらす。

「お前はいいんだよ、ムードメーカーだから」

　一心は美紗の頭をポンと叩いた。

「ムードメーカー、ですか？」

「ああ、お前が話に入ってくると、緊きん迫ぱくしていた空気が一気に緩ゆる々ゆるになる」

「……イッシンくん、それ、誉ほめてません」

　美紗は涙なみだ目めで抗こう議ぎした。




「どうした？　次の授じゆ業ぎよう、第一化学室だぜ？」

　一限げんが終わって……。

　教科書とノートをまとめ、教室移い動どうのために席から立ち上がった一心は窓まどに寄よりかかって外を見つめている茜を振り返った。

「うん。先行ってて」

　茜はうつむき、振り返ることさえできなかった。

「……夏紀のことか？」

「うん。昨日喧嘩してからなんか、ね……」

　校庭を行きかう生徒たちを、茜はぼんやりと見つめる。

「大地くんに言われたけど、やっぱ、あたし、夏紀の力になれないよ。夏紀、あたしのこと、嫌きらいになったのかな？　あたし、ヒドイことばっか言ったから」

「な訳わけないだろ」

　一心は、茜の隣となりに座すわった。

「あ～、鳥にでもなっちゃいたい！　そしたら、この窓から飛んで、逃にげちゃうのに！」

　髪かみを搔かきむしる茜。

「アホかお前は」

　一心は苦く笑しようする。

「鳥はな、一見自由に見えるけど、自然界で生きる厳きびしさは人間とは比くらべ物にならないんだぞ？　解かい剖ぼう学がく的に見たって、体重を軽くするために骨ほねをギリギリまで軽量化してるから骨こつ折せつしやすいし、おまけに、脳のうみそも小さい。お前の脳みそが今以上に小さくなってどうすんだ？」

「い、今以上って言い方はないでしょ！」

「まあ、なれるもんなら、ドードーでも、オウサマペンギンでも、ヤンバルクイナでも、ダチョウでも、好きな鳥になってくれ」

「……な～んで飛べない鳥ばっか」

「お前さ」

　一心も窓に寄りかかり、茜の横顔を見つめた。

「夏紀がほんとは芸げい能のう界かいの仕事やりたくないの、知ってるよな？」

「うん。でも、それってすごい贅ぜい沢たくだと思う。あんなに人気があるのに」

「だよな。歌とか、演えん技ぎとか、いくらできても、人気だけはついてこない芸能人、山ほどいるもんな。だから、社長がこんなこと言ってた。『人気は天が与あたえた皮肉な呪のろい』だってな」

「呪い？」

「ああ、欲ほしがる人間がいくら切望しても、まるで蜃しん気き楼ろうのように近づいてはくれない。だが、人気なんて求めてもいない人間が、ある日、突とつ然ぜん、みんなの注目を浴びたりする。

　夏紀は気がついたんだよ、その呪じゆ縛ばくから逃のがれられないことに」

「あの子……」

「今、本当にやりたいことに進むために芸能界をやめても、結局は追いかけられるし、何年経たっても、ああ、あの矢や代しろ夏紀だって言われるだろ？」

「そっか。……辛つらいよね」

　茜は初めて、夏紀の苦く悩のうを本当に理り解かいできた気がした。

（限界だったんだ、あの子……。それなのに……親友のはずなのに……あたし、全然分かってやれなくて……自分のことしか考えてなくて……）

「……あいつ、進路指し導どうの時、大学に行くのは止やめるって言ったらしい」

「ど、どうして!?　あの子、あんなに勉強好きで、将しよう来らい、文学やりたいってずっと言ってたのに!?」

　茜はガタンと椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「今ある自分のすべてを、仕事に注ぎ込む。応おう援えんしてくれるファンのために、そう覚かく悟ごしたんだと思う。けど……」

　一心は目を閉とじた。

「……こんな道にあいつを巻まき込んだの、俺おれなんだよな。あいつだけじゃない、俺、みんなに辛い思いさせて生きてきてる。……最低だぜ」

「大地くん……」

　茜はそっと一心の頭を抱だき寄せた。

「そんなことないよ。少なくとも、あたしは大地くんに出会えて……とっても嬉うれしかったもん」

「照れくさいこと言うな」

　それでも一心は、そのまま頭を茜の腕うでに委ゆだねる。

　しかし。

「……おい、もう化学の授業、始まってないか？」

　しばらくして、一心はふと顔を上げた。

「……う、ほんとだ」

　既すでに授業開始から十分が経けい過か。

　時計を見た茜は蒼あおくなる。

「しょうがない、サボるか」

　一心は茜の横に三つほど椅子を並ならべると、ゴロリと横になる。

「昨日寝ね不ぶ足そくだったから、今のうち寝とく」

「……うん。付き合うよ」

　茜はその隣に座り、一心の髪をゆっくりと指で撫なでた。
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　午前十時。

「先せん輩ぱい、お早うございまっす！」

　カメラマンとスタッフを引き連れた弓ゆみ塚づか亜あ希き美みは、局のロビーで見知った背せ中なかを見つけて声をかけた。

「あら？」

　振ふり返った知的な面おも立だちの美女は上かみ川かわ理さと子こ。

　フリーのニュース・キャスターで、亜希美にとっては大学とＴＶ局の先輩に当たる女じよ性せいだ。

「これから取材？」

「その予定だったんですけど、先方の都合で延えん期きになっちゃって」

　亜希美は肩かたをすくめる。

「どこの取材？」

「ほら、今朝、横浜港に入港した豪ごう華か客船ですよ、あの、何とかっていう」

「ああ、ロシアのエカチェリーナ二世号よね、確たしか？」

　取材対象の名前を覚えていないのは、好ましいことではないものの、実に亜希美らしい。

　そう思った理子は顔をほころばせる。

「そう、それです！　もう、豪華客船なんて、滅めつ多たに乗れませんからね。目め一いつ杯ぱいドレスアップしたのにプンプンですよ」

「ずいぶんとＶＩＰも乗っているんじゃなかった？」

「ええ、ＥＵの官かん僚りように、欧州各国の首相経けい験けん者しや、オーストラリアのメディア王や、大手ＩＴ企き業ぎようの会長まで……誰だれかとお知り合いになって玉の輿こしな～んてことも……」

　夢ゆめ見る表ひよう情じようになる亜希美。

「そういうことは心で思うだけにして、口に出さないの」

　理子は、亜希美の額ひたいを指で小こ突づいた。

「まあ、ともかく今日は撤てつ収しゆうなんで。今のうちに夕方のニュースの特集、スーパーの原げん稿こう書いておこうかなって」

「うん。いい心がけ」

「先輩、そのうち、吞のみに行きましょ」

「今夜でもいいわよ」

「やった！　もちろん、先輩のおごりですよね」

「こらこら」

　理子は微ほほ笑えむ。

「お願いしますよ～。その代わり、トオルくんとのノロケ話、聞いてあげますから」

「もう、生意気言わないの。それじゃ、時間はあとで確かく認にんしてメールするわね」

「はい、期待してます！」

　亜希美は目をキラキラさせ、アナウンサー室に戻もどって行った。

「エカチェリーナ二世か……」

　ロシア船せん籍せきの豪華客船、エカチェリーナ二世号。

　クイーン・エリザベス二世号とほぼ同じ大きさを持ちながら、乗客数は約五分の一。

　そして、その乗客となるには、紹しよう介かい状じようの提てい出しゆつを含ふくめ、厳きびしい審しん査さがあると噂うわさされる船である。

　それが、今、横浜に寄き港こうしていて、その上、マスコミに船内を公開すると言う。

「何だろ、この違い和わ感……」

　ジャーナリストとしての勘かんだろうか？

「調べてみる価か値ちはありそうね」

　理子は、打ち合わせに遅おくれると携けい帯たいでスタッフに連れん絡らくを入れ、踵きびすを返して局の資し料りよう室しつに向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同どう時じ刻こく。

　横浜港に寄港している豪華客船、エカチェリーナ二世号のＶＩＰルームにアレクセイは通されていた。

　幹かん部ぶのひとりでありながら、ここに通されるまでに七か所でボディ・チェックを受け、一いつ切さいの武ぶ器きは持ち込こめないようにされている。

　それは、ドレスアップして隣となりでメンソール系けいの煙草たばこをふかしているサージャンも同様。

　部屋の外の電子キーつきロッカーに、銃じゆうとメスを預あずけさせられている。

　二人はこの数々の美び術じゆつ品ひんに囲まれた部屋で、もう十五分以上も待たされているのだ。

「こういうもったいぶったやり方が、レギナのお好みなのかしら？」

　紫し煙えんとともに皮肉を吐はき出すサージャン。

「トップに立つ者としては、当然の用心深ぶかさだな」

　アレクセイは窓まど辺べに立った。

　まるでペントハウスのようなこの部屋からは、後部デッキを見み渡わたすことができる。

　数百人規き模ぼのダンス・パーティーが開ける広いデッキで談だん笑しようしているメンバーは、ここから顔までは確かく認にんできないが、みな、欧米のエリートとその家族だ。

（死の商人にさらに集たかる寄生虫ども……）

　侮ぶ蔑べつの笑えみを口元に浮うかべたアレクセイは、手にしていたグラスにコニャックを注つぎ足した。

　そこに。

「お待たせしたかしら？」

　奥おくの部屋に通じる扉とびらが開いて、緑の瞳ひとみと豊ゆたかな金きん髪ぱつを持った女じよ性せいが、年配の男性のエスコートで姿すがたを現あらわした。

「レギナ」

　アレクセイは差し出された手に口づけした。

　サージャンはロシア風に、レギナの両りよう頰ほおにキスをする。

「あなたたちとこうして直ちよく接せつ顔を合わせる時を、待ち侘わびていました」

　レギナは、ロココ調のアンティーク・チェアに腰こしを下ろす。

「レギナは商品の品ひん質しつをリストで確かく認にんなされ、大変満足なされている」

　後ろに立つ年配の男性が、アレクセイたちに告げた。

「どうも」

　気のない返事はサージャンである。

「イワン、あなた、アレクセイと面めん識しきは？」

　レギナが年配の男性を振ふり返って尋たずねた。

「何度か一いつ緒しよに仕事を」

　イワンと呼よばれた男性は答える。

「大変優ゆう秀しゆうな人物と記き憶おくしております」

「そうね。そうでなければここにはいない」

　レギナは満足そうにうなずくと、今度はサージャンを見た。

「……それで、いつから始められて？」
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「ラボのスタッフは以前チームを組んでいた者たちだし、今朝から商品も続々と船に運び込まれているから、お客様の要望があればすぐにでも」

　と、サージャン。

「素す晴ばらしいわ」

　レギナは細長い指を組み、口元に持ってゆく。

「今回の航海に、レギナは極きわめて個こ人じん的な思い入れをお持ちだ」

　白くなった眉まゆをかすかにひそめながらイワンが告げた。

「失敗は許ゆるされない。しかし、無事に航海が終われば、その暁あかつきにはレギナは君たちにアジア全ぜん域いきを任まかせるお心算つもりである」

「ご厚こう意いに感かん謝しやいたします」

　一礼するアレクセイ。

「面おも白しろそうですこと」

　サージャンは目を細める。

「では」

　レギナは立ち上がり、イワンにシャンパンのグラスを配らせた。

「組そ織しきに永えい遠えんの繁はん栄えいを」

　黄金の液えき体たいが入ったグラスを掲かかげるレギナ。

「永遠の繁栄を」

　アレクセイは復ふく唱しようした。
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　午前十時二十二分。

「ソーリイ！　アイム・レイト！」

　待ち合わせに三十分近く遅ち刻こくしたニコルは、全速力で双ふた子ごのところに駆かけてきて、そのままへたり込みそうになった。

「どうしたの？　ずいぶん疲つかれてるみたい？」

　ニコルの顔を覗のぞき込むビアータ。

「イッシンのせいよ！　……お、思い出すだけで腹はらが立つから、その話、今はしないで！」

　ニコルはゼイゼイ言いながら呼こ吸きゆうを整える。

　昨日の騒そう動どうのお陰かげで、ニコルが今朝起きたのは九時半過すぎ。

　朝食さえ摂とらずに飛び出してきたのだ。

（レイもレイよ！　起こしてくれても良かったのに！　あまり気持ちよさそうに寝ねていたから起こせなかったですって!?）

　ニコルは怒いかりの矛ほこ先さきを玲にまで向ける。

「ところで、その子？」

　ようやく心しん臓ぞうの動きが正せい常じように戻もどってきたニコルは、双子の隣となりにいる小さな金髪の少女を見て顔をしかめた。

「ああ」

　ミハウがうなずき、一いつ緒しよにいた少女に挨あい拶さつさせる。

「アレクセイさんに頼たのまれたんだ、この子を案内してあげてって」

　七、八歳だろうか？

　奇き麗れいな緑の瞳ひとみをした、東欧かロシア系けいの子だ。

「ワ、ワタシ、ターシャ」

　拙つたない日本語で、少女は名乗った。

「ごめんね」

　ミハウが謝あやまる。

「連れてくる前に、知らせればよかったんだけど、今朝、急に頼まれて」

「いいわ、別に」

　と、答えたものの、せっかく三人きりだと思っていたので、ニコルは少し、ガッカリだ。

「この子を案内するにしても、わたしたち、あまりよく分からないから」

　ビアータが肩かたをすくめる。

「それで、日本のことなら、ニコルに聞けばいいかなって」

「ま、まあね。少なくとも、東京で知らない場所はないわ」

　ニコルが煽おだてられると弱いことを、ビアータはよく知っていた。

「あなた、どこか行きたいところ、ある？」

　ニコルはちょっと背せをかがめてターシャに聞く。

「ん～」

　ターシャは指を唇くちびるに当てて考えた。

「ドブス？」

「ドブス？　アカネのこと？」

　何な故ぜ、茜のことを知っているのか？

　ニコルは眉をひそめる。

「ドブス……アカネ？」

　首を傾かしげるターシャ。

「そう。アカネはドブス」

「アカネ、ドブス」

　ターシャは喜ぶ。

「ニコル……」

　頭を振ふるミハウ。

「ターシャ、たぶん、ドブスじゃなくて動物って言いたいんだと思うよ」

「動物が見たいの？」

　ニコルが尋たずね返すと、ターシャは大きくうなずく。

「そう、ドーブス……ドブツ？」

「……予定変へん更こう。上野に向かうわよ」

　双子を振り返るニコル。

「う～、わたし、ラッコ見たかったのに～」

　水族館が名残なごり惜おしそうなビアータ。

「いいの、いいの、ラッコもヌートリアも、ついでにアカネも大して変わらないわよ」

　ニコルは双子の背中を押おして、駅の券けん売ばい機きの方へ向かった。
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「ねえ、全部で三十名以上の身元不明の遺い体たいが見つかったんですよ？　これが特とく殊しゆ犯はん捜そう査さ係がかりの仕事でなきゃ、何がうちの仕事なんです？」

　結城警けい視しは、捜査一課長に向かって抗こう議ぎしていた。

「この事じ件けんは不法入国絡がらみの事件として、公安の外事と組そ織しき犯はん罪ざい対たい策さく第四課が取り扱あつかう。そう上が決めたんだ。仕方あるまい？」

　課長はしっしと手を振って、結城を追い払はらおうとする。

「どうせ、不法入国者を上陸させるのに失敗して死なせた中国マフィアが、死体を処しよ理りしようとして運ぶ途と中ちゆうで事じ故こった。そんなところだ。我われ々われのでる幕まくはない」

「妙みような先入観を抱いだいて、捜査を始めない方がいいんじゃないですかねえ」

「お前は上の命令に従したがえばそれでいいんだ」

「やれやれ、上からも下からも口を出すなと言われて、中間管かん理り職しよくはつまらないですねえ」

　結城は課長の顔を覗のぞき込んだ。

「ま、お互たがいに？」

「出世したいのなら、二度と今のようなことは口にするな！」

　課長はバンと机つくえを叩たたいて、声をひそめる。

「……悔くやしい思いをしてるのは、お前だけじゃないんだ」

「仕方ないですね」

　結城はふうっと息をついた。

「それじゃ、ストレス解かい消しように、乾でもからかうとしますか」
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「あ、かおる、俺おれ」

　昼休みになって。

　一心は監かん察さつ医いである母親のところに電話を入れていた。

『何が俺、よ！　連れん絡らくもせずに何日家を空けてるの！』

　かおるは怒ど鳴なり返した。

『お陰かげで台所の洗あらい物、溜たまってしょうがないじゃない！』

「いや、それは自分でやれよ」

『……で、何？　どうせ、玲に頼たのまれたんでしょ？』

「当たり。さすが母親」

『あの子も自分で連絡してくればいいのに』

「クソ親おや父じに義ぎ理り立だてしてんじゃねえの？」

『それはあるかも。それで、用件は？』

「昨日の大量死体」

『大量死体か。言い得て妙みようだわね』

　と、かおる。

『あれを担たん当とうするのは、あたしじゃないけど、担当者を何人か知ってるわ。ともかく、あれだけいっぺんにくれば、常じよう勤きん、非ひ常勤関係なく大おお忙いそがしだから』

「死体から、内ない臓ぞうや眼がん球きゆうが消えてるって話、本当か？」

『守しゆ秘ひ義ぎ務む違い反はんをさせる気？』

「マスコミに発表できる程てい度どの話でいい」

『……事実。切り取ったのは、実に腕うでのいい外げ科か医いよ。担当した監察医がそう言ってた』

「ありがとな。また、連絡する」

『たまには帰っていらっしゃい』

「ああ」

　一心は電話を切った。
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「よお、ガキんちょ！　遅いな！」

　午後になって。

　一心たちがリハーサル・スタジオに入ると、そこで待っていたのは一心の先せん輩ぱいに当たる名ギタリスト、クライング・クライストのジョーだった。

「まあだ生きてやがったかよ！」

　瘦やせぎすのヒゲ男に対し、反はん射しや的にこぶしを出す一心。

　ジョーはそれをひょいとかわし、背せ中なかに回ってスリーパー・ホールドをかける。

「久ひさしぶりだな」

「ぐぐぐっ！　てめ～、音楽監かん督とくのくせに毎回毎回リハ、サボりやがって！」

「音楽監督ってやつは、リハに立ち会うだけが仕事じゃねえんだよ。もっとも、お前みたいな頭の悪いガキにゃ、説明しても分からんだろうがな」

　ジョーが手を離はなすと、一心はそのまま床ゆかに落ちた。

「……しかしまあ、その顔だと、お前、また事件か？」

「な、なんで分かんだよ！」

　ジョーの指し摘てきに顔色を変える一心。

「お前ってさ、結けつ構こう分かりやすいキャラなんだよ」

　ジョーは笑う。

「無理はするな。お前がくたばると、俺のストレス解消の材料が煙草たばこだけになる」

「あんたな！」

「イッシン、ジョーさん」

　演えん出しゆつの士し郎ろうが、二人の掛かけ合いを適てき当とうなところでやめさせる。

「時間がないんで、早く始めたいんだけど？」

「ほいほい」

　ジョーは楽がく譜ふを持って、士郎のところに行った。

　一方。

「ね、ねえ？」

　茜は恐おそる恐る、スタジオの隅すみでステップの練習をする夏紀に声をかけていた。

「……何？」

　忙しいから後にして、と言わんばかりの態たい度ど。

　取り付く島もない。

（だ、駄だ目めだあ～）

　茜はすごすごと引き下がる。

　そこに。

「どうしたの、一体？」

　二ふ美み花かがやって来て、心配そうに茜を見た。

「う、ううん！　何でもないの！　ちょっと、学校の成せい績せきが……」

　手を振ふって誤ご魔ま化かす茜。

　こんなことを二美花に話し、二美花が怒おこって夏紀ともめたら、今度こそ本当に二人の間は修しゆう復ふく不ふ能のうである。

「じゃあ、ちょっと付き合ってくれない？　みんなの差し入れ、買いに行くから」

　二美花は茜の腕を取る。

「うん、いいよ」

　茜はうなずく。

　スタジオを出る時にチラリと振り返ると、夏紀は黙もく々もくとステップの練習を続けていた。
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「調べてみたっスけど、公式には、不法滞たい在ざい者しやの子こ供どもの誘ゆう拐かい事じ件けんの報ほう告こくは一いつ件けんも入っていないっス」

　夕方になって、いったん屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどってきた七瀬は、玲に報ほう告こくしていた。

「非公式には？」

　と、キーボードを打つ指を止めずに聞き返す玲。

「二、三、情じよう報ほう屋やを当たってみたんスけど……」

「収しゆう穫かくは？」

「おおあり」

　七瀬は耳元でささやく。

「新宿、池いけ袋ぶくろを中心に、ずいぶん話題になってるみたいっス、ある日、忽こつ然ぜんと消える不法滞在労働者のことが。その大半は、女じよ性せいと子こ供どもだそうっスよ」

「なるほど」

　玲は論ろん文ぶんを打っていたモバイルを休止状じよう態たいにする。

「で、首都高の大量死体事件の方っスけど……」

　七瀬は続けた。

「どうやら、うちの担たん当とうじゃなくなるみたいっス」

「？」

「上の方じゃ、日本の暴ぼう力りよく団だん組そ織しきとつるんだ中国マフィアの犯はん行こうと見てるんス。結局、公安の外事と組織犯はん罪ざい対たい策さく第四課が動き出すようで」

「……なるほど、妥だ当とうと言えば、妥当な判はん断だんですね」

「明日から新宿その他の繁はん華か街がいで、組織犯罪の一いつ斉せい取とり締しまりに入るらしいっス。けど……」

　七瀬は頭を搔かいた。

「な～んか、引っかかるんスよ。中国マフィアの仕し業わざっていうのが、見え見え過すぎるって感じがして」

「すべての証しよう拠こが、あまりにも都合よく中国マフィアを指し示しめし過ぎている」

「……これって、誰だれかがミスリードを誘さそおうとしてるって、考えられないっスかね？」

「なるほど。中国マフィアへの締しめ付けが強化されるその陰かげで、何かをやろうとしている人物、または組織がある、と」

　玲はうなずく。

「実は僕ぼくも、その蓋がい然ぜん性せいを捨すて切れないでいるんです」

「そうそう」

　七瀬は思い出したように付け足した。

「情報屋のひとりがこんなこと言ってたっスよ。近いうちに、関東の勢せい力りよく地図が塗ぬり変えられるって」

「新宿でも、東京でもなく、関東か……」

　つぶやく玲。

「それだけの組織力を持った存そん在ざいで、僕がまず思い浮うかぶものと、七瀬さんが想そう像ぞうしているものはおそらく、一いつ致ちするでしょう」

「じゃあ、いっせ～のぉせっ、で言いますか？」

「……いや、別に」

「そんな、つれない」

「ユーロ・マフィア。あなたもそう考えていたんでしょう？」

「さすが玲くん、自分と考えてること、ピッタリ一いつ緒しよっス～」

　七瀬は玲の肩かたに顔を乗せる。

　と、そこに。

「ただいま……って、ナナセ！　またレイにくっついている！」

　帰ってきたニコルが居い間まに入ってきて、目をつり上がらせた。

「ちっ、またいいところで」

　渋しぶ々しぶ玲から離はなれる七瀬。

「全く、油ゆ断だんも隙すきもないんだから！」

　ニコルは無む理り矢や理り、二人の間に割わり込こむ。

「お帰り、ニコル」

　玲は微ほほ笑えみ、義ぎ妹まいの頭を撫なでた。

「どうだった、水族館は？」

「そ、それが……」

　ニコルは強こわ張ばった顔で、チラリと後ろを見る。

　すると。

「は～い、レイさん！」

「ど、どうも」

　対照的な様子で居間に入ってきたのは、ビアータとミハウだった。

　二人の間に、キョロキョロとあたりを見み渡わたすターシャがいる。

「やあ」

　優やさしい笑顔を見せる玲は立ち上がると、ターシャの前に行った。

「初めてのお客さんだね？」

「ターシャ」

　屈かがんで挨あい拶さつする玲に、少女は自分を指さして自じ己こ紹しよう介かいする。

「あの、夕食一緒にどうかなあって思って……いけなかった？」

　おずおずと玲に尋たずねるニコル。

「いけない訳わけがないだろう？　大だい歓かん迎げいだ」

「ねえ、あんたたちの親代わりは？」

　七瀬が双ふた子ごに聞いた。

「船で仕事」

　七瀬の顔は知っているものの、刑けい事じということで今ひとつ打ち解とけられない双子はごく簡かん単たんに説明した。

「船？」

「横浜に来ている客船よ」

　と、ビアータ。

「ターシャはそのオーナーの娘むすめさん。明後日あさつて、船でチャリティー・パーティーがあるんで、アレクセイさんとオーナーのリリアさんは忙いそがしいみたい。今日一日預あずかるようにアレクセイさんに頼たのまれたの」

「客船の……オーナー……」

　何か引っかかることがあったらしく、玲は考え込む。

「その人の名前は？」

「確たしか、リリアって……」

　ミハウは妹の顔を見る。

「リリア・ヌキフォロフ。きれいな人よ」

　ビアータはうなずく。

「……ミハウ、アレクセイさんはここに来るように君たちに言ったのかい？」

　玲は尋ねた。

「ええと……寄よってもいいって言ってました」

　思い出しながら正せい確かくに答えるミハウ。

（……なるほど、これが彼のヒントか）

　玲は七瀬を振ふり返り、その耳にささやく。

「僕の方でも調べてみますが、エカチェリーナ二世号、洗あらってみてください」

「分かったっス」

　うなずく七瀬。

「あ～、何を二人でコソコソと！」

　その様子を見て、ニコルが声を張り上げる。

　そこに。

「ニコちゃ～ん」

　茜と一心たちが、リハを終えて帰ってきた。

「おっじゃましま～！」

　無む論ろん、Ｓ＆Ｓメンバーも一緒。

「むうううう！」

　ニコルの機き嫌げんは、さらに悪くなる。

　双子とターシャを招まねいてなかったら、完全に爆ばく発はつしているところだ。

「それじゃ、食事にするかい？　もっとも、今から準じゆん備びだけど？」

　玲は立ち上がった。




「へえ、このくらいだと、まだ可愛かわいいもんだ。後二年もすりゃあ、殺害したくなるほど小こ憎にくらしくなるんだがなあ」

　食事の席で、ターシャを見た一心は言った。

「それ、ワタシに対する皮肉？」

　キッとにらみつけるニコル。

「ターシャちゃん、あたし、アカネ」

　茜は少女に自己紹介する。

　すると、ターシャはパッと顔を明るくする。

「アカネ！　ドブス！」

　これを聞いて、テーブルについていた一同は吹ふき出した。

「ニ、ニコちゃん！　この子に何教えてるのよ！」

「ワタシが教えたとでも？」

　澄すました顔のニコル。

　一方、ターシャの隣となりでは、ドロレスがターシャには通じないスペイン語で話しかけながら、何かと世話を焼いている。

「自分の子こ供どもも、このくらいの年だって言ってるけど」

　と、ミハウ。

「誰だれなんです、この人？」

「娘が行方ゆくえ不明なんだよ」

　説明する一心。

「……そう」

　ビアータは複ふく雑ざつな表ひよう情じようでドロレスを見た。

　そして。

　デザートの自じ家か製せいタルトをテーブルに運んできた玲は、一心にささやく。

「イッシン、僕と七瀬さんは夕食後ちょっと出かける。ニコルを誤ご魔ま化かしておいてくれないか？」

「ひとつ、貸かしだかんな」

　タルトを大きめに切り取る一心。

「すまない。蓋がい然ぜん性せいは低いんだが、確たしかめておかなければいけないことがある」

「まあ、ニコルの相手してるよりは楽だろ？」

　玲はウインクし、唇くちびるに人差し指を当てた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「こんな時間に東京拘こう置ち所しよから所しよ轄かつの取調室までわざわざ移い動どうさせるとは、異い例れいの処しよ置ちだな？　よくもまあ検察が許ゆるしたものだ」

　厳げん重じゆうな警けい備びのもと、護ご送そう車しやで都内某ぼう署しよに移送された香港ホンコンマフィアのボス、周武林チヨウモウラムは、取調室で待っていた結城警けい視しの前に手て錠じようのまま立った。

「拘置所では、親族と弁べん護ご士し以外は面会が難むずかしいんでね。担たん当とう検けん事じとは話がついているよ」

　結城は椅い子すに座すわるように促うながす。

「……お前にそんな力があったとは驚おどろきだ」

　周は口元を歪ゆがめ、乱らん暴ぼうに脚あしを机つくえの上に乗せた。

「香港警察当局の要よう請せいって形でね」

　肩かたをすくめる結城。

「……なるほど、その手、誰が思いついた？」

　興きよう味みを持ったのか、周はいったん乗せた脚を机から下ろす。

「無む論ろん、彼だよ」

　結城は見み張はりの警官に合図し、玲を取調室に通した。

「レイ・タツミ……貴き様さまか」

　玲を見た周は、酷こく薄はくそうな目をさらに細める。

「俺おれの組そ織しきを壊かい滅めつさせた男が、何の用だ？」

「僕の質しつ問もんに答えて欲ほしい」

　玲は切り出した。

「……条じよう件けんがある」

　質問の内ない容ようを聞かずに、周は指を玲の目の前に突つきつけた。

「ひとつ頼たのまれてくれ。娘むすめに……ドミニクに伝えて欲しいことがある」

「……分かった。伝言の内容は？」

　うなずく玲。

「それは後でいい。先に言っておくが、俺の組織は完全に瓦が解かいしている。構こう成せい員いんのほとんどは、三交会その他の既き存そんの中国系けいマフィアに吸きゆう収しゆうされた。もっとも、弁護士を通じて連れん絡らくをしてくる部下がいないこともない。そいつを通じて情じよう報ほうを得ることは可か能のうだ」

「危き険けんは？」

「危険と分かっていて、やらせる気なんだろう？　構かまわん、もう俺が失うものは何もない」

「僕が知りたいのは、中国系マフィアの何いずれかの組織が、新宿を中心とした都内で臓ぞう器き売買の大だい規き模ぼ取り引きを行っているか、だ」

「……十二時間待て。弁護士からお前か結城のところに報ほう告こくさせる」

　周はあっさりと承しよう諾だくする。

「感かん謝しやする」

「貴様の感謝など狗いぬにくれてやる。それよりも娘に伝えてくれ、済すまなかった、と」

「……必ず伝えるよ」

　と、玲。

「今、ドミニクはロンドンに留りゆう学がくしている」

「そうか。……話は終わりだ」

　周はそれ以上、口を開こうとはしなかった。




「連絡を待つまでもない。中国マフィアの線は消えた」

　七瀬の車に乗り込こんだ玲は言った。

「そうっスね。本当に中国マフィアが動いているんなら、多少は周の耳に入っていてもよさそうなもんっス」

　と、七瀬がうなずいた時。

「ゴホッ！」

　玲は屈かがみ、突とつ然ぜん咳せき込んだ。

「玲くん！」

　その背せ中なかを擦さする七瀬。

「……何でもありません」

　喘あえぐような息をしながら、玲は顔を上げる。

「玲くん、もしかして身体からだが？」

「ニコルたちには言わないで」

「え……うん、分かったっス」

　七瀬は急いでエンジンを始動させる。

「少し寝ねててください」

「ありがとう」

　助手席の玲は、シートにもたれかかって目を閉とじた。







　レギナ







「イッシン、イッシン……起きるよ。イッシン……」

　早朝。

　ベッドで微睡まどろんでいた一いつ心しんの肩かたを誰だれかが揺ゆすった。

「うっせ～な、今日は学校休みだろうが」

　寝返りを打とうとする一心。

　だが、胴どうに重みがかかり、動くことができない。

「誰だ、ふざけたことを！」

　堪たまらず起き上がる一心。

　その目の前にあったものは。

「どわ！」

　一心は思わず仰のけ反ぞった。

　自分の上にチャイナ・ドレスでちょこんと座すわり込んでいたのは、ドミニクこと周麗芳チヨウライフオン。

　周武モウ林ラムの娘で、一心に思いを寄よせている少女である。

「な、な、な、な、な、な、何でお前がここに！　ロンドンに行ったんじゃないのかよ！」

　さすがに女の子に馬乗りになられたら、一心も焦あせる。

「だから、そのロンドンから来た」

　ニッコリ微ほほ笑えむドミニク。

「しょうがなかったんだよ～、僕ぼくが休きゆう暇かで日本に帰るって言ったらついてくるって聞かなくて」

　扉とびらの方で声。

　そこに立っていたのは、竜りゆう崎ざき星せい哉や。

　イギリスのプレミア・リーグ所しよ属ぞくのミッド・フィルダーで、一心の小さい頃ころからの親友だ。

「そうか……てめえがロンドンにはいやがったな」

　唸うなる一心。

「イッシン。面おも白しろかった？　これ、日本の基き本ほんのラブコメ・パターン。だからやれってセーヤが言った」

　ニコニコするドミニク。

「てめえの入れ知ぢ恵えかああ！」

　一心は星哉に枕まくらを投げつけた。




「……で、どうしているんだよ、お前らが？」

　居い間まに下りてきた一心は不ふ機き嫌げんそうに、テーブルを挟はさんで向かいの席に座すわる二人を見る。

「だから、僕は練習中の怪け我がで一時リタイヤ。休きゆう暇か中ちゆうだってば」

　頰ほお杖づえを突つき、楽しそうに一心を見つめる星哉。

「髪かみ、切った？」

「切ってねえ！」

「ワタシ、ロンドンに友だちまだあまりいないから、時々セーヤに会ってやってたよ。試合見てると面白いね。セーヤのシュート、ゴールマウス飛び越こえて、どこまでも高く飛んでゆく」

　と、手でその軌き跡せきを描えがいてみせるドミニク。

「う、宇う宙ちゆう開発シュート」

　二人にコーヒーを出しながら、茜あかねがつぶやく。

　茜もこの二人に叩たたき起こされたクチ。

　ただし、上に乗っかってきたのは星哉の方だったが。

「アカネちゃ～ん、それはあまりにも」

　瞳ひとみをウルウルさせる星哉。

「うるさい、この変へん態たい」

　一心はその脛すねに蹴けりを入れる。

「いや、マジな話」

　急に星哉は声をひそめた。

「ドミニクが何度か狙ねらわれてね。一時的な避ひ難なんだよ」

「狙われた？」

「撃うたれたよ、二度ほど」

　うなずくドミニク。

「二度とも犯はん人にん捕つかまった。中国人だったけど、組そ織しきの人間違ちがう。お金で動く殺し屋」

「それで、国こく際さい犯はん罪ざいの匂においがするってことでユーロポールが動き出して、グリースベックって刑けい事じが警けい護ごについたんだけど、日本に行けっていうのは彼の助言なんだ」

　と、星哉。

「ああ、あの……」

　グリースベックの顔は、来日時に一心もチラリと見たことがある。

「イッシン、ワタシ、ここにいていいか？」

　そうドミニクが尋たずねた時。

「これは、日本での中国マフィア排はい除じよの動きと連動していると見るべきかも知れないな」

　玲れいが居間に入ってきた。

「阿玲アーレン！」

　玲とは昔からの知り合いのドミニクが飛びつく。

「勉強、しっかりやってるかい？」

　ロンドンの私立校に紹しよう介かいした手前がある玲は聞いた。

「あは、あははははは……」

　ドミニクは笑って誤ご魔ま化かす。

「まあ、ロンドンよりはこちらの方が安全かもしれないな。ドミニク、外出する時は女郎花おみなえし君にちゃんと言って、なるべく星哉くんと行動するように。いいね」

「いいよ。セーヤの顔、見み飽あきたけど我が慢まんするよ」

　ドミニクはうなずく。

「……お前、ロンドンで大変だったろ？」

「分かってくれるかい、テンちゃん？」

　一心と星哉は顔を見合わせ、同どう情じようのため息をもらした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それで、分かったことは？




　一時間後。

　玲はモバイルを通じ、アメリカ国こく防ぼう総そう省しようのスタッフ、コードネーム〝ラショーモン〟と連れん絡らくを取っていた。





　リリア・ヌキフォロフ

　そいつは今、もっとも有力なレギナの正体と目されている女だ

　まだ逮たい捕ほできるほどじゃないが、

　今年になってから、彼女がレギナだって証しよう拠こがゾロゾロと現あらわれた




　ラショーモンは答える。




　もともと、夫のものだった組織を、夫が暗殺された後に引き継ついだらしい

　ロシア皇こう室しつの血を引くという噂うわさが流れているが、

　これは本人が故こ意いに流したもので眉まゆ唾つば物ものだな

　レイ、俺はこの件けんに関しては、十分慎しん重ちように動いた方がいいと思うぜ




　理由を聞こう




　ＣＩＡやＦＢＩ、それにユーロポールまでもが長年追い求め、

　それでも正体を突つき止められなかった女についての情じよう報ほう

　それが何な故ぜ、今になって入ってくる？




　なるほど、罠わなか

　確たしかにその蓋がい然ぜん性せいは高そうだ

　だが、罠だとすれば、ユーロ・マフィアの狙う獲え物ものは何だ？




　分からないのか？

　レギナと目されるリリア・ヌキフォロフは今、どこにいると思う？




　彼女は豪ごう華か客船エカチェリーナ二世号のオーナーとして、

　欧州各国のＶＩＰたちとともに横浜港に来ている




　その通り

　知っていたのか、つまらない

　だがな、日本に彼女がいるということから、

　俺おれが思いつくターゲットはたったひとつ

　レイ、お前だよ




　気をつけよう




　またそれか

　俺だって心配しているんだぞ




　いつも感かん謝しやしているよ




　よせ、気味が悪い






「………」

　玲はラショーモンから送られた情報を栗くる栖す琴こと子このところに転送すると、モバイルを閉とじた。

　今回、玲は琴子に情報処しよ理りのバックアップに回ってもらっている。

　琴子の存そん在ざいはユーロ・マフィアに知られていないだろう、との判はん断だんからだ。

「……ゴホッ！」

　突とつ然ぜんの重い咳せき。

　玲は最近、発ほつ作さの感覚が短くなってきているのを感じていた。

　全身の倦けん怠たい感と、激はげしい頭ず痛つう。

　今はそれに何とか耐たえているが、そのうち、ニコルに気がつかれるかも知れない。

　それだけはなんとしても避さけたい。

「………？」

　玲はふと、先ほどから電話が鳴り続けていたことに気がつく。

「……はい」

　受話器をとる玲。

『遅おそい！』

　電話の相手は玲の主しゆ治じ医いで友人のドクだ。

『お前、すぐアメリカに行けるか!?』

　気の短いドクは単刀直入にがなり立てた。

「アメリカ？　何故？」

『遺い伝でん子し治ち療りようの研究に力を入れている向こうの医科大学がな、お前の症しよう例れいに興きよう味みを持って、新しい治療を試ためしたいと言ってきたんだ！　もしかすると、光明が見えたかも知れんぞ！』

「僕が……治る？」

　耳を疑うたがう玲。

『そりゃあ、百パーセント確かく実じつとは言えん！　だが、可か能のう性せいは高いぞ！　どうだ、行けるのか!?』

「……今は無理だけど、行けるようになったら連れん絡らくする」

　やっとのことで玲は答える。

『すぐにだぞ！　分かってるな！』

　興こう奮ふんを隠かくせないドク。

「ああ。ありがとう」

　玲は電話を切ってしばらくしてからも、ドクの話が信じられなかった。

「……今になって、僕が治る？」

　瞳ひとみを閉じてつぶやく玲。

　そこに。

「玲さん、朝食には早いけど、お茶、どうですか？」

　茜がカモミール・ティーを載のせたトレーを持って応おう接せつ室しつに入ってきた。

「ありがとう、頂いただくよ」

　微ほほ笑えんでみせる玲。

「どうしたんですか？」

　茜はポットからカップにお茶を入れながら尋たずねた。

「いや、別に……何故だい？」

「ええと……」

　茜は説明に困こまる。

「玲さん、いつもより途と方ほうに暮くれた顔してます。どんな難むずかしい事じ件けんでも、そんな顔したことないのに」

　これを聞いた玲は吹ふき出す。

「そうか。僕ぼくはそんな顔を」

「はあ？」

　首を傾かしげる茜。

「……女郎花君」

　玲は言った。

「君は、僕がそう長く生きられないこと、知っていたね？」

「！」

　茜は自分の方が即そく死ししそうなほど驚おどろいた。

「そ、そんなこと!?　い、い、い、いい、一体何の話でしょう？」

「いいんだ。君は噓うそがつけない人だから」

　玲は椅い子すを回し、立ち上がった。

「さっき、ドクから電話があった。僕の病気を治す方法が見つかるかも知れないと言っていた」

「ほ、本当ですか！」

「確かく実じつとは言えない。でも、希望はありそうだ」

「良かったあ！」

　茜は思わず玲に飛びつく。

「ほんとに！　ほんとに良かった！」

「ありがとう、女郎花君」

　玲は茜の頭を撫なでる。

　と、その時。

「玲、ドミニクたちだけどな」

　扉とびらが開いて、一心が部屋に入ってきた。

　その目に飛び込こむ、抱だき合う茜と玲の姿すがた。

「また、後で来る！」

　慌あわてた様子で扉をバタンと閉しめる一心。

「……まさか？」

「誤ご解かい……？」

　玲と茜は顔を見合わせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「だから、どうにかしてあの船を調べたい」

　午後のスタジオ、リハーサルが終わってほとんどのスタッフやキャストが帰った後のこと。

　あの後で玲から話を聞いた一心は、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバーにエカチェリーナ二世号とレギナらしい女のことを説明していた。

（あの二人……いつからそういう……）

　玲と茜の抱き合っていた姿が、なかなか頭から消えない。

　だが、事件に全ぜん神しん経けいを集中することで、一心はそのことを忘わすれようと努つとめていた。

「簡かん単たんにはいかないと思うがな」

　亨とおるが腕うで組ぐみをする。

「……そう言えば、双ふた子ごが船のパーティーが何とかって言ってたろ？　明日のそのパーティーに潜もぐり込めないか？」

「風かざ峰みねのコネはどうです？」

　士し郎ろうを見る宏こう太た。

「いや、例のＣＥＯ交こう代たい劇げき以来、風峰はクラドックとの関係を断たっているからね、直ちよく接せつには無理……」

　と、言いかけて士郎は思い直す。

「……だけど、当てがない訳わけじゃない。ちょっと待って」

　士郎は携けい帯たいを手に取った。




「はい？」

　日本を代表する商社のひとつ、パン・イースト商事の常じよう務む秘ひ書しよである島しま田だ則のり恵えは、移い動どう中ちゆうの車の後部座ざ席せきで携帯をバッグから取り出した。

「はい。……あら、士郎さん、どうもお久ひさしぶりです。常務ですか？　はい、いらっしゃいますが」

　則恵は、携帯を隣となりの森もり本もと常務に渡わたす。

「やあ、士郎くんか？」

　森本は笑え顔がおで携帯に出た。

　パン・イーストは、Ｓ＆Ｓのツアーのスポンサーであり、風峰グループとも取り引きがある一流商社。

　そんな関係で、森本と士郎は面めん識しきがあるのだ。

　さらに、ドーム爆ばく破は予告事じ件けんの時には、森本の娘むすめがＳ＆Ｓとともに、観客の避ひ難なんに活かつ躍やくしていた。

「……確たしかに、エカチェリーナ二世のチャリティー・パーティーの招しよう待たい状じようは来ているよ。……それを君たちに回せばいいんだね？　……ああ、お安い御ご用ようだ。君たちには娘を助けてもらっているんだ。このくらいのことでは恩おんを返したことにならないな。……では、すぐに届とどけさせる。……そうだね、舞ぶ台たい、楽しみにしているよ」




「……それでは、お嬢じようさんによろしく」

　士郎は携帯を切って、一心を振ふり返った。

「パーティーの招待状、手に入ったぞ」

「シローくん、最初に電話に出た相手って、秘書の島田さん？」

　茜はリーダーを白い目で見る。

「一体、どこまで守しゆ備び範はん囲いが広いんだか？」

「そのお陰かげで助かっただろう？」

　士郎は肩かたをすくめた。

「それじゃ、明日はそのエカチェリーナ二世に乗り込むんですね、僕ら」

　張はり切る宏太。

「で、隙すきを見て会場を抜ぬけ出し、船の中を調べる、と」

「まあ、そんな手順だろうな」

　亨がうなずく。

「あたし、パーティーならドレスアップした方がいいですよね？」

　茜は士郎に尋たずねた。

　しかし。

「お前はもう首を突つっ込むな」

　一心は頭を振った。

「え？」

「付き人の仕事だけ、きちんとやれ」

「ちょっと、今さらそれは……」

　抗こう議ぎする茜。

「お前に何かあったら、玲が悲しむだろうが！」

　一心は我が慢まんできずに怒ど鳴なり返した。

「……大だい地ち、くん？」

　茜は今朝のことを一心が誤ご解かいしたままであることに気がつく。

「ねえ、あの……」

「いいから！　お前はじっとしてるんだ！」

　一心はそれだけ言うと、ひとりで先に更こう衣い室しつに向かった。
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「じゃあ、その船には四人だけで行くの？」

　一心たちが着き替がえにロッカーに行った後のスタジオの隅すみで。

　茜は残っていた二ふ美み花かに事件の話をしていた。

「だったら、わたしたちの方は別のルートで捜さがさない？　その、マリアって子」

　二美花は声をひそめる。

「明日の午後までわたし、オフだし、手がかりぐらいはつかめると思うけど？」

「ど、どうやって？」

　と、茜。

「捜す方法がない訳わけじゃないんだなあ」

　二美花は勿もつ体たいぶる。

「で、やる？　やらない？　イッシンには、今こん晩ばんわたしのマンションに泊とまるって言えばいいでしょ？」

（だよね。……まったく、玲さんとあたしのこと、疑うたがうなんて）

「……うん。やろ」

　ちょっと腹はらの立っていた茜はうなずいて、固い握あく手しゆを交かわす。

　そこに。

「……お前らなあ、何かよからぬこと、考えてんだろ？」

　背はい後ごで声。

「げっ！　ジョーさん！」

　振ふり返った茜は顔を強こわ張ばらせた。

「げっ、はないだろ？　オジサン、傷きずつくなあ」

「何を人の話に聞き耳立てているんです？」

　咎とがめるような目で年上の男だん性せいを見上げる二美花。

「お前ら、あんまり危あぶないことしてイッシンを困こまらせるなよな」

　ジョーは湿しつ気けた煙草たばこを咥くわえて言う。

「わたしたち、ただ、Ｓ＆Ｓの力になりたいだけよ」

　と、二美花。

「危ないことなんかしないから……たぶん」

「仕方ねえな」

　ジョーは頭を搔かいた。

「その代わり、俺おれがお目付け役でついて行く」

「う、ジョーさんが？」

　露ろ骨こつに嫌いやだと言いたそうな表ひよう情じようが顔に出る茜。

「この条じよう件けんが吞のめないなら……」

「いいわ、ついてきて」

　二美花は諦あきらめたようにうなずいた。

　その時。

「まさかワタシを、仲間はずれにはしないでしょうね？」

　突とつ然ぜん、ニコルが三人の前に姿すがたを現あらわした。

「暇ひまつぶしに練習を見に来て良かったわ」

　ニコルは三人を見み渡わたし、ニッコリと微ほほ笑えんだ。
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「事じ件けん屋やの話だと、ここなんだけどなあ」

　二美花たちは深夜の大おお久く保ぼを彷徨さまよっていた。

「と言いつつ、このあたりでもう二時間ウロウロしてるよ」

　疲つかれてその場にしゃがみ込こみそうになる茜。

「確たしかなのか、あの情じよう報ほう屋？」

　二美花たちの護ご衛えいを買って出たジョーは、咥え煙草で顔をしかめた。

　出かける時に、ジョーは一心にメールを残してきている。

　万一、何かがあった時のためだ。

「そりゃあ……たぶん、確かよ」

　今となっては引っ込みのつかない二美花。

　彼女がこの界かい隈わいの情報源げんとして頼たよったのは、前のサージャンの事件の時に世話になった情報屋。

　通つう称しよう〝事件屋〟である。

　ゴールデン街の吞み屋で見つけた事件屋の話によると、今までに忽こつ然ぜんと消えうせた非ひ合ごう法ほう託たく児じ所しよは五つ。

　その最後のひとつが、この辺りにあるらしい。

「何だか、期き待たい薄うすね」

　と、ニコル。

「もう、ニコルちゃんまで」

　二美花は唇くちびるを尖とがらせたが、ようやく事件屋からもらったメモにあった住所を発見する。

「あったわ！　このビルの四階」

「………」

　古びた雑ざつ居きよビルを見上げる茜たち。

「どう見ても廃はい墟きよ」

　ニコルが感想を述のべる。

「と、とにかく、問題の託児所があった部屋に行ってみましょうよ！」

　二美花は茜の腕うでを取って、雑居ビルに入った。




「ここよ」

　階かい段だんを上り、問題の部屋の前まで来ると、二美花は足を止めた。

「さあ、ジョーさん、開けて」

「俺が？」

「決まってるでしょ、男なんだから」

　二美花は急せかす。

「仕方ねえなあ」

　ドアノブに手を掛かけるジョー。

「……鍵かぎはかかってないか」

　その時。

　ニコルがドアの下の隙すき間まから漏もれる光に、部屋の照明がついていることに気がつく。

「待って！」

　だが、一いつ瞬しゆん遅おそく、ジョーは扉とびらを開いた。

　そして。

「え？」

　ドアの隙間からサッと伸のびる手。

　茜はその手に、何か銀色に輝かがやく物が握にぎられているのを見る。

「……ぐっ！」

　腹ふく部ぶを押おさえ、崩くずれ落ちるジョー。

　それを部屋から出てきた人物が、ハイヒールの爪つま先さきで蹴けり倒たおした。

「あらあら」

　二美花とニコルを見て、その女は笑えみを浮うかべる。

「証しよう拠こ隠いん滅めつのために寄よってみたら、懐なつかしい顔に遇あえたわねえ」

　サージャンは茜の背せ中なかにサッと回り、頸けい動どう脈みやくにジョーの血で濡ぬれたメスを突つきつけた。

「せっかくだから、三人とも、付き合ってもらうわよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「さすがにデカイな」

　翌日の午後一時。

　横浜港、大だい桟さん橋ばし埠ふ頭とうに着いた一心は、大桟橋国こく際さい客船ターミナルに停てい泊はくするエカチェリーナ二世号の白い船体を見てつぶやいた。

「このクラスになると、俺も個こ人じんでは所有するのは難むずかしいだろうね」

　と、士郎。

「でも、大きさの割わりに乗客数は少ないですよ」

　パンフレットを見て確かく認にんする宏太。

「じゃあ、行くぜ」

　キュッと白いジャケットの襟えりに指を滑すべらせる亨。

「おう！」

　同じスーツで決めた四人は、ターミナル二階からエカチェリーナ二世号のエントランスに向かった。

　……と。

「お～い！」

　緊きん張ちよう感を挫くじく声。

　走ってＳ＆Ｓのところにやってきたのは、カメラマンや照明を随したがえた弓ゆみ塚づか亜あ希き美みだった。

「どしたの？　こんなところに？」

「別に。招しよう待たいされただけだ」

　一心はとぼけてみせる。

「水みず臭くさいじゃな～い、あんたたちが来てるってことは、この船、何かあるんでしょ？　このセクシー亜希美ちゃんに教えなさいよ～、ほれほれ」

　亜希美は、肘ひじで女じよ性せい恐きよう怖ふ症しようの亨の脇わき腹ばらを小こ突づく。

「ば、馬ば鹿か、やめろっての！　俺たちだって確信があってきた訳わけじゃ……」

　真っ赤になった亨はポロリとこぼす。

「……ふふ～ん」

　してやったり、といった顔の亜希美。

「アホが……」

　一心は亨をにらむ。

「ともかく、今は俺たち自身何があるのか分からないんだ。何かつかんだら、真っ先に亜希美さんに教えるから、勘かん弁べんしてくれないかな？」

　割わって入る士郎。

「絶ぜつ対たいに？　理さと子こさんより先に？」

「……分かった。理子さんより先に」

「……交こう渉しよう成立！」

　亜希美はニッと笑った。




「……けどなあ、カメラと一いつ緒しよかよ」

　船内とは思えないほど広いパーティー会場に入った亨はこぼした。

「お前のせいだ、お前の！」

　と、一心。

「これじゃ、船の中を探さぐりに回れないだろうが！」

「二人とも、揉もめないでください」

　宏太が注意する。

「亜希美さんが面おも白しろがって撮とらせますよ」

「それよりも……」

　士郎は会場の奥おくに目を遣やった。

　取り巻まきに囲まれてそこで談だん笑しようしていたのは、三十前後の長身の人物。

　美しい金きん髪ぱつを持ったロシア女じよ性せいだ。

「ロシア人、と言うより、ベラルーシ人かな？」

　士郎は分ぶん析せきした。

「あの人、この船のオーナーよ。確たしか、リリアさん」

　亜希美が女性のところに向かう。

「こちらがこの船のオーナー、リリア・ヌキフォロフさんです」

　亜希美はリリアに声をかけると、短い打ち合わせの後、カメラマンの吉よし永ながを呼よび寄よせ、リリアにレンズを向けさせた。

「リリアさん、リリアさんはこんなに美しく、若わかくあられて、今ＥＵで最も注目されている実業家のおひとりなんですよね？」

　リリアにマイクを突つきつける亜希美。

「そう仰おつしやられると、面おも映はゆいですわ」

　リリアはカメラを見て、ニッコリと微ほほ笑えむ。

「な、なんと、日本語も完かん璧ぺき！　実はリリアさん、大学院で日本の浮うき世よ絵え画家、葛かつ飾しか北ほく斎さいの研究をなされていたとか？」

　最近は亜希美も、インタビュー前に少しは勉強するようになったようだ。

「ええ、日本の方とのお仕事には、その時の経けい験けんが幾いく分ぶん役に立ちました」

　と、リリア。

「今夜の船上パーティーは、イラク復ふつ興こうのためのチャリティーとお伺うかがいしましたが？」

「ええ、我われ々われ欧州の人間、それも些いささかでも政せい治じ的な発言力を持つ人間には、イラクにおけるアメリカの暴ぼう走そうを止められなかった責せき任にんがある、と私は考えています。このデッキでは第二会場において、戦場での子こ供どもたちの写しや真しん展てんも開かい催さいしております。こうして世界を回ってのチャリティー活動は、単に復興援えん助じよの資し金きん集め以外に、国こく際さい平和をみなさんに訴うつたえる目的があることも、知っていただきたいからです」

「素す晴ばらしいですねえ」

　亜希美はここで、手て招まねきをしてＳ＆Ｓを呼び寄せた。

「リリアさん、彼らがＳ＆Ｓ、日本でトップ・クラスの人気を誇ほこるアイドル・グループなんです。ご存ぞん知じですか？」

「ええ、もちろん」

　やってきた一心たちを見て、リリアはうなずく。

「ロシアでも、みなさんの音楽は人気がありますから」

「どうですか、Ｓ＆Ｓのみなさん。エカチェリーナ二世の乗り心地ごこちは？」

　今度は一心にマイクを向ける亜希美。

「最高だね」

　一心はリリアを見つめながら答える。

「まるで、女レ王ギ様ナの船だ」

　レギナという言葉に、リリアは目を細めた。

「ずいぶんとストレートな子ね。……嫌きらいじゃないわ」

「レギナという呼び方が気に入ったんなら、今度からそう呼ばせてもらうよ」

「光栄だこと」

　さりげなくかわすリリア。

「このパーティーに参加していただいているのだから、私たちの趣しゆ旨しに賛さん同どうしてくださっているのでしょう？　恵めぐまれない戦場の子供たちに何を寄き付ふしていただけるのかしら？」

「ああ。これ、オークションに出してくれ」

　一心は士郎からスイス製せいの高級腕うで時ど計けいを受け取り、リリア──レギナ──に渡わたした。

「世の中には不幸な子供たちのためにチャリティー・パーティーをする大人もいれば、子供の命を奪うばうことで儲もうける大人もいる」

「悲しいことね」

　二人の視し線せんがまともにぶつかり合う。

「……あの～、せっかくなんですから、もう少しにこやかに」

　間に立つ亜希美はひとり、ハンディカムに向かって愛あい想そを振ふり撒まいていた。







　その頃ころ。

　サージャンに捕とらわれ、新しん宿じゆくの託たく児じ所しよ近くの安ホテルで厳げん重じゆうな監かん視しのもと一夜を過すごした茜たち三人は、サージャンとともにエカチェリーナ二世号のプロムナードを歩いていた。

　時おり、乗客らしい身なりのいい外国人とすれ違ちがうが、自分たちと同じ乗客だと思うのか、誰だれも茜たちに注意を払はらわない。

　助けを求めようにも、サージャンがバッグの陰かげに構かまえている小型のベレッタ９５０Ｂ・ジェットファイアが背せ中なかを狙ねらっているのだ。

「ど、どこに行くんです？」

　豪ごう華かな絨じゆう毯たんの上を進む茜は、サージャンを振り返って尋たずねる。

「特別室」

　ニヤリと笑うサージャン。

「多少痛いためつけても、人ひと質じちとしての価か値ちは下がらないでしょう？」

　その笑え顔がおに、茜は寒気を覚える。

「静かにしていてね。今、大切なパーティーの最中らしいから」

　サージャンは真まっ直すぐ歩くように促うながしながら、肩かたをすくめた。

「下手に動くと、私はともかく、この連中が手て荒あらな振る舞まいに出るから、気をつけた方がいいわ」

　サージャンは茜たちの四方を囲む黒服たちを視し線せんで示しめす。

　当然、この男たちも武ぶ装そうしているのだろう。

「ロシア人らしいわ、趣しゆ味みの悪いスーツ」

　ニコルは気き丈じように鼻を鳴らした。

　三人とサージャンは、やがて広い空間に出る。

　目の前にはエレベーター。

　右手には映えい画が館かんで見るような革かわ張ばりの扉とびらが見える。

「あれに乗って」

　サージャンは茜たちに、エレベーターに向かうように告げた。

「……二美花ちゃん」

　茜は少し足を速め、二美花の横に並ならぶと耳元でささやく。

「聞こえる？」

　扉の向こうから漏もれてくるのは、ジャズのスタンダード・ナンバー。

　どうやらピアノの生なま演えん奏そうのようだ。

「うん。あっちはホールみたい」

　ささやき返す二美花。

（この扉の向こうで開かれているの、大地くんたちが潜もぐり込こむって言ってたパーティーかな？）

　茜は思い出す。

「助けてって叫さけんだら、たぶん聞こえると思うけど？」

　と、二美花。

「……ダメ」

　茜はちょっと考えてから首を振る。

「たぶん、怪け我が人にんが出たとか、誤ご魔ま化かされちゃう」

「でも……」

　今しかチャンスがないことは、茜にも分かっている。

　だからこそ、失敗は許ゆるされないのだ。

（そうだよ。ここで二美花ちゃんとニコちゃんを守れるのは、あたしだけなんだ）

　茜はギュッとこぶしを握にぎり締しめると、二美花に告げた。

「……二美花ちゃん、ニコちゃんと手をつないで」

「え？」

　戸と惑まどう二美花。

「アカネ？」

　ニコルも何を言い出すのかという表ひよう情じようで茜を見る。

「いいから。ニコちゃんの手を取ったら、あの曲に合わせて唄うたって。なるべく大きな声で」

「でも、知らないのよ、あの曲の歌か詞し」

「知らないなら、作って唄うの」

「……分かった」

　二美花はうなずくとニコルの手を握り、ピアノの音に合わせて唄い始める。





　ワイングラスの　向こうに見える

　キャンドルの炎ほのお

　ひとり見つめ　思い出す

　あなたの面おも影かげ




　瞳ひとみを閉とじれば

　色いろ鮮あざやかに　甦よみがえる

　巡めぐりゆく季節の中で

　ともに過ごしたあの時間






　一いつ瞬しゆん、サージャンとその部下が、何が始まったのかと、足を止める。

　その隙すきを突ついて、茜は二美花たちの背中を、扉の方に向かって押おした。

「行って！」

「ちっ！」

　ジャケットの内側から、ベレッタ８０４５クーガーを抜ぬくサージャンの部下。

　茜はとっさに、銃じゆう口こうと二美花の間に立つ。

「待て、撃うつな！」

　二美花の手が扉にかかった瞬間、サージャンは発はつ砲ぽうしようとする部下を制せいした。

　澄すみ切った二美花の声は、扉の向こうのホールにまでとどいているはず。

　今、ホールの人々の視し線せんは、歌が聞こえてくる扉の方に向いているだろう。

　二美花たちを撃てば、二人はそのまま鮮せん血けつに塗まみれてホールに倒たおれ込む。

　そんな状じよう況きようになれば、招しよう待たい客きやくがパニックを起こす。

　ましてや、今はＴＶ局のクルーがいるはずの時間。

　その映えい像ぞうが全国ネットで流れることは、今後の計画にとって致ち命めい的だ、とサージャンは短時間のうちに判はん断だんした。

　そして、その推すい測そく通り。

　二美花が扉を開くと、ホールではこちらを注視する招待客から拍はく手しゆが沸わき起こった。

（小こ娘むすめ！）

　怒いかりの目を茜に向けるサージャン。

（大地くん！　いたっ！）

　ホールの中央にいる一心たちの姿すがたが、茜の目に飛び込んでくる。





　あなたに貰もらった

　アンティークのオルゴール

　ふと蓋ふたを開け　口ずさむ

　あの日のメロディー

　もう戻もどれない

　そう分かってはいるのだけれど

　こぼれる涙なみだ　止められないの

　溢あふれる愛を　消せはしないの






　ニコルの手を引いた二美花は唄い続けながら、ホールの中央に向かう。

「おやおや、あれは!?　何とアイドルの彩あや乃の二美花ちゃんが、少女の手を取って現あらわれました！　何ともニクい演えん出しゆつです！」

　亜希美の指し示じで、カメラマンの吉永がファインダーを二美花たちに向けた。

　どうやら亜希美は、これが主しゆ催さい者しや側の予定にあることだと思ったらしい。

「あなただけは逃にがさないわ」

　サージャンは二美花たちに続こうとする茜の脇わき腹ばらに、硬いものを押し付ける。

（行って！）

　目で合図する茜。

　二美花はニコルの手を放して一心のところまで走らせると、テーブル席の中央に置かれた花か瓶びんの花を手に取り、唄いながらレギナの前まで歩み寄よる。

「ニコル？」

　何が起きているのか分からない一心の胸むねにニコルが飛び込むと、二美花はレギナの前に跪ひざまずき、手にしていた花をレギナに捧ささげた。

　レギナはそれを鷹おう揚ような態たい度どで受け取ると、二美花を立たせ、その頰ほおにキスをした。

「……騒さわぎ立てなかったことに敬けい意いを表するわ。あなたが声を上げていれば、ＴＶスタッフも含ふくめたあなたたち全員が、生きてこの船を下りられなかったでしょうね」

　キスをしながら二美花にささやくレギナ。

「………」

　招待客の拍手が続く中、二美花は一礼してレギナの前から下がる。

「二美花ちゃん」

　緊きん張ちようが解とけ、そのまま座すわり込みそうになる二美花を支ささえたのは士郎だった。

「どうして君がここに？」

「お願い、アカネちゃんを助けて」

　二美花は、震ふるえるニコルの頭を撫なでている一心を見た。

「アカネ!?」

　一心は、二美花が出しゆつ現げんした扉とびらの方を振ふり返る。

　そこには茜を抱だきしめるようにして立つサージャンの姿があった。

　サージャンはウインクして、扉を閉しめる。

「！」

　追おうとする一心。

　だが、その腕うでを亨がつかむ。

「落ち着け」

　小声で語りかける亨。

「深追いすれば、あっちの思う壺つぼだぞ」

「けどな！」

「……どうやら、私はあなたのことを買い被かぶっていたようね、イッシン・ダイチ」

　レギナが二美花から渡わたされた花を指先で弄もてあそびながら近寄ってきて、一心に微ほほ笑えみかける。

「ここはお退ひきなさい。所しよ詮せん、あなたたちは何もできはしない。静かにしていれば、あの娘むすめさんは次の停てい泊はく地ちで船から下ろしてあげる」

「お帰りはこちらです」

　レギナのボディガードが歩み出て、一心たちに退たい出しゆつを促うながす。

　その黒いジャケットの脇わきの部分には、不自然な膨ふくらみがある。

　銃じゆうを携けい帯たいしていることは間ま違ちがいない。

「ＴＶ局のみなさんも、この後は遠えん慮りよしていただけるかしら？」

　レギナは亜希美たちを振ふり返り、慇いん懃ぎんに告げた。

「実はこれから、ごく内輪だけのカクテル・パーティーが始まるもので」

「え？　でも、まだ取材を始めてたった二十分しか……」

「ごめんなさい」

　有う無むを言わせぬ笑顔。

「はあ～、こりゃ報ほう道どう局きよく長ちように怒おこられるわ」

　亜希美はため息をつき、それでも諦あきらめてスタッフに告げる。

「みんな、撤てつ収しゆう～」

「……アカネに何かしてみろ、てめえはぶん殴なぐる」

　一心はレギナをにらんだ。

「それは面おも白しろいわね。あの子が廃はい人じんになるまでいたぶってもいいのよ」

　レギナはボディガードたちを制せいして、一心の前に立つ。

「私は指先ひとつで千人の人間を殺せる。忘わすれないことね」

「自分の手は汚よごさずに、だろうが」

「それが、権けん力りよくというものよ」

　レギナは目を細めた。

「……イッシン、無理はよそう。今は二美花ちゃんニコルちゃんもいる」

　士郎がささやく。

「この船を無事に下りられることを、神に感かん謝しやなさい」

　レギナは一心の頰ほおに口づけした。

「さよなら、坊ぼうや」
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「……アカネ」

　ターミナルを出た一心は、エカチェリーナ二世号の白い船体を見上げてこぶしを握にぎり締しめた。

　その時。

「けっ！　こんなボロ船！　二度と頼たのまれたって取材してやるもんか～っ！」

　一緒に船から締しめ出された亜希美が、ミニスカートで船体に向かって脚あしを振り上げた。

　この日のために新調したパンプスがスポーンと脱ぬげて、波間に落ちる。

「ああ、もう最悪！」

　亜希美は座すわり込こむと、髪かみを搔かきむしった。

　怒りの半分以上は、パーティーの料理を食べ損そこねたところから来ているらしい。

「……ん？　どしたの？　みんな深しん刻こくな顔して？」

　ここでようやく、亜希美は一心たちの様子が普ふ段だんと違うことに気がつく。

「事じ情じようは俺おれが……」

　士郎が亜希美とともに、中ちゆう継けい車しやの方に行った。

「イッシン……ごめんなさい」

「ソーリイ、アイ……アイ……」

　二美花とニコルは、一心の傍かたわらに立って泣きじゃくる。

「無事ならいい」

　一心は答え、二美花とニコルの肩かたを軽く叩たたく。

「ジョーは？　一いつ緒しよだったんだろ？」

「どうなったか分からないの」

　二美花は頭を振る。

「サージャンに刺さされて……」

「場所は!?」

「新しん宿じゆくの……」

　二美花は託たく児じ所しよの場所を伝えた。

「……先せん輩ぱい！　ジョーさん、病院に運び込まれたそうです！　今、響ひびきくんたちが向かって！」

　携けい帯たいで七なな瀬せと連れん絡らくを取った宏太が告げる。

「替かわれ」

　宏太の携帯を耳に持ってゆく一心。

「七瀬か？」

『ジョーさん、幸い早いうちに見つかったんで、助かりそうっス』

　七瀬は答える。

「そっか」

『そっちはどうなったんスか？』

「レギナには軽くあしらわれた。その上、サージャンがいて、アカネを人ひと質じちに取られた」

『アカネちゃんが!?　どうしてアカネちゃんがエカチェリーナに!?』

「詳くわしいことは後だ。俺はこれからニコルを連れていったん屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどる」

『じゃ、そっちで合流するっス』

「ああ」

　一心は携帯を宏太に返した。

「二美花」

　一心は、宏太のハンカチで顔を拭ふく二美花を振ふり返った。

「お前、確たしかこのあと仕事あるんだろ？」

「えっと。……うん」

　ドラマの撮さつ影えいが入っていることを思い出し、小さくうなずく二美花。

「お前は仕事に戻れ。……できるだろ？」

「駄だ目めだよ！　アカネちゃんが捕つかまってるのに！」

「それで……お前に何ができる？」

　一心は突つき放すように言った。

「……イッシン？」

「お前が仕事に穴あなを開けて、アカネが喜ぶと思うか？　お前、プロなんだろ？　プロなら、ファンのためにちゃんとスケジュールをこなせ」

「……分かった」

　二美花は宏太にハンカチを返すと、自分の頰ほおをパチンと叩たたく。

「アカネちゃん、助けてよね？」

「当たり前だ」

　一心はうなずくと、二美花のマネージャーに連絡した。

「……すぐに来るそうだ。中継車で待ってろよ」

「うん」

　宏太のジャケットを羽は織おり、二美花は中継車へと足を向ける。

「……おい」

　二美花が行くのを待って、亨が尋たずねた。

「いいのかよ？」

「……もう、あいつを巻まき込みたくないんだ」

　珍めずらしく自分の手を握にぎるニコルを引き寄よせる一心。

「あいつはそれでなくても、いろいろ辛つらい目に遭あってるんだ」

「ですよね」

　宏太がうなずく。

「誰だれかが傷きずつくの、僕ぼくももう見たくありません」

「ともかく、玲さんに報ほう告こくしよう」

　四人は、士郎が戻るのを待って屍桜屋敷に向かった。
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「……そうか」

　経けい緯いを聞いた玲は、口もとに手を当てて眉まゆをひそめた。

「やはり、不法滞在者とその子こ供どもは、エカチェリーナに連れ込まれたと見て間ま違ちがいないな」

「ああ。サージャンがいた。あの船の中に移い植しよくの設せつ備びがあるのかもな」

　一心は居い間まの中を落ち着かなげに歩き回る。

「レイ、ごめんなさい」

　さっきから涙なみだの止まらないニコル。

「二度と馬ば鹿かなことをしてはいけない。君を失うことが、僕にとってどんなに辛いことか分かるかい？」

　玲は優やさしく少女を諭さとした。

「ともかく、アカネを取り戻すのが最さい優ゆう先せんだ」

　と、一心。

　居間に集まっているのは、一心たちＳ＆Ｓの他ほかに、玲とニコル、夏なつ紀き、星哉、ドミニク、それにみさおと芹せり沢ざわ社長だ。

「まあ、相手は大型客船だ。出港手続きもあり、簡かん単たんには国外には出られないよな？」

　亨が一心を安心させようとして言った。

　だが。

「……そーとも限かぎらないよ」

　頭かぶりを振ったのは、ドミニクだった。

「マフィアの幹かん部ぶ、大たい抵てい政せい治じ家かと強いパイプあるからね」

「お陰かげで、スコットランドヤードも、ユーロポールも、レギナには手が出せなかったのさ」

　と、星哉。

「そのことを報ほう道どうしようとした新聞の編へん集しゆう長ちようは、爆ばく殺さつされたしね」

　あまりにも重い事実に、一同は沈ちん黙もくする。

　そこに突とつ然ぜん、居間の電話のベルが鳴った。

「お前、どうしたんだよ？　こっちに来るんじゃなかったのか？」

　一心が出た電話の相手は七瀬。それも大おお桟さん橋ばし埠ふ頭とうからだった。

『それどころじゃないっスよ！　港こう湾わん局きよくからの情じよう報ほうで、エカチェリーナが一時間後に出港するっス！』

「一時間後だと！」

　一心は声を荒あららげた。

「どうしてそんなことが可か能のうなんだよ！」

『何だか、あっちこっちに圧あつ力りよくかけたみたいっス！　港湾の埠頭運営課の方でも、ずいぶんドタバタしてるっスよ！』

「イッシン」

　玲が替かわって電話に出る。

「七瀬さん、今の話が事実なら、僕らはすぐに行動に出なければならない」

『……何するきっスか？』

「直ちよく接せつ乗り込んで、女郎花君とさらわれたドナーたちを奪だつ還かんする」

『待ってください！　いくらなんでも無理っス！』

「エカチェリーナが領りよう海かいを出ると、もう手の打ちようがなくなるんだ」

『けど、それじゃ死ににいくようなもんっス！　今、結ゆう城き警けい視しに連れん絡らくしてＳＩＴを動かさせますっから、追つい跡せき権けんを行使すれば……』

「……七瀬さん、恐おそらく、警察は動けない」

『なっ！』

「それがユーロ・マフィアの力です」

　玲は言った。

『玲くん、駄だ目めっス！』

「みんな、生きて帰す。約束する」

『駄目っス！　それじゃ玲くんが、玲くん自身が約束に入ってないっス！』

「………」

『お願い、お願いだから……』

　いつものおどけた調子が消え、七瀬の声は震ふるえていた。

「もしもの時は……頼たのみます」

　玲は電話を切ると、カーテンをわずかに開く。

「……日も暮くれた。今度は僕も出よう」

「お前が？」

　一心は一いつ瞬しゆん、顔をしかめたが、すぐにうなずく。

「そうだな。アカネもその方が……」

　と、その時。

　今度は亨の携けい帯たいが鳴った。

『トオルくん、亜希美から聞いたわ。警察には!?』

　こちらは、息を切らせた理子からだった。

「七瀬さんが動いてくれている」

　亨は答える。

『あなたたち、何か無む茶ちやなこと考えていないでしょうね!?』

「……悪い。電波の調子が悪い。また連絡する」

　亨は携帯の電でん源げんを切ると、一心を見た。

「……行くんだろ？　急ごうぜ」

「いいのか？」

「アカネは俺たちの付き人だからな」

　亨は立ち上がる。

「そうですよ、絶ぜつ対たいに助けるんです」

　うなずいた宏太は、自分の携帯で実家の家族に連絡する。

「……ああ、裕ゆう子こ？　母さんは？」

　出たのはどうやら、妹のようだ。

「いや、別に何でもないんだけど、今日はイッシン先せん輩ぱいのところに泊とまるから。……迷めい惑わくかけるなって？　分かってるってば。……違ちがうって、何もないよ。……ほんとに大したことじゃないんだって。ただ、ちょっとみんなの声が聞きたかっただけ。……うん、頑がん張ばるよ。じゃあ、父さんと母さんにも、電話があったことだけ伝えて。……うん。今度は帰る。約束するよ」

　宏太は電話を切った。

「これで僕の方も、いつでもＯＫですよ。だけど、船はもう出るんでしょ？　間に合うんですか？」

「そっちの方は何とかする。ちょっと待ってくれ」

　士郎は廊ろう下かに出て、自分の携帯を取り出した。

「……士郎です。……父を。……ええ、至し急きゆうお願いします」

　電話の相手は、風峰本社の会長室。

　士郎は秘ひ書しよに、父を呼よんでもらうように頼たのむ。

『どうした？』

　風峰の現げん会長は、数分で電話に出た。

「父さん、僕です」

『それは分かっている。会議中だぞ』

「それは分かっています」

　父親と同じ口調で、士郎は言った。

「家で一番速い船を用意してください。……そう、ビッグ・サイト前の水上バス乗り場がいい」

『風峰の次期当主として生きることを否ひ定ていするお前が、その力を借りようというのか？』

「……これからは父さんの言う通りの生き方をします。芸げい能のう界かいも、今度の舞ぶ台たいが終われば引いん退たいしますよ。だから、船を回してください。僕個こ人じんでは今使える船を所有していないんです」

『どういう風の吹ふき回しだ？』

　士郎の父は警けい戒かいする。

「仲間を救いたいんです」

『……それは、自分の夢ゆめを捨すててまで、助けたい仲間なのか？』

「はい」

『よかろう。三十分で着かせる』

「感かん謝しやします」

　士郎は電話を切って居い間まに戻もどると、一心たちに告げた。

「三十分後。お台場だ」

「という訳わけだ。悪いな、社長、マネージャー」

　一心はベルトに特とく製せいピックを挟はさむ。

「馬ば鹿かね、あんたがどう動くかぐらい、とっくにお見通し」

　みさおは咥くわえ煙草たばこで笑った。

「アカネちゃんをこのまま見み捨すてるような奴やつだったら、逆ぎやくに殴なぐり飛ばしているところよ」

「あんたはね、あたしたちが惚ほれ込こんだ男なんだから」

　と、芹沢社長もうなずく。

「無事に帰ってくるのよ、ミュージカルは月末開かい演えんなんですからね」

「ああ、無事に戻ってくるって」

「……イッシン」

　躊躇ためらいがちに声をかける夏紀。

「わたし、煮に詰つまっちゃって、自分のことしか気が回らないで、他ほかに当たるところがないから、あの子に意地悪して……。どうしよう、このままになっちゃったら？　……このままアカネに嫌きらわれたままだったら、わたし……」

「あのな、あいつがお前を嫌うなんてことが一いつ瞬しゆんでもあったと思うのか？」

「……えっ？」

「あいつはお前と喧けん嘩かした時でも、自分のことより先にお前のことを心配してた。そういう奴なんだよ」

「……そっか。イッシンの方が、アカネのこと、よく分かっているんだ」

　夏紀は顔を伏ふせる。

「不思議とあいつのことは分かるんだよ」

「帰ってきてよ。わたし、大好きなんだから……あなたたち、二人とも」

　夏紀は涙なみだを拭ぬぐった。

「今回は僕らの出番はなさそうだね」

　星哉が淋さびしげに微ほほ笑えんで頭かぶりを振ふる。

「そだね、でも、イッシン、帰ってくる言ったら、絶ぜつ対たい帰る」
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　と、ドミニク。

「で、帰ってきたら、パーティーよ」

「ああ。準じゆん備びしておけ」

　一心は笑うと、亨たちと肩かたを並ならべて居間を出た。

　そして。

「レイ……」

　ニコルは玲の手を取り、珍めずらしく引きとめる。

「ワタシ、一いつ緒しよじゃ駄だ目め？　今回は……今回だけは不安なの」

「君が家にいてくれれば、僕は安心できる」

「レイ……」

「いつだって僕は帰ってきただろう？　また、帰ってくるよ」

　玲はそっと、ニコルの手を振り解ほどいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「アカネ・オミナエシ。イッシン・ダイチの付き人……それとも恋こい人びとかしら？」

　サージャンに引き立てられてきた茜を見つめ、執しつ務む机づくえの向こうのレギナは微ほほ笑えんだ。

「あたしをどうするんです？」

　サージャンにつかまれていた二の腕うでを擦さすりながら、茜は長身のレギナを見上げる。

「別に」

　微笑むレギナ。

　茜にはその表ひよう情じようが獲え物ものをいたぶる猫ねこのもののようにも見える。

「せっかくのゲストですもの。この船を案内してあげようかしら？」

　レギナは椅い子すから立ち上がり、茜の腕を取った。




「まるで病院みたい……」

　船内の下か層そう部分にある臓ぞう器き移い植しよくラボに来た茜は、着せられた白衣の匂においから連想した。

「近いわね」

　と、レギナ。

「もっとも、大たい抵ていの病院よりはお金がかかっているわ」

「日本語、うまいんですね？」

　茜はふと思い、尋たずねる。

「別に日本語だけじゃないわ。日常会話なら、九か国語程てい度ど問題なくこなせるわね」

　歩きながらレギナは肩をすくめる。

「もっとも、日本語には少し愛着があるかな？　パリに留りゆう学がくしていた時、北斎の研究で論ろん文ぶんを書いたから」

「北斎……ですか？」

　それは何年前のことだろう、と茜は考える。

　ユーロ・マフィアのボスであることを考えれば、レギナは若わかくても四十くらいになっているはずだが、近くで見るとまるで二十代に見える。

「……単なる臓器移植の設せつ備びだけじゃないわ。ＥＳ細さい胞ぼうによる器官再さい生せいの研究施し設せつも備そなえているのよ」

　茜がぼうっと考えている間に、レギナは施設の説明を続けていた。

「私たちは最高の人々に、最高の物を提てい供きようする。武ぶ器きも、麻ま薬やくも、人生さえも」

「どうしてこの日本で？　ここで移植を受ける人って、ほとんどがヨーロッパやアメリカの人なんじゃないんですか？」

　疑ぎ問もんをぶつける茜。

「そうね。移植を行うのに都合のいい土地には、いくつか条じよう件けんがあるの。まず、欧州からなるべく離はなれた土地で、ゲストが快かい適てきに滞たい在ざいできる程度には文明的であること。さらに、不法滞在外国人の存そん在ざいを嫌きらうくせに、経けい済ざいはその安い労働力に寄よりかかり、さらに彼らの犯はん罪ざいに対して有ゆう効こうな対たい抗こう策さくを持たないこと」

　レギナは数え上げる。

「でも、一番の条件は、政せい治じ家かと官かん僚りようが他ほかに類を見ないほどに間ま抜ぬけで、自分たちがそのことに気づいていない、と言うことかしら？」

「もうひとつ答えて」

　茜は続けた。

「ＶＩＰやその家族の手しゆ術じゆつに必要なドナーは、ほんの数人でしょ？　どうして、託たく児じ所しよごとさらうなんてことしたの？　何な故ぜ、無関係の人間までさらったの？」

「目的の子をひとり誘ゆう拐かいするより、家族ごと、託児所ごと関係者全員、連れ去った方が騒さわぎ立てられなくて安全なのよ。不法滞在者の消息なんて、家族以外は誰だれも気にしないから」

　と、レギナ。

「安心して、無む駄だにはしてないわ。必要じゃなかった連中の臓器も一いち応おう切り取って、東南アジアの闇やみルートに乗せたから」

　茜の後ろを歩いていたサージャンが、弄もてあそんでいた眼め鏡がねの弦つるを唇くちびるに当てながら付け足す。

「まあ、私が個こ人じん的な趣しゆ味みで解かい体たいしたのもあるけど、それだってチャイニーズ・マフィアに警けい察さつの目を向けるために利用したしね。ニュースで見たでしょ、中国人の運転するトラックに満まん載さいされた死体が事じ故こで発見されたの？」

　その目に浮うかぶ陶とう酔すいの色。

（この人……本当に殺しが好きなんだ）

　茜は背せ筋すじに寒気を覚える。

「どう？　私たちはそれを望むＶＩＰがいるから、妥だ当とうな報ほう酬しゆうと引き換かえに提てい供きようしているだけ。分かってもらえたかしら？」

　と、試ためすような視し線せんで茜を見るレギナ。

「……難むずかしいことはよく分からないけど、あなたたち、絶ぜつ対たいに間ま違ちがってる」

　茜は頭かぶりを振ふった。

「お金をたくさん持っていることが、最高の人間であることの証しよう明めい？　権けん力りよくを持っている人が一番偉えらい人？　そんなの、どこか違う。絶対に間違ってる」

「口ではなんとでも言えるわ。けれど人間は、金と権力と暴ぼう力りよくの前にひれ伏ふすのよ」

　サージャンが声を立てて笑い、それからキッと茜をにらむ。

「……本当の貧ひん困こんを経けい験けんしたことのない人間が……飢うえて死ぬ家族を看み取とったことのない人間が、理り想そう論ろんを振りかざすんじゃない」

「およしなさい、サージャン。……次がこの施設最後の部屋よ」

　レギナは肩かたをすくめ、足を進めた。




「この部屋はドナーたちの部屋。臓ぞう器きの倉庫、といったところね」

　扉とびらを開けると、レギナは言った。

　まるで託児所をそのまま持ってきたような部屋。

　そこでは、十数人の子こ供どもたちが玩具おもちやを与あたえてもらって遊んでいた。

　茜はその中に、写真で見たことのある顔を見つけて駆かけ寄よる。

「あなた、マリアちゃん!?」

　積み木で遊んでいた少女に、茜は声をかけた。

「シ、ソイ・マリア」

　少女はつぶらな瞳ひとみで茜を見上げると首を傾かしげ、日本語で言い直した。

「わたし、マリア。お姉ちゃん、どうして知ってるの？」

　生まれてからずっと日本で生きてきているので、母のドロレスよりも流りゆう暢ちような発音である。

「この子をどうする気!?」

　茜はレギナを振り返った。

「この子は……私の妹のドナーになるのよ」

　レギナは腕うで組ぐみをして、冷ややかな瞳をマリアに向ける。

「妹の心臓には、生まれた時から欠けつ陥かんがあるの。これまで生き続けてきたのは奇き跡せきに近いと担たん当とう医いは言っていたわ」

「妹って、もしかしてターシャちゃん？」

「どうしてターシャのことを？」

　顔をしかめるレギナ。

　その時。

「わたしたちがターシャちゃんを預あずかった時に、イッシン・ダイチ、及およびアカネ・オミナエシに遭そう遇ぐうしました」

　と、レギナに誰だれかが告げた。

「ビアータちゃん!?」

　声がした方向を見た茜は、思わず驚おどろきの声を上げる。

　そこにいたのは双ふた子ごのひとり。

　妹のビアータの方だった。

「……そう。信用してターシャを預けたのだけど、アレクセイも面おも白しろいことをするわね」

　レギナの表ひよう情じようは、あまり愉ゆ快かいそうではない。

　さらに。

「マリア！」

　ビアータの陰かげにいたターシャが飛び出し、マリアに抱だきついた。

「どうしてここに連れて来たの！」

　レギナはビアータをにらむ。

「本人の希望でしたし、アレクセイさんからはここに連れてきてはいけないとの指し示じを受けていません」

「……ターシャ」

　レギナは妹とドナーを引き離はなそうとする。

「いつからここで遊ぶようになったの？」

「ん～、何日か前」

　ターシャは少し考えてから答える。

　どうやら、マリアが連れてこられてあまり時間が経たたぬうちかららしい。

「そう。でも、もうここで遊んでは駄だ目めよ」

　微ほほ笑えみながら言い聞かせるレギナ。

「どうして？」

　ターシャは無む邪じや気きな目を姉に向ける。

「………」

　ドナーだから。

　そう言えないレギナは言葉に詰つまった。

「このお嬢じようさんを、ゲストルームにご案内して」

　レギナはもう茜には興きよう味みを失ったように、ビアータに対して命じる。

「はい」

　ビアータは茜の腕うでを取り、施し設せつを後にした。




「ビアータちゃん」

　廊ろう下かに出たところで、茜は自分の手を引く少女に声をかけた。

「監かん視しカメラがあるわ。あまり、喋しやべらないで」

　振ふり返らずに小声で告げるビアータ。

　やがて、二人は船室のある区画に出る。

「こっちよ」

　部屋の扉とびらを開けるビアータ。

　茜は部屋の中に入ると、周囲を見み渡わたす。

　多少、殺風景だが、散らかっていないだけ屍し桜ざくら屋や敷しきの自分の部屋よりきれいだ。

「……安心して。機会を見つけて、きっと助けるから」

　ドアをゆっくりと閉しめながら、ビアータはささやく。

「どうしてあたしを？」

　困こん惑わくの表情の茜。

「あなたには前にミハウを助けてもらったもの。それに、あなたに何かあると、ニコルが悲しむでしょ？」

　ドアのロックが、しっかりと掛かけられた。







　洋上へ







「お待ちしておりました」

　水上バス乗り場に停てい泊はく中ちゆうの高速モーターボートで待っていたのは、風かざ峰みねのメイド、織おり江えだった。

「な、何で！」

　絶句する士し郎ろう。

「私なら、船せん舶ぱくのライセンスを持っていますから」

「あんたが？」

　と、疑うたがわしいと言いたげな目で見る一いつ心しん。

「ええ、昔、士郎様にボートに乗せてとせがまれまして、ひと夏で取ったんですよ」

　織江は微笑む。

「今はそういう話はいい」

　憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようでボートに乗る士郎。

「士郎様、あと、お父上からの伝言が……」

「伝言？」

「やれるだけ突つっ走ぱしれ、馬ば鹿か息むす子こ。お前にはまだまだ風峰は任まかせられん、だそうです」

「どうやら引いん退たいの話はなくなったようだな？」

　一心は士郎の肩かたを叩たたく。

「イッシン、知ってたのか？」

「あのな、お前は俺おれたちの大切なリーダーなんだぜ。自分じゃ気づいてなかったろうけどな、このところ、ずいぶん悩なやんでる感じだったから、俺たち、織江さんに聞いてみたんだ」

　うなずくＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバーたち。

「織江、余よ計けいなことを……」

　士郎はボートの舵かじを握にぎる織江の背せ中なかをにらむが、織江はどこ吹ふく風である。

「では、飛ばしますよ！」

　織江はＳ＆Ｓの四人と玲れいが乗り込こむのを待ってエンジンを始動させた。




　地上のバイク並なみの最高速度を持つボートが大型の客船に追いつくまで、そう時間はかからなかった。

「あ！　あれ、エカチェリーナですよ！」

　視し力りよくのいい宏こう太たが真っ先に、黒い夜の海を進む白い船体に気がついた。

「やったな！　まだ日本の領りよう海かい内ないだ！」

　快かい哉さいを叫ぶ一心。

「油ゆ断だんするな。向こうも僕ぼくたちが追ってくることを予よ測そくしているはずだ」

　と、玲が注意したその時。

　パーン！

　突とつ然ぜん、ボートのフロントガラスに、蜘く蛛もの巣すのようなヒビが入った。

「狙そ撃げきだ！　みんな伏ふせろ！」

　士郎が命じた。

「織江！」

「はい！　少し揺ゆれます！」

　織江はヒビの入ったフロントガラスを肘ひじで砕くだき、銃じゆう撃げきを避よけるために左右に船体を振ふった。

「もう揺れてますよおおおおおおっ！」

　頭を抱かかえる宏太。

　さらに数発の銃じゆう弾だんが、ＦＲＰ製せいのボートの船体に小さな穴あなを開ける。

「そこそこ正せい確かくに狙ねらってくるってことは、暗あん視しゴーグルを装そう備びしてんな」

　一心は、エカチェリーナ二世号の方をにらみながらつぶやく。

「ああ。距きよ離りから考えて、恐おそらくＮＥＶＣ社のアキュイラⅠだろう」

　玲はうなずく。

「で、どうやって乗り込むんだ!?」

　一心は一同を見渡した。

「誰だれか、アイデアあるか？」

「たまには自分で考えたら……ったあ！」

　突っ込もうとする宏太に、一心は蹴けりを入れる。

「船の脇わきにピッタリ着けて、これを使おう」

　士郎が取り出したのは、銀色のアルミケース。

　中に入っていたのは、ショットガンのような形の銃と、圧あつ縮しゆく空気のボンベ、そして鉤かぎつきのロープだった。

「おい、それって救命索発はつ射しや銃か？」

　と、亨とおる。

　救命索発射銃は、消防関係者が増ぞう水すいで河か川せんの中なか洲すに取り残された人などを救う際さいに、ロープを渡わたす時に使う発射装そう置ちだ。

「普ふ通つうはゴム弾や浮うき輪を飛ばすんだが、その代わりにフックを装そう塡てんして、手て摺すりに引ひっ掛かける」

　士郎は圧縮空気を銃に送り込む。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　不安そうな亨。

「艇ていをピッタリ客船の脇に寄せる。真下につければ、デッキの狙撃手たちの死角になるからな。織江！」

「はい、士郎様！」

　ボートは白い航こう跡せきを描えがきながら左に旋せん回かいし、エカチェリーナに併へい走そうした。

　チュン！

　一心の右腕を銃弾がかすめる。

「あっちも慣なれてきやがった」

　滲にじむ血を拭ぬぐう一心。

「い、今のは危あぶなかったですね」

　ゴクリと唾つばを吞のみ込む宏太。

「……つけます」

　織江の操そう縦じゆうするボートは速度を上げ、エカチェリーナ二世号の船せん腹ぷく、十数メートルまで近づく。

　その時。

「タラップが？」

　舷げん側そくにある乗じよう降こう用ようのタラップが、ゆっくりと下り始めた。

「罠わなか？」

「銃撃も止やんだ」

　一心と玲は顔を見合わせる。

「罠でも何でも、行くしかないだろう」

　タラップに足を踏ふみ出す玲。

「そいつは俺の台詞せりふだ」

　一心はその後に続いた。

「織江、行ってくる」

　最後にタラップに足をかけた士郎はいったん振り返り、風峰家のメイドに告げる。

「お前はもう戻もどれ。どのみちそのボートでは、ドナーの子こ供どもたちを乗せきれない。帰りはライフ・ボートを調達する」

「いってらっしゃいませ……お早いお帰りを」

　織江はニッコリと笑って頭を下げた。




「遅おそかったわね」

　タラップを上がってきた一心たちに向かって、ビアータは言った。

「狙撃手は全員眠ねむらせたけど、急いで。今いま頃ごろ、ミハウがアカネさんを連れて、合流地点に向かってるはずだから」

「お前、どうして？」

　と、啞あ然ぜんとする一心。

「アレクセイさんの命令。もっとも、命令じゃなくても助けたと思う」

　ビアータは、エントランスから上のデッキに続く階段に人がいないか確かく認にんする。

「あなたとアカネさんには、ミハウを助けてもらった借りがあるもの」

　装そう着ちやくした骨こつ伝でん導どう型がたの無線機、ＤＢシステムを少女は調節した。

「こっちよ、急いで」

　満天の星を見上げられるオープン・デッキに出たビアータは、一心たちを手て招まねきする。

　と、その時。

　プールがあるリド・デッキと呼よばれる場所から、何やらロシア語らしい言葉で叫さけぶ声。

　黒服の男たちがジャケットの内側に手を入れながら、一心たちの方に駆かけ寄よってきた。

「思ったより早かったわね」

　近づいてくる男たちの姿すがたを見て、ビアータは顔をしかめる。

　チュン！

　威い嚇かくの銃じゆう弾だんがすぐそばの壁かべで跳はね、火花を上げて黒い跡あとを残した。

「意外と派は手でにやるわね、うちの組そ織しきも」

　左の脇わきと足首のホルスターから、ハンドガンを抜ぬくビアータ。

　携けい帯たいしていたうちの一挺ちよう、ベレッタ９２Ｆを玲に渡わたす。

「いい手入れをしている」

　作動を確認する玲。

「おい、俺には？　もう一挺あんだろ」

　一心がビアータの右のホルスターを見て、手を差し出した。

「駄だ目め。躊躇ためらいなく使える人にしか渡せないわ」

　ビアータのヘッケラー＆コッホＰ７が、一気に距きよ離りを詰つめようとして飛び出してきた男の足を撃うち抜く。

「……あなたは人を撃つには優やさしすぎるのよ」

　仲間に引き摺ずられて後こう退たいする男を見ながら、ビアータはつぶやいた。

「なあ、ここに釘くぎ付づけかよ！」

　上部デッキに続く階かい段だんの下に身を隠かくしながら、木刀を握にぎり締しめた亨が舌した打うちする。

「焦あせらないで。安物の香港ホンコン製せいアクション映えい画がと違ちがって、弾数には限かぎりがあるのよ。無駄撃ちはできないわ」

　立て続けに三発。

　黒服の男二人が出ようとするところをビアータは威嚇射しや撃げきし、うちひとりの肩かたに命中させる。

　黒服たちとの距離は、三十メートル以上。

　ハンドガンで撃ち倒たおすことのできるビアータの腕うでは、かなりのものと言っていい。

「だがな！　このままじゃドンドン向こうの援えん軍ぐんが増ふえるだけだぞ！」

　倒れた数よりさらに多くの黒服が集まってくる様子を見て、亨は怒ど鳴なる。

「だったら、その木刀振ふりかざして突とつ撃げきしてみる？　あなた、剣けん術じゆつ以外に取り得ないんでしょう？」

　ビアータは鼻を鳴らし、弾だん倉そうを交こう換かんした。

「……イッシン、ここにニコちゃんがもうひとりいるぜ」

　亨は眉み間けんにしわを寄よせながら、親指でビアータを指さす。

「あいつよりだいぶマシだ」

　と、一心。

「イッシンくん、わたしの方がやっぱりニコルより可愛かわいいと思う？　なら、少し頑がん張ばっちゃおうかな」

　小こ悪あく魔まの表ひよう情じようで、一心にウインクするビアータ。

　さらにもうひとりの黒服が、その銃じゆう口こうの前に倒れる。

「……それにしても、トオルくんの言う通りキリがないわね。確たしか、この船には保ほ安あん要員だけで二百人以上いるんだったわ」

　さらにもうひとり。

　黒服の肩を射い抜ぬいて戦線離り脱だつさせたビアータはつぶやく。

　その時。

「……先せん輩ぱい」

　宏太が一心の腕を引ひっ張ぱった。

「あの音……何でしょう？」

「音？」

　一心も耳を傾かたむける。

　すると……。

「……ヘリだ」

　パタパタという低いローター音。

　それが海上のどこからか聞こえてきて、それが次し第だいに大きな音になっていった。

「あれ！」

　宏太が後方の空を指さすのと、ほぼ同時に。

　ババババババババッ！

　民間機らしいヘリが、ごく低空で一心たちの頭上を通つう過かした。

「あれはＴＶ局の……」

　士郎がつぶやく。

「ニュース・ファイルのヘリだぜ！」

　亨は空に向かってこぶしを突つき上げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「できるだけ寄って！」

　ヘリから半分身を乗り出した亜あ希き美みは、パイロットに命じていた。

「吉よし永ながくん、あたしのアップ、船体がバックに入るように撮とって！」

「う、撃たれますよぉ！」

　ハンディカムを握るカメラマンの吉永は、ヘリのローターとエカチェリーナ二世号の船体が触ふれそうになるのを見て、顔を強こわ張ばらせる。

「あんたも男になりなさいよ！」

　亜希美は怒鳴った。

「あの下で戦ってるのは、あたしたちの仲間なんだからね！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ここで、予定していた特集を急きゆう遽きよ取りやめ、太平洋上を領りよう海かい外がいに向かう豪ごう華か客船、エカチェリーナ二世号の上で進行している、銃じゆう撃げき戦せんの実じつ況きよう映えい像ぞうをお送りいたします」

　ニュース・ファイルのスタジオでは、上かみ川かわ理さと子こがキャスター席に着き、あわただしく動くスタッフを尻しり目めに、カメラを見て微ほほ笑えんでいた。

「ロシア船せん籍せきのエカチェリーナ二世号は、つい数時間前まで横浜港に停てい泊はくしていた世界最大級の客船で、総そう重じゆう量りよう十一万トン、全長二百八十メートル。その乗客も各国政せい界かいのＯＢや一流実業家に限かぎられ、内部には世界の有名ブランド店の支し店てんが並ならぶ豪華客船です」

　簡かん単たんにエカチェリーナのプロフィールを説明する理子。

「では、エカチェリーナ二世号上空の弓ゆみ塚づかさんから報ほう告こくしてもらいましょう。弓塚さん？」




「はい、こちら、洋上を進むエカチェリーナ二世号の上空の弓塚です！　ただいま、欧州各国のＶＩＰを乗せ、数時間前まで横浜港に停泊していた、あの、豪華客船の上で、銃撃戦が展てん開かいされている模様です！」

　亜希美は、デッキで発はつ砲ぽうする黒服たちの様子を撮らせながらレポートする。

「ここはまだ領海十二海里の内側！　つまり、日本国内で、戦場さながらの光景が展開しているんです！　ここから見える範はん囲いでは、発砲しているのは主にエカチェリーナの保ほ安あん要員のようです！　一体、ここで何が起きているんでしょうか！」

　Ｓ＆Ｓのことを伏ふせて報道を続ける亜希美。

　吉永カメラマンも覚かく悟ごを決めたのか、アップで黒服の動きを追う。

「……あたしたちが応おう援えんできるのはここまで。頑がん張ばってね」

　デッキのＳ＆Ｓを見つめながら、亜希美は祈いのるようにつぶやいた。




「エカチェリーナ二世号は洋上の貴き婦ふ人じんとして知られる一方、その美び貌ぼうの女じよ性せいオーナー周辺にユーロ・マフィアとの関係の噂うわさが絶たえません」

　スタジオから理子は続けた。

「今回のこの銃撃戦がユーロ・マフィアによるものなのか、それとも、チェチェンその他の勢せい力りよくによるテロなのか、この時点では判はん明めいしていませんが、何いずれにせよ、これが日本の領海内で起きた事じ件けんであることは確たしかです。日本警けい察さつによる関係者の事じ情じよう聴ちよう取しゆ、そして事実の究明を望みたいと思います。……それではいったんＣＭにゆき、ニュースを続けます」

　ＣＭが始まり、マイクのボリュームを下げる理子。

「しっかしさあ、これ、うちのスクープだよねえ」

　番組のディレクターが声をかける。

「さすがは上川さんと弓塚さんの名コンビ！」

　尊そん敬けいの笑顔を向けるアシスタントの女の子。

　そこに。

「理子」

　バラエティー部門のプロデューサーである澤さわ和かず枝えが、ＣＭに入るのを待っていたようにキャスター席にやって来た。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ええ」

　メイクに化け粧しようを直してもらう、少し蒼あお白じろい顔の理子。

「でも、トオルくんたちが」

「知ってる。亜希美ちゃんから聞いた」

　澤は火のついてない煙草たばこを咥くわえる。

「あたしたちにできることっていえば、事件の一部始終を放送し続けることだけだね」

「それが、私たちの戦いです」

　理子はうなずいた。

「上に警察から圧あつ力りよくがかかっても、現げん場ばのあたしらが食い止めるから、精せいいっぱい気張っておやり」

「はい。……ＣＭ、明けます」

「じゃあ」

　澤は理子の肩かたを叩たたくと、自分の番組のスタジオに戻もどっていった。
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「どういうこと？」

　黒服たちからの報告を内線で受けたレギナは、顔をしかめた。

『日本のＴＶ局のヘリです！　撃うち落としますか？』

　デッキの保安要員が指し示じを仰あおぐ。

「……この船には、大切なゲストが乗船なさっているのよ。後で問題となるような不用意なことはできないわ」

　少し考え込こんでから、レギナは告げた。

「直ただちにセキュリティたちの銃の使用をやめさせなさい」

『し、しかし！』

「Ｓ＆Ｓは船内に引き込んでから始末しなさい。それと、お客様には不ふ快かいな思いをさせないように」

『は！』

　レギナは内線を切ると、ソファーで脚あしを組み、かすかに口元に笑えみを浮うかべているサージャンを振ふり返る。

「イッシン・ダイチとレイ・タツミは、あなたに任まかせるわ。アレクセイに、ターシャをここに連れてくるように伝えて。それと、私たちのゲスト、アカネ・オミナエシもね」

「仰おおせのままに」

　サージャンは一礼して金きん属ぞく探たん知ち機きつきの船室を出ると、廊ろう下かの電子キー・ロッカーから取り出したベレッタ・ジェットファイアに、２５ＡＣＰ弾だんを装そう塡てんした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ビアータ、今のうちだ。合流地点に移い動どうしようぜ」

　黒服たちがいったん下がるのを見て、一心は言った。

「待って、ミハウから」

　ＤＢシステムからの声に注意を傾かたむけていたビアータが、一心の注意を引く。

「……よくない知らせ。こっちの銃じゆう撃げき戦せんが始まった途と端たん、船室からアカネさんが連れ出されたって」

「それで、どこに？」

　と、一心。

「レギナの船室。後部デッキの最上階」

「案内頼たのむぞ」

「待て」

　玲は、移動しようとした一心を引き止めた。

「ここからは二手に分かれた方がいい。シローくんとトオルくん、コータくんは、臓ぞう器き移い植しよくラボの方に、ドナーの子こ供どもたちを助けに向かって欲ほしい」

「確たしかにその方が効こう率りつ的だな。そうしよう」

　士郎はすぐに決けつ断だんする。

「臓器移植施し設せつはＥデッキの前方。立ち入り禁きん止しの乗員区画の中よ」

　ビアータは士郎に、所持していた最後の一挺ちよう、護ご身しん用ようのワルサーＰ５を手て渡わたす。

「イッシン、先に行け」

　ワルサーをベルトに差しながら、士郎は言った。

「ああ。……死ぬなよ」

　と、一心。

「僕ぼく、悪運強いですから」

「そっちこそな」

　宏太と亨がニッと笑う。

　三人は、一心とこぶしを打ち合わせると、下部デッキに向かう階かい段だんを目指した。
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「公海上に出れば我われ々われの司し法ほう権けんは及およびません！　至し急きゆう、水上警けい察さつを！　一時間もすれば、あいつら、領りよう海かい外がいに逃にげ出しますよ！」

　突とつ然ぜん、警けい視し庁ちようの捜そう査さ一課を訪おとずれた官かん房ぼう長ちよう官かんを前に、結ゆう城き警視は声を張り上げていた。

「まあまあ。あの船には、欧州各国に強い影えい響きよう力りよくを持つ要人が乗っておられるのですよ。彼らの機き嫌げんを損そこなうことは、日本の国こく益えきに反するとは思いませんか？」

　前ぜん任にん者しやと違ちがって温おん厚こうそうな官房長官は、のんびりとした口調で告げる。

　七なな瀬せから連れん絡らくを受けた結城が警視庁にとって返し、捜査一課長に掛かけ合っている途と中ちゆうに官房長官は姿すがたを現あらわし、エカチェリーナ二世号の追つい跡せきを断だん念ねんするようにと言い出したのだ。

「被ひ害がい者しやの多くは不法滞たい在ざい外国人なのでしょう？　その連中のために、欧州との友好関係を損なうことはありません」

「……見て見ぬ振ふりをしろと？」

「年金問題、テロ対たい策さく、自じ衛えい隊たいの国連平和維い持じ軍参加。政せい府ふはこれ以上、問題を抱かかえたくないんですよ」

　ソファーに腰こしを下ろした官房長官は、差し出されたお茶を口に運ぶ。

「……勘かん違ちがいしないで欲しいのですが、これは私一いち個こ人じんからの私的な要望です。政府や総そう理りからの、正式な指し示じではありません」

「課長？」

　上司である捜査一課長を見る結城。

「何も言うな」

　課長は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようで唸うなった。

「まあ、ほんの数時間のことです。目をつむってください」

　官房長官は立ち上がって結城の肩かたを叩たたく。

「あなたは失礼ながら、キャリアとしては落ちこぼれだ。だが、我われ々われとの太いパイプがこれでできる」

「それは魅み力りよく的な話ですね。……ですが」

　結城は微ほほ笑えみ、官房長官の手を払はらいのける。

「僕の部下に乾いぬいという女がいましてね。普ふ段だん、上司を上司とも思わずに、命令違い反はんはするわ、面と向かって悪口は言うわ、とにかく、とんでもないやつなんですよ」

「……一体、何の話をしているのですか？」

「その乾がですね、泣いて頼たのむんですよ。玲くんたちを助けてくれって」

「玲くん？」

「あなたは知らないでしょうけど、僕たちの捜査を何度も助けてくれた、言わば同どう志しですよ」

　結城は官房長官の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「な、殴なぐる心算つもりかね？」

　恐きよう怖ふに顔を引きつらせる官房長官。

「……あんたなんか、殴る価か値ちもないね」

　結城は官房長官を突つき放はなすと、そのまま出口に向かう。

「けど、僕は部下を泣かせ、同志を見み捨すてて平気でいられるほど、腐くさっちゃいないんだよ！」

「結城管理官！」

「……みんな」

　結城は足を止め、特とく殊しゆ犯はん捜査係の刑けい事じたちに語りかけた。

「これから僕のやろうとすることは、服ふく務む規き程てい違反に問われる可か能のう性せいの高い行こう為いだ。みんなについて来てくれとは言わない。けれど、今まで至いたらない僕を支ささえてくれたこと、ほんとに感かん謝しやしている。ありがとう」

「……やれやれ、水みず臭くさいですな」

　一番ベテランの刑事が立ち上がり、椅い子すにかけてあった背せ広びろの袖そでに手を通した。

「いつだって自分たち、警視についてってるでしょうが？」

「乾は俺おれたちの仲間ですよ」

「まあ、小こ憎にくらしい妹分ってとこですがね」

　他の刑事たちもそれに続く。

「課長、この連中を止めなさい！」

　声が裏うら返がえる官房長官。

「貴き様さまら！」

　捜査一課長が机つくえを叩たたいた。

「課長？」

　振り返る刑事たち。

「早いところ消しよう防ぼう庁ちようと海上保ほ安あん庁ちようの協力を取り付けんか！　必要なら、海自も引ひっ張ぱり出せ！　何があってもエカチェリーナを領海外に逃がすんじゃない！」

「分かりました！」

　刑事たちは破は顔がんし、それぞれ連れん絡らくに散る。

「……くっ！　お前たち、か、覚かく悟ごしておけ！　そ、そうだ、外交ルートで何とか穏おん便びんに！」

　官房長官は、刑事部屋を飛び出してゆく。

「課長……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの課長を、結城は見た。

「巽たつみ玲がお前や乾の同志なら、俺にとっても同志だろうが」

　課長は照れくさそうに眼め鏡がねを外し、レンズを拭ふく。

「……まあ、たまには格かつ好こうつけさせろや」

「年金、パーになりますよ？」

「それはお前も一いつ緒しよだ」
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　その頃ころ、一心たちが侵しん入にゆうしたＣデッキより二層そう下にある、エカチェリーナ二世号のＥデッキでは……。

「ビアータちゃんの話だと、こっちの方ですね」

　昼間のパーティーでもらった船内案内図を見ながら、宏太は目の前の白い扉とびらを指さした。

　鋼こう鉄てつ製せいの気き密みつ扉。

　かなり大きなもので、右手の壁かべにパスワードを打ち込むらしいパネルがある。

「ご丁てい寧ねいに、関係者以外立ち入り禁きん止しって書いてあるぜ。これじゃ、この先が目的の場所だって書いてるみたいな……」

　扉のプレートの英語を読み、苦く笑しようして士郎を振ふり返った亨は、士郎のジャケットの袖を見て表ひよう情じようを変えた。

「……おい、それ!?」

　白いジャケットの袖の内側に付着していたものは、赤黒い大きな染しみだったのだ。

「撃うたれたのか！」

「いや」

　士郎は頭かぶりを振る。

「これは……織江の血だ」

「何だと!?」

「静かに」

　周囲を気にした士郎は、声をひそめるように言う。

「ボートで接せつ近きんした時の最初の銃じゆう撃げきで、織江の腕うでを弾だん丸がんが貫かん通つうしただけだ」

「だけだ、だと!?　てめえ！」

　思わず士郎の胸倉をつかむ亨。

「……あいつは風峰の女だ。あれしきのことで死にはしない。それよりも今はドナーの子こ供どもたちだ」

「そんな言い方ってあるかよ！　心配じゃないのか！」

「織江は」

　士郎は亨の手首を握にぎり、引き離はなす。

「俺の……大切な家族だ」

「……士郎」

　亨はリーダーの目が赤いことに、今、初めて気がついた。

「俺たちはやるべきことをやる。織江はそれからきっと助ける」

「……お前」

「安心しろ」

　士郎は自分に言い聞かせるようにうなずき、ビアータから聞いたコードで扉を開ける。

「織江は……俺の許きよ可かなしには死なないよ」

　扉の隙すき間まから白い光が溢あふれ、シューッという空気の漏もれる音がした。

　扉の向こうの方が気き圧あつが高くなっていて、汚よごれた外気が入らないようになっているのだろう。

「ああ。早いとこ、助けようぜ、子供たちも、アカネも、織江さんもな」

　亨たちは、眩まばゆい光に包まれた臓ぞう器き移い植しよく施し設せつの中に踏ふみ込こんで行った。
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「レギナ、無線室からの報ほう告こくです。警けい視し庁ちようの水上警察の高こう速そく艇ていがこちらに接近、停船命令を出しています」

　イワンが耳打ちする。

「日本の警察に外交ルートを通じて、追つい跡せきを止やめさせなさい」

　かすかに苛いらついたような表情を見せるレギナ。

「アレクセイは？　ターシャを迎むかえに行かせたのだけど？」

　その時。

　船室のドアが開いて、アレクセイと茜あかねが入ってきた。

　二人の傍かたわらには、ターシャの姿すがたはない。

「妹を連れて来るように命じたはずよ」

　目を細めるレギナ。

「その命令は無む視しすることにしたよ」

　アレクセイは茜を壁かべ際ぎわまで下がらせ、ロシア製せいのバイカル・バイキングの銃じゆう口こうをレギナに向けた。

「あなたも自分の最期を妹に見せたくはないでしょう？」

「どういうつもり？」

「今なら、あなたの護ご衛えいも下部デッキの戦せん闘とうに駆かり出され、そばにいるのは親愛なる老人ひとり。ボディ・チェックもなく武ぶ器きを携けい帯たいして、あなたに近ちか寄よれる絶ぜつ好こうのチャンスだ」

「アレクセイ……」

「私はあなたが武器を売り、戦せん乱らんを煽せん動どうした国の人間だ。あなたの武器で家、家族、友人、恋こい人びと、故こ郷きよう、信しん仰こう、すべてを失った。私はその復ふく讐しゆうのために、組そ織しきに入ったのだ」

（これ、どうなってるの!?）

　茜はサッパリ事情を吞のみ込めず、アレクセイとレギナの顔を交こう互ごに見み比くらべた。

「イワン！」

　レギナの声と同時に、老人が手をジャケットの内側に伸のばす。

　パンッ！

「……止よしなさい、ご老体。あなたは私と遣やり合うには、三十ほど歳としを取り過すぎている」

　肩かたに銃弾を受けて膝ひざを突ついたイワンを、アレクセイは冷ややかに見た。
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　レギナの船室がある最上階スカイ・デッキ。

　そこにたどり着いた一心たちを出迎えたのは、黒服とサージャンの待ち伏ぶせだった。

「お久ひさしぶり、坊ぼうやたち！」

　サージャンの嘲ちよう笑しようが廊ろう下かに響ひびく。

「悪いけど、もうお遊びは終わり！　死んでもらうわ！」

　一いつ斉せいに火を噴ふく黒服たちとサージャンのハンドガン。

「ちっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、一心たちは直行する通路に身をかわす。

「大たい抵ていの黒服たちの射しや撃げきは、殺すために特化していないわ。訓練場とは違ちがう、こういうシチュエーションでは、わたしの方が腕うでは上」

　実戦に慣なれたビアータが、冷静に応おう射しやして牽けん制せいする。

「でも、まともに撃うち合っていたら弾たま数かずが足りないし、サージャンは別べつ格かく。……そこ、いったん部屋に入って」

「分かった！」

　ビアータの指し示じで、手前の船室の扉とびらを蹴け破やぶる一心。

　続いて、玲とビアータがその部屋に飛び込んだ。

「遅おそかったね」

「！　……君か」

　声に反はん応のうして部屋の奥おくにベレッタを向けた玲は、そこにいるのがミハウであることに気がついて銃口を下ろす。

「アレクセイとレギナは奥の部屋。アカネさんも一いつ緒しよだよ」

　ミハウは言った。

「来たぞ！」

　扉の陰かげで廊下の気配を窺うかがっていた一心が、双ふた子ごを振ふり返る。

「ミハウ」

「うん」

　ミハウは船室の鏡を割わると、その大きめの欠片かけらを廊下に投げた。

　宙ちゆうを舞まう鏡に一いつ瞬しゆん映うつる、黒服たちの配置。

　ビアータはそれを目に焼きつけ、反射角を計算しながら壁に向かってＨ＆Ｋのトリガーを引く。

　立て続けに発射された九発の弾だん丸がんが壁に当たって跳ちよう弾だんし、黒服たちを撃ち倒たおした。

「アレクセイの道具どもが！」

　舌した打うちして下がるサージャン。

「イッシン！」

「ああ！」

　玲と一心は低い姿し勢せいで廊下に飛び出し、それを追おうとする。

　その時。

「待って！」

　ビアータが鋭するどい声でそれを止めた。

「二人とも、動かないで」

　ビアータのＨ＆ＫＰ７が、玲の後頭部に突きつけられる。

　同時に、ミハウのシュタイアーＭ９が一心を狙ねらう。

「……ここまで来て、何の心算つもりだよ？」

　一心はそのまま動かずに尋たずねた。

「あなたたちがアレクセイさんの味方になってくれるのか、知りたいの」

　迷まよいのないビアータの銃じゆう口こう。

「イッシンさん、あなたがアレクセイさんの邪じや魔まをするなら、これから先には行かせない。お願い、アレクセイさんを助けて。仇かたきを討うたせてあげて」

　ミハウは懇こん願がんした。

「仇？」

　一心は眉まゆをひそめる。

「レギナは、アレクセイさんの家族や大切な人をみんな奪うばったんだ」

「だから、アレクセイさんには復ふく讐しゆうする権けん利りがあるのよ」

　と、双子。

「彼がレギナを狙っていることは気がついていた」

　玲は静かに言った。

「だったら、邪魔はしないで！　アレクセイさんの味方をして！」

　ビアータはほんの少し、銃口を下げる。

　だが。

「……いや」

　玲は頭かぶりを振った。

「僕ぼくはアレクセイを止める」

「どうして!?」

　声を荒あららげるビアータ。

　トリガーにかかったその指に、わずかに力がこもる。

「それが……彼を助ける道だからだよ」

　玲は目を閉とじ、続けた。

「僕はこれ以上、彼に罪つみを重ねて欲ほしくない。だから、レギナを殺させず、彼を助ける」

「……分からない」

　銃を玲に向けたまま、ビアータは駄だ々だっ子このように頭を振った。

「あなたの言ってることが、わたしには分からないわ！」

「なあ」

　一心が優やさしく双子に語り掛かける。

「あの女を殺して、一体何が残る？　ひとり残されたターシャの悲しみと憎にくしみだけだ。何年かして、今度はターシャが、お前たちやアレクセイをつけ狙うことになるかも知れない。お前たち、あの子を憎しみに染そめたいのか？」

「わ、わたしは……」

　言葉に詰つまるビアータ。

　玲は振り返り、少女の手をそっと下ろさせる。

「……僕も」

　ミハウは銃をホルスターに戻もどした。

「本当は、あの人を止めて欲しかったのかも知れない」

「じゃあ、行くぜ」

　一心はベルトから金のピックを抜ぬき、指に挟はさんだ。

「あいつを止めにな」
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　臓ぞう器き移い植しよく施し設せつの中では、黒服の保ほ安あん要員の抵てい抗こうはほとんどなかった。

「精せい密みつ機械だらけの中じゃ、銃は使えませんもんねえ」

　黒服や、ここで働いていた研究員たちを縛しばり上げた宏太は言った。

「それにしても、これが船の中だとは驚おどろきだよ」

　研究設せつ備びを見み渡わたして、士郎は舌したを巻まく。

「まるで、医大の研究室だ」

「おい、こっち！」

　施設の奥おくの部屋を調べていた亨が、二人を呼よんだ。

「この子たちって……」

　部屋に入った宏太がつぶやく。

　施設の中でも、その部屋だけは周囲と違ちがい、内部はまるで託たく児じ所しよのようになっていた。

　そこで、十人ほどの子こ供どもたちが無む邪じや気きな顔で遊んでいる。

　そのほとんどは東南アジア系けいか、南米系のようだ。

　中にひとりだけ、白人の少女がいて、同い年ぐらいの南米系の少女と手を取り合って士郎たちを見ていた。

「君、ターシャだったよな？」

　と、亨。

「俺おれたち、覚えてないか？　ニコルの家で会っただろ？」

「アカネの……友だち！」

　ターシャは思い出したようで、顔を明るくする。

「ねえ、ターシャ、その子、知り合い？」

　宏太が優しく、手をつないでいる少女のことを尋たずねた。

「マリア」

　ターシャはうなずく。

「やっぱり」

　宏太は、士郎と亨を振ふり返った。

「写真で見たのと同じ顔。この子、ドロレスさんの子供です」

「無事だったか」

　ホッとする士郎。

「ともかく、ここから早く連れ出そう」

「そうだな」

　亨はターシャとマリアの肩に手を置いた。

「この子たち、全員と一いつ緒しよに」

　その時。

「そこまでだ！」

　三人の背はい後ごで声。

「その子たちを返せ！」

「黒服の残りか！」

　亨が振り返ると、そこに立っていたのは中年から老年にかけての数人の男女だった。

「セキュリティの連中の動きが物々しいと思ったが、こういうことか」

　白髪しらが交まじりの男が、慣なれぬ手つきでＳ＆Ｗスミス＆ウエツソン６２９リボルバーを亨たちに向ける。

「ＴＶ新聞で見た顔も多いな」

　士郎はつぶやく。

　集まった者たちの中には、ドイツの副ふく首しゆ相しよう経けい験けん者しやや、元パリ市長、女王陛へい下かから勲くん章しようをもらった英国保ほ守しゆ党とうのベテラン議員の姿すがたも見える。

「この連中、もしかして臓器のレシピエントか？」

　と、亨。

「ああ。間違いないだろうね」

　士郎はうなずく。

「あなたたち、みんな一度は名を成した偉えらい人たちなんでしょ？　だったら、生き恥はじ晒さらすの、止やめた方がいいですよ」

　眉まゆをひそめる宏太は英語で告げる。

「な、長生きしたいと望んで何が悪い？　わしはそう望んでいいだけ、国家に尽つくしてきたつもりだ」

「わたしは娘むすめに生きて欲ほしいだけよ！　娘には未来があるの！　この子の心臓があれば助かるのよ！」

　ＶＩＰたちは口々に言った。

「この子たちは、私たちのドナー！　私たちのものだ！」

　初老の男のひとりが、いきなり士郎たちに飛びかかり、小さな子供のひとりを捕つかまえてそのこめかみにペーター・シュタールの競きよう技ぎ用ようトロフィー・マスター・６インチ・バレルの銃じゆう口こうを押おしつけた。

「う、撃うつぞ！　退どけ！」

　男は叫さけんだ。

「止よすんだね」

　冷静に士郎は言う。

「その子があなたのドナーなら、撃てばすべてが水の泡あわになる」

「な、なら、これでどうだ！」

　男は震ふるえる手で、銃口を亨に向ける。

「下がれ！」

「退どかねえ……」

　亨は真まっ直すぐに、木刀の先を拳けん銃じゆうの男に向けた。

「こ、この銃が見えないのか!?」

　初老の男は、額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかせながら絶ぜつ叫きようする。

「銃がどうした!?」

　亨の声に、ビクンと震える初老の男。

「誰だれだって死にたくはないし、愛する家族の命は何よりも大切だ」

　士郎がゆっくりと前に出る。

「だからと言って、何の罪つみもない命を奪うばっていいことにはならない」

「あんたの生き方、正直、格かつ好こう悪いぜ」

　銃を突つきつけられた亨も、一歩も下がろうとしない。

「そんな格好の悪いやつらに、俺は負ける気がしねえんだよ！」

「くっ！」

　男は顔を歪ゆがめ、競技用拳銃のトリガーを絞しぼる。

　その時。

「……もう止しましょう、ムッシュー」

　トリガーを引こうとした男の腕うでを、隣となりの老人が押おさえた。

「しかし！」

「我われ々われの負けです」

　老人は男の手からペーター・シュタールを取り、床ゆかに投げる。

「……行きなさい」

　老人に解放された子こ供どもが、士郎たちの方に向かって走った。

「よしよし。無事か、お前？」

　子供の頭を撫なでる亨。

「わしらはいつから、名めい誉よをドブに捨すててまで、生きたいと思うようになったんでしょうな……」

　老人は目を細め、自分の銃を士郎に渡わたした。
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「どうやら、最高の場面には間に合ったようね？」

　一心たちがレギナの船室に飛び込こむと、サージャンがアレクセイとレギナの二人に両手の銃を向けたまま、不ふ敵てきな笑えみで出で迎むかえた。

「……どうなっているのかな？」

　玲は両手を開き、武ぶ器きを持っていないことを示しめしてサージャンに尋たずねた。

「組そ織しきに忠ちゆう実じつなあなたが、何な故ぜレギナに銃を向けている？」

「……アカネ、無事か!?」

　部屋の端はしにいる茜のところに駆かけ寄よろうとする一心。

「そこ、動かない！」

　サージャンの声に、一心は足を止める。

「二人が死ぬわよ」

　アレクセイとレギナに向けられた二挺ちようのジェットファイアのトリガーを、サージャンは指で弄もてあそんだ。

「そっちの双ふた子ごも、余よ計けいなことはしないこと。あなたたち二人より、私の方が速いわ」

「………」

「………」

　ミハウとビアータは唇くちびるを嚙かみ、同時に銃を捨すてる。

「トリガーを引くなら引け」

　アレクセイはレギナを見つめたまま、冷静に言った。

「私はこの女を道連れにできれば、それでいい」

「アレクセイさん！」

「駄だ目め！」

　悲鳴に近い声を上げる双子。

　だが、サージャンは哄こう笑しようした。

「それが愚おろかだというのよ、アレクセイ。あなた、その女が本当にレギナだと思っているの？」

「……何だと？」

「アレクセイ、その女じよ性せいは……」

　玲が頭かぶりを振ふる。

「レギナのダブル、影かげ武む者しやだ」

「へえ、知っていたの？」

　感心する素そ振ぶりを見せるサージャン。

「レギナの活動開始時期から逆ぎやく算さんすれば、彼女は若わか過すぎる。化け粧しようでずいぶん老ふけて見せてはいるが、僕らの目の前にいる女性はまだ二十代前半だろうね」

　玲は続けた。

「本物のレギナは三十代後半から四十代前半の女性と言われてる。妹のターシャとはさすがに年ねん齢れいが離はなれ過ぎているだろう？」

「お見事」

　と、サージャン。

「もともと、レギナ──本物の方ね──は、アレクセイを信じてはいなかったのよ。そのリリアって女は、自分を一流の役者だって信じてる、お馬ば鹿かなアレクセイちゃんの化けの皮を剝はがすための囮おとりに過ぎないの」

「だったら、何でその囮の女に銃を向けるんだ？」

　一心が尋ねる。

「用よう済ずみだからに決まっているじゃない」

　サージャンは肩かたをすくめた。

「そんな……」

　レギナ、いや、レギナを演えんじていたリリアはつぶやく。

「レギナは妹の命を救ってくれると約束したのよ。だから、ダブルになったのに……そんな、噓うそよ」

「妹のため？」

　一心は顔をしかめる。

「ターシャちゃんのことか？」

「ターシャは重い心しん臓ぞう病びようで、あと一年も生きられない。でも、レギナに声をかけられた当時の私には、満足に医者に診みてもらうだけのお金はなかった。レギナは自分のダブルになれば、ターシャに手しゆ術じゆつを受けさせてくれると……」

「大だい地ちくん、ターシャちゃんのドナー、マリアちゃんなんだよ」

　茜が頭を振った。

「やっと……やっとドナーが見つかったのに……」

　リリアは声を震ふるわせる。

「組織があんたみたいな使い捨ての人間との約束を、本気で守ると思っていたの？　とんだ間ま抜ぬけね」

　心底おかしそうに笑うサージャン。

「そう言えば、レイ・タツミ。背せ中なかに隠かくし持っているベレッタを捨てなさい。ブルース・ウィルスを気取っても駄目よ」

「……なかなか鋭するどい観かん察さつ眼がんをしているね」

　玲はため息をつき、テープで留とめていたベレッタ９２Ｆの銃じゆう身しんを握にぎり、無む造ぞう作さに放ほうる。

　放物線を描えがいたベレッタは、ちょうど一心とサージャンの間に落ちる。

　一いつ瞬しゆん、そのベレッタを拾おうかと逡しゆん巡じゆんするサージャン。

　時間にして、ほんの百分の一秒の隙すき。

　だが、その隙を突つき、一心はすかさず銃の落下点に滑すべり込んだ。

「サージャン！」

　一心は左手でベレッタをつかむと同時に、右手でピックを放つ。

　狙ねらいは、サージャンの右手の甲こう。

　ビシッ！

「ちぃ！」

　純じゆん金きんを挟はさんで重さを増ましたピックは見事に命中し、ジェットファイアの銃口が跳はね上がる。

　そして、一心の動きと連動する形で、アレクセイのバイカル・バイキングが向きを変えてサージャンに向けて火を噴ふいた。

　パンッ！

「ぐっ！」

　左の肩口から鮮せん血けつを飛び散らせて仰のけ反ぞり、そのまま崩くずれ落ちるサージャン。

「！」

　アレクセイは再さい度どリリアに銃口を向け、トリガーを絞しぼろうとする。

「銃を置け、アレクセイ！」

　一心はアレクセイにベレッタの狙いを定めた。

「駄目だ、イッシンさん！」

「わたしたち、本気よ！」

　ミハウとビアータが銃を拾い、今度は一心に狙いをつける。

「……無む駄だだ、イッシン・ダイチ。君には私を止めることはできない」

　銃口の先にいるリリアから目を離はなさずに、アレクセイは言った。

「以前にもこんなことがあったな……」

　パリ、オペラ座での事じ件けんを思い出し、一心はつぶやく。

「あの時と君は、何も変わってはいない。したがって、私を撃うてはしない」

　口元に冷笑を浮うかべるアレクセイ。

「君も変わった少年だな。発はつ展てん途と上じよう国こくから来た不法滞たい在ざいの犯はん罪ざい者しや、それをどうして君は助けようとした？　君には何の関係もない人間たちだろう？」

「関係がなきゃ、助けちゃいけないのかよ!?　自分の知ってる、周りの人間しか助けようとしちゃいけないのか!?」

　一心は、ベレッタを握にぎる手が汗あせに湿しめるのを感じる。

「そうだ。何のメリットもないことで人間は動かない」

　アレクセイは確かく信しんを持ってうなずく。

「それとも、すべての人間を自分が救うことができる。君はそう信じるほどまでに傲ごう慢まんなのか？」

「確たしかに助けることは難むずかしいかも知れない！　でも、助けようとすることはできるだろ！　最初から諦あきらめるような奴やつに、俺おれはなりたくないんだ！」

「見けん解かいの相そう違いだな。人は自分の利り益えきになるかならないかで動くもの。私はそう信じる」

「目の前で助けを求める存そん在ざいには、損そん得とく抜ぬきに手を差し伸のべる！　俺はそれが人間だと思うし、そう信じたい！」

「あ、あたしもそう思う！」

　茜もアレクセイの方に足を踏ふみ出した。

「もうやめよう、アレクセイさん。ミハウちゃんとビアータちゃんのこと、考えてあげて」

「あんたのしてること、もう意味がないだろ!?　レギナはここにはいないんだ！」

「それはサージャンの言葉だけだ。その女が本物のレギナである可か能のう性せいはゼロではない」

「あんた、本当は分かってるだろうが！　この人はレギナじゃない！」

「曇くもりのない目で、もう一度はっきりと見るんだ」

　玲が静かに頭かぶりを振ふる。

「自分を誤ご魔ま化かしてはいけない」

「……ここまで来て」

　アレクセイは唇くちびるを強く嚙かんだ。

「ここまで来て……私のしてきたことは、すべて無む駄だだったというのか!?」

「無駄じゃないです」

　茜は頭を振る。

「だって、あなたにはミハウちゃんとビアータちゃんがいるじゃないですか？」

「この二人は……私が目的を果たすための道具に過すぎない」

　チラリとアレクセイの目が双ふた子ごを見た。

「あんたのその言葉が噓うそだってこと、ミハウとビアータが一番よく知ってるぜ」

　一心はゆっくりとベレッタを下ろした。

「二人には、まだあんたが必要なんだ」

「……私の……負けか」

　アレクセイはトリガーにかかった指の力を抜く。

（よかった～、これで……みんな無事に帰れるよ）

　ホッとする茜。

　その時。

「……サージャン？」

　一心が、倒たおれていたはずのサージャンの姿すがたが、いつの間にか消えていることに気がついた。

「玲！」

　玲の注意を引きながら、周囲を見み渡わたす一心。

　ルーム・バーのカウンターの向こうでうごめく何かを、その目が捉とらえる。

　玲と一心はうなずき合い、カウンターの左右から回り込こんだ。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「組そ織しきに永えい遠えんの繁はん栄えいを！」

　サージャンは突とつ然ぜん立ち上がり、アレクセイたちの方に向かってジェットファイアを乱らん射しやした。

「！」

　横っ飛びに茜に抱だきつき、伏ふせる一心。

　その耳元を銃じゆう弾だんがかすめる。

　アレクセイと双子が応おう戦せんし、サージャンは胸むねに赤い花を咲さかせながら、今度こそ行動不ふ能のうに陥おちいって床ゆかに倒れた。

「おい！」

　玲はサージャンの手に握られたジェットファイアを蹴けり飛ばすと、膝ひざをついているアレクセイのもとに駆かけ寄よる。

「一発、かすっただけだ。それより……」

　アレクセイは脇わき腹ばらを押おさえながらヨロヨロと立ち上がると、視し線せんで斜ななめ後ろを示しめす。

　そこには、リリアに抱かれて横たわるイワンの姿があった。

「この人、私を身体からだで庇かばって……」

　リリアはイワンの頰ほおを撫なでながら、頰を涙なみだで濡ぬらす。

「……どうして？　私はただのダブルなのよ？」

「偽にせ者ものと分かっていても」

　胸を朱あけに染そめたイワンは微ほほ笑えむ。

「一年も一いつ緒しよに働けば情じようが移うつるものです。それにリリア、あなたは私の死んだ娘むすめによく似にてい……る……」

　イワンはそのまま事切れた。

　一方。

「一体、何をしようとして……？」

　玲は血だまりに沈しずむサージャンのそばに戻もどり、周囲を調べる。

「……これは？」

　蓋ふたの開いた銀色のアタッシェ・ケース。

　サージャンの手の近くにあったそれを発見し、玲はカウンターに置いた。

「それは！」

　アタッシェを見たリリアの顔色が変わる。

「説明しろ」

　一心がその肩かたをつかむ。

「……この船は、有事の際さいにはひとつの国家として機き能のうするだけの設せつ備びがあるの。そのアタッシェはＭＥＥＤという電子暗号装そう置ち」

　リリアは言った。

「搭とう載さいされている、四基きの核かくミサイルを発射するためのね」

「貴き様さま、何をした!?」

　ゴボゴボと肺はいから出血する音を立てるサージャンを、アレクセイは振ふり返る。

「お……馬ば鹿かさん、分からないの？」

　玲がその身体を壁かべにもたれさせてやると、サージャンは血まみれの顔で笑った。

「まさか!?」

「あなた、まさかミサイルを!?」

　息を吞のむ双子。

「こいつ！　どこに落とす気だ!?」

　一心は玲の肩かた越ごしに、アタッシェ・ケースのパネルを見る。

「落とす？　落としはしないわ、私の好きなやり方じゃないけれど」

　と、サージャン。

「じゃあ!?」

　リリアの顔が蒼あお褪ざめる。

「そう。リリア、あなたの恐おそれている通りよ」

　サージャンはうなずく。

「核かく弾だん頭とうは、ミサイルが一定の高度に達した時点で爆ばく発はつする。日本本土の上空でね」

「ねえ、空で爆発するんなら、それほど被ひ害がいはないんじゃ……？」

　一心に小声で尋たずねる茜。

「いや。爆発と同時に、大量の電でん磁じ波はが発生し、死の灰はいとともに日本上空を覆おおい尽つくすことになる」

　硬かたい声の一心。

「えっと……」

「つまり」

　今ひとつ理り解かいできない茜に、玲が説明を補ほ足そくした。

「最悪最大規き模ぼの電波障しよう害がいが、日本全土で発生することになるんだ。通つう信しん網もうは各地で遮しや断だんされ、さまざまな精せい密みつ電子機器が異い常じようをきたし、あらゆる経けい済ざい活動はストップする。日本経済にとっては致ち命めい的な打だ撃げき。さらに日本経済の悪化は世界へ波は及きゆうし、恐らく、ブラックマンデー以い降こう最悪、前代未み聞もんの世界恐きよう慌こうが発生するだろう」

「………………つまり、携けい帯たいが使えなくなるんですよね？」

　茜が把は握あくできたのは、そこまでだった。

「こんなことをして、どんなメリットがお前にある？」

　アレクセイが、サージャンの胸むな倉ぐらをつかんで引き起こす。

「……組そ織しきと……レギナの……ために」

　薄うすら笑いを浮うかべるサージャン。

「これも……レギナの命令だと言うのか？」

「レギナは……クズどもが……自分に歯向かうことを許ゆるしはしない。これは、その見せしめよ」

　サージャンの顔が狂きよう信しん的な喜びに輝かがやく。

「ここから……日本が三流国家になり下がり、世界経済が破は綻たんする様を……指を咥くわえて眺ながめていると……いいわ」

「リリアさん、解かい除じよコード！」

「ええ」

　電子暗号装置を操そう作さし、リリアが告げるコードを入力する玲。

　だが。

「アクセスできない？」

　液えき晶しよう画面には、アクセス拒きよ否ひの文字。

　ミサイルのコントロールラインを切ることができない。

「そんな」

　愕がく然ぜんとするリリア。

「……無む駄だね。一いつ旦たんカウントダウンが始まれば、こちらのＭＥＥＤから……一いつ切さいの操作ができないようにプログラムを……改変したもの」

　サージャンは血を吐はきながら嘲ちよう笑しようする。

「船底のミサイル発はつ射しや装置まで行けば、直ちよく接せつ解除コードを入力できる可か能のう性せいはあるわ！」

　玲の顔を見るリリア。

「向こうのコントロールパネルに、この女が細工をしていなければ、の話だ」

　と、アレクセイ。

「呪のろわれちまえ！　アレクセイ、レイ・タツミ、そして……イッシン・ダイチ！」

　サージャンはそう叫さけぶと、侮ぶ蔑べつの表ひよう情じようを浮かべたまま動かなくなった。

「……イッシン、シローくんたちに連れん絡らくして、この船の乗客、乗員全員を退たい避ひさせるんだ」

　玲はアタッシェを閉とじ、カウンターの椅い子すから立ち上がった。

「お前、何をする気だ!?」

　一心は扉とびらに向かう玲の肩かたをつかむ。

「最悪の場合、船を沈しずめることになる」

　玲は振ふり返らずに答える。

「アレクセイ、ミサイルのある場所を」

「……私も一いつ緒しよに行く」

　サージャンの遺い体たいを冷たい瞳ひとみで見下ろしていたアレクセイは、出血する脇わき腹ばらの傷きずに手を当てて玲に続く。

「私と一緒にいる方が、警けい備び員いんと遭そう遇ぐうした時にやり過すごしやすいだろう？」

「わたしたちも！」

　飽あくまでもアレクセイに付き従したがおうとする双ふた子ご。

　だが、アレクセイは頭かぶりを振った。

「ミハウ、ビアータ。先に日本に戻もどり、私の逃とう走そう経けい路ろを準じゆん備びするんだ。いいな？」

「アレクセイさん……」

「私はまだ、レギナに復ふく讐しゆうするという目的を果たしてはない。捕つかまる訳わけにはいかないんだよ。だから、二人に任まかせる」

「駄だ目め！　一緒に行く！　一緒に行くの！」

　ジャケットの袖そでをギュッとつかむビアータ。

「聞き分けのないことを……」

　アレクセイは目を細める。

「まるで本当の……妹や弟のようだ」

「……本当の……お兄さんだよ」

　ミハウは必死に泣くのを我が慢まんする。

「私を安心させてくれ。お前たちに危き険けんが及およぶことを心配していては、重大なミスを犯おかすかも知れない」

「アレクセイ……さん」

　双子はようやく、アレクセイから離はなれた。

「アカネさん、この子たちのこと、あなたに頼たのむ」

　アレクセイは茜を見る。

「……はい」

　茜はうなずき、双子の肩を抱だきしめた。

「アカネ、この人たちを連れて逃にげろ」

　一心はリリアを茜に任せ、玲とアレクセイを追おうとする。

　だが。

「駄目だ」

　玲は一心を押おし止とどめた。

「お前はトオルくんたちと、避ひ難なんの誘ゆう導どうに当たれ」

「何な故ぜだよ！　人手は多い方がいいだろが!?」

「こっちは二人で足りる。本当に人手が必要なのは、乗員、乗客の退避の方だ」

「けどな！」

「お前はもう、女郎花おみなえし君から離れるな」

　声をひそめる玲。

「本当に大切なものを、お前には失って欲ほしくない」

「………」

　一心は茜の方をチラリと見て、うなずいた。

「無理すんなよ。ニコルが、みんなが待ってんだからな」

「分かっている」

　玲は笑え顔がおで答える。

「この一いつ件けんが片かたづいたら、久ひさしぶりにあの子を連れて旅行にでも行くさ」

「約束だぞ」

「約束だ」

　二人はこぶしを打ち合わせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同じ頃ころ。

「……よお？」

　病院のベッドの上で意い識しきを取り戻したジョーは、傍かたわらに立つ響ひびきたちを見て声をかけた。

「良かった。意識が戻もどったんですね？」

　と、響。

「ああ……」

　ジョーはそううなずいてから、ハッとして起き上がろうとする。

「おい、アカネと二ふ美み花か、それにニコルちゃんは！」

「落ち着きなって」

　その肩かたを押おさえる純じゆん。

「二美花さんは無事に戻ってきて今はもう仕事に復ふつ帰きしてるし、ニコルちゃんもあの何とかっていう洋館に帰った。アカネさんはイッシンたちが取り返しに行ってるとこだぜ」

「俺おれがついていながら……」

　腹ふく部ぶの鈍どん痛つうに顔をしかめるジョー。

「傷きずは内ない臓ぞうをそれているから、回復は早いはずよ」

　膝ひざの上に置いたモバイルの液えき晶しよう画面から顔を上げずにそう告げたのは、車くるま椅い子すの琴こと子こである。

「……えっと、あんたは？」

　琴子とは初対面のジョー。

「栗くる栖す琴子。この連中と一いつ緒しよのバラエティー番組に出ているの。Ｓ＆Ｓとも、まあ、私の方は友だちの心算つもり」

　琴子は簡かん単たんに説明すると、モバイルを閉とじた。

「これで通信社に、事じ件けんの概がい要ようを送り終えたわ。今回の臓器シンジケート事件のニュースは数時間内に世界中に配信され、事なかれ主しゆ義ぎの日本政せい府ふも、揉もみ消すことができなくなるはず」

「そうか」

　ジョーは身体からだを再ふたたび横たえる。

「大の大人が、出番なしかよ」

「出番はあるわ」

　と、肩をすくめる琴子。

「あなたには、アカネさんたちの誘ゆう拐かいや、あなた自身への傷しよう害がい事件について、警けい察さつで供きよう述じゆつしてもらわないと」

「……面めん倒どうくせえな」

「大の大人でしょ？　文もん句く言わない」

「あのな……」

「ジョーさん、この人には逆さからわない方がいい。恐こわいよ」

　響がこみ上げてくる笑いを堪こらえて言う。

「恐い？」

　ジロリとにらむ琴子。

「え？　えっと……ごめん」

　響は慌あわてて謝あやまる。

「……やってらんねえよな」

　こっそりつぶやく純。

　だが、琴子の舌ぜつ鋒ぽうは、今度はその純に向かう。

「小こ猿ざる、先生に知らせてきなさい、ジョーさんの意識が戻ったって」

「こ、小猿って誰だれだよ!?」

「あなた以外にいる？」

「くっそ～っ！」

　逃にげるように病室を飛び出す純。

「……やれやれだな」

　ジョーは枕まくら元もとに自分の煙草たばこを見つけ、咥くわえてライターを探さがす。

「煙草は駄だ目め」

　琴子はジョーの手からキャメルを取り上げた。

「おい、規き則そくなのは分かってるけどな。固いこと言うなよ」

「病院の規則なんて、どうでもいいわ」

　琴子はキャメルの箱を握にぎりつぶし、そばのゴミ箱に投げ込こんだ。

「私が嫌きらいなの、煙草の臭におい」







　最終ステージ







「これでいいわ」

　船内放送で乗客と乗員に退たい避ひするように告げたリリアは、一いつ心しんを振ふり返った。

「シロー、トオル、コータ」

　マイクをリリアから受け取った一心は呼よびかける。

「お前たちは避ひ難なんの誘ゆう導どうを手伝ってくれ。俺たちも後で合流する。ライフ・ボートの下のデッキで会おう」

　一心はマイクを切ると、双ふた子ごと手をつないでいる茜あかねを見た。

「さあ、俺たちも動くぞ」

「うん！」




「……だとさ？」

　一心の声を聞いた亨とおるは、士し郎ろうたちを見た。

「この人たちも、逃がしてあげないと」

　縛しばり上げていた黒服たちを解かい放ほうする宏こう太た。

「ターシャ、マリア」

　士郎は二人の少女を呼び寄よせ、手をつなぐ。

「船から下りるよ」

「お姉ちゃん……」

「ママ……」

「二人とも」

　士郎は安心させるように微ほほ笑えんだ。

「リリアさんは外で待ってるよ。マリアももうすぐ、お母さんに会えるからね」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どうなってるんだ、あれは!?」

　エカチェリーナ上空にやって来た警けい視し庁ちよう航空隊の〝おおとり七号〟の窓まどから海上を見た結ゆう城きは、七なな瀬せを振り返った。

「あれは……」

　同じ窓から七瀬が下を見ると、エカチェリーナ二世号から、次々とライフ・ボートが下ろされる様子が目に入ってくる。

「みんな、船から脱だつ出しゆつするようっス！」

「そんなことは分かってる！　どうして脱出してるのか、聞いてるんだ！」

　ローター音に搔かき消されないように次し第だいに声が大きくなる二人。

「そりゃ船が……！」

　と、言いかけて、七瀬の顔色が変わる。

「玲れいくんは!?　イッシンくんたちは!?」

「この高さで分かるか！」

「だったら、ヘリを近づけて！」

「無む茶ちや言うな！　できるだけ多くの船を集めるぞ！　沈ちん没ぼつに備そなえる！」

　結城は無線のマイクを握にぎり、水上警察と連れん絡らくを取った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「駄だ目め、駄目！　お前、何年この仕事やってんだ！　使えねえよ！」

　監かん督とくは怒ど鳴なり、メガホンを二ふ美み花かに向けて投げつけた。

「休きゆう憩けいだ！　くそ！」

　助監に告げた監督は、ディレクターズ・チェアから立ち上がり、煙草たばこを吸すいに外に出る。

「はい、休憩入ります！」

　走るＡＤ。

　二美花はセットの裏うらに行って木箱に座すわり、目を閉とじて静かに深しん呼こ吸きゆうする。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あの監督、若わかい子には厳きびしいのよ」

「……さん？」

　二美花が見上げると、そこには主しゆ演えんの佐さ久く間ま葵あおいの姿すがたがあった。

「でも、あの監督が認みとめれば一人前だから、頑がん張ばってね」

　葵はダイエット・コークの入ったプラスティックのコップを二美花に渡わたす。

「ええ。絶ぜつ対たい、監督にＯＫ出させてみせますから」

　二美花はそれを一気に飲み干ほした。

「よし！　いい根こん性じよう！　見直したわ、あなた、小さい頃ころからＣＭの人気子役だって聞いていたから、チヤホヤされるのに慣なれたワガママな子だって想そう像ぞうしてたの。ごめんなさいね」

　葵は微笑んで謝あやまる。

「今、この瞬しゆん間かん」

　二美花はコップをゴミ箱に投げ捨すてると、両りよう頰ほおを自分で張って根性を入れた。

「友だち……いえ、ダチが同じ空の下のどこかで戦っているんです。そいつには……絶対負けられませんから！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ここか!?」

　二重になったハッチを開け、ミサイル発はつ射しや装そう置ちのある場所に着いた玲とアレクセイが目にしたものは、四基きのＲ─３９。

　核かく弾だん頭とう装そう備びの全長十六メートル。

　無ぶ骨こつな黒い円えん筒とう型がたのシルエットを持つロシア製せいの弾道ミサイルだ。

「なるほど、プールの真下か？」

　三十メートルほど上にある天てん井じようを見る玲。

「まるでサンダーバードだな」

　と、アレクセイ。

「？」

「……気にするな。昔のＴＶ番組だ」

　アレクセイは頭かぶりを振ふり、近くのコントロールパネルに向かう。

「……やはり駄目だ。アクセス・コードを受け付けない」

　何度かコードを試ためしてみて、舌した打うちするアレクセイ。

「やはりここからでもコントロールラインは切れないか」

「あとは一基ずつ上って直ちよく接せつ解かい除じよするか、または……」

　アレクセイは尋たずねるように玲を振り返る。

「……時間がない。破は壊かいしよう」

　玲は決けつ断だんした。

「爆ばく薬やくはあるか？」

「機関室の先の船首側の一室が、密みつ輸ゆ用ようの武ぶ器き庫こになっている」

「行ってみよう」

　玲はうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「こっちの避難は終わった！」

　一心は、リリアの姿を見つけると声をかけた。

「こちらも、もう誰だれも残っていないわ！」

　報ほう告こくするリリア。

「こっちもだよ！」

「こっちも！」

　茜や双ふた子ごたちも戻もどってきてうなずく。

「よし、俺おれたちもライフ・ボートに向かうぞ！」

　と、先頭を進もうとした一心は、茜がほんの少し、脚あしを引きずっているのを見て立ち止まった。

「どうした？」

「ははははは」

　笑って誤ご魔ま化かす茜。

「途と中ちゆうの階かい段だんでちょっとね。あたしってドジだから」

「……先に行け」

　一心はリリアと双子に言うと、茜に自分の右手を出した。

「な、何？」

　顔を赤らめる茜。

「お前を放ほうっといて行けないだろうが！」

　一心は茜の手を取って、ズンズンと歩き出す。

「……あたし、いっつも迷めい惑わくかけるね」

　歩きながらうつむく茜。

「もう慣なれた」

「……ぐっ、そういう言い方ってさ」

　茜はちょっと傷きずつく。

「普ふ通つう、気にするな、とか言わない？」

「俺は言わない」

「……ねえ、玲さんのことだけど」

　歩きながら、茜はささやいた。

「あれは……玲さんの病気が治るかもしれないって電話がドクからあったって言うから、あたしそれで喜んで……」

「それ、本当か!?」

　振り返る一心。

「うん。まだ確かく実じつとは言えないけど、望みはあるって」

「そっか！」

　一心は一いつ瞬しゆん、表ひよう情じようを明るくしたが、すぐにまた眉まゆをひそめる。

「……でも、あいつがそのことを、お前に真っ先に話したってことは」

「それは、あたしが前にパリでドクたちが話すのを聞いちゃって、玲さんの余よ命めいが短いって知ってたから、玲さん、安心させようとして話してくれたんだよ」

「……じゃあ、お前と玲って……何にも？」

「馬ば鹿か言わないで。……あたしが好きなの、大だい地ちくんだけだよ」

「え？」

「……もう言わない」

　茜は一心の腕うでにしっかりと身を寄よせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「大したものだ」

　アレクセイは見み張はりの黒服を退たい避ひさせてから玲を呼よび、武器庫に乗り込こんだ。

「……小さな国で革かく命めいを起こすには、十分な量だ」

　アレクセイに続いた玲は、天てん井じようギリギリまで積まれた銃じゆう器きや銃じゆう弾だんの木箱を見てつぶやく。

「武器の密みつ輸ゆも、我われ々われの主要なビジネスのひとつだからな。……爆薬類はここだ」

　プラスティック爆ばく弾だんを見つけるアレクセイ。

「問題は、必要量を二人で運べるかどうかだな」

「考えている間に動こう」

　アレクセイが運うん搬ぱん用ようのカートを探さがし出し、玲がそれにプラスティック爆弾と時じ限げん装そう置ちを積み込む。

「発はつ射しやまであと何分だ？」

　カートを押おしてＲ─３９のところに戻もどりながら、アレクセイは玲に声をかける。

「八分を切った」

「急ごう」

　プールの真下まで戻ると、アレクセイはそのままプラスティック爆弾を載のせてきたカートを、ミサイルの発射装置の下に移い動どうさせようとした。

「待つんだ。仕し掛かける場所はそこじゃない」

　それを止める玲。

「何な故ぜだ？　真下に仕掛ければＲ─３９の固体燃ねん料りように引火して、確実に吹ふき飛ばせるだろう？」

「だが、船体も粉々に吹き飛び、脱だつ出しゆつする人々を巻まき込む」

「じゃあどこに？」

「あそこだ」

　玲は船せん腹ぷくを指さした。

「指し向こう性せいの爆薬で横よこ穴あなを開けて、浸しん水すいさせる。大おお雑ざつ把ぱな計算だが、浸水がこの部屋の容よう積せきの五十パーセントに達すれば、発射は阻そ止しできる」

「なるほど、その方法なら船が沈しずむまで時間がかかり、全員が安全に脱出できるか」

　アレクセイはうなずいた。

「念のため、左さ舷げんと右舷、両方に仕掛けよう」

「分かった」

　作業に入る二人。

　客船の船体は、そう簡かん単たんなことでは穴が開かない構こう造ぞうになっている。

　玲はプラスティック爆弾の形を調整し、効こう率りつよく爆ばく破はのエネルギーが外に向かうようにする。

「何時に設せつ定ていする!?」

　右舷を受け持ったアレクセイが、振ふり返って怒ど鳴なった。

「余よ裕ゆうを見て、発射の三分前！」

　起爆装置を設定する手を止めずに、玲は答える。

「それでもギリギリだ！」

　と、アレクセイ。

「だが、やるしかない！」

　玲はタイマーのスイッチを入れた。

「完かん了りよう！」

「こっちもＯＫだ！」

　アレクセイも立ち上がる。

「残り時間……」

　時計を確かく認にんする玲。

「……やれやれ、逃にげる時間はなさそうだな」

　爆破まであと一分強。

　玲は鋼こう鉄てつの壁かべを背せに、座すわり込んだ。

「ああ、そのようだ」

　やってきたアレクセイは隣となりに座り、ヒップ・ポケットからボトルを取り出す。

「……中身は？」

　と、玲。

「安物のラム酒だよ」

　アレクセイはボトルを掲かかげる。

「我われ々われの友ゆう情じように乾かん杯ぱい」

「犯はん罪ざい者しやと友情を育はぐくんだ覚えはない」

　玲は笑い、咳せき込んで少し血を吐はいた。

「おい？」

　アレクセイは心配そうに顔を覗のぞき込む。

「イル・ニヤ・パ・ドゥ・コワ・アン・フェール・アン・フロマージュ」

　フランス語で答える玲。

「……ふ、チーズを作るほどの大事ではない、か」

「そっちの出血は？」

「幸い多くない。イル・ニヤ・パ・ドゥ・コワ・アン・フェール・アン・フロマージュ」

　二人は顔を見合わせて笑う。

「……どこか、行ってみたいところはないか？」

　ラム酒に口をつけたアレクセイが尋たずねる。

「行ってみたいところか……」

　考える玲。

「……あまり思いつかないな」

「私はある。今まで欧州や南米や、いろんな土地を回ったが、ガラパゴス諸しよ島とうだけには行ったことがないんだ」

「ガラパゴスで何を？」

「海イグアナに、陸イグアナを見たいな」

「確たしかにあそこは珍めずらしい生き物の宝ほう庫こだね」

　玲は指を折って数え上げる。

「ガラパゴス・ゾウガメに、グンカンドリに、あとは……」

「フィンチだ」

「ダーウィン・フィンチ？」

「そう、ダーウィン・フィンチ。住む島によって、くちばしの形が違ちがうそうだ」

「ガラパゴスか……全身に太陽の光を浴びるのも、悪くない」

　目を閉とじて微ほほ笑えむ玲。

　次の瞬しゆん間かん。

　白い光が二人を包み込んだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どうしたんだい？」

　パリ市内。

　午後のオープン・カフェで軽食を摂とっていた実業家ハワード・ウルフは、パリ・オペラ座ざのエトワール、ラーラ・フィトフスキーがふと手を止めたのを見て尋ねた。

「いえ……」

　ラーラはクレープの皿にフォークを置いて、目を閉じた。

　その目から、一ひと筋すじの涙なみだが零こぼれ落ちる。

「ラーラ」

「今、急にある人のことを思い出したの。一度しか会ったことはないんだけど……」

「へえ、誰だれ？」
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「銃じゆうの暴ぼう発はつ事じ故こで入院したことがあったでしょう？　あの時にドクに紹しよう介かいされた人。日本人だって」

「………」

「今、その人の顔がふっと、頭に浮うかんできて……」

「ラーラ……」

「ごめんなさい。せっかく忙いそがしいあなたが、時間を割さいて舞ぶ台たいの成功を祝ってくれているのに……涙が止まらないの」

「その彼、何て言ってた？」

「私に向かって……オーヴォワールさよならって」

「レイ……!?」

　ハッとして立ち上がるハワード。

　その拍ひよう子しにワインを満たしたヴェネツィアン・グラスがテーブルから落ち、石いし畳だたみの上で砕くだけ散った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ズンッ！

　一心と茜たちがオープン・デッキに出る階かい段だんを上りかけた時、凄すさまじい爆ばく音おんがして船が大きく揺ゆれた。

「沈しずむぞ、急げ！」

「う、うん！」

　茜は一心に手を引かれて、よろけながらも階段を上る。

　デッキでは、士郎たち三人が茜たちを待っていた。

「ほら、みんなだよ！」

　双ふた子ごが指さす。

「おい、避ひ難なんは進んでるか!?」

　ライフ・ジャケットを着た士郎に尋ねる一心。

「ああ、俺たちが最後だ」

　士郎はそう答えてから、自分の背せ中なかの方を視し線せんで示しめす。

　そこには、マリアとターシャの姿すがたがあった。

「ターシャ！」

　リリアが妹を抱だきしめる。

「どうして先に逃にげなかったの!?」

「お姉ちゃんを……」

　ホッとしたのか、ターシャはリリアの胸むねに顔を埋うずめ、ワッと泣き出した。

「玲さんは!?　玲さんはどこだよ!?」

　玲の姿が見えないことに気がつき、亨が一心に詰つめ寄よる。

「落ち着け、後から来る」

　亨の手を振ふり解ほどき、一心はライフ・ボートを海面に下ろしにかかる。

　船内のどこかでまた爆発が起こり、突つき上げてくるような振しん動どうを茜は足から感じた。

（玲さん……）

「アカネ、ボヤッとすんな！」

「う、うん！」

　ライフ・ボートに乗り込こむ茜。

　救命ボートとは言っても、洪こう水ずいなどの災さい害がいの際さいに使われる屋根のない小型のタイプと違ちがい、客船に積まれているものは食料、飲料水、通信機などを搭とう載さいし、エンジン付きでかなりの長ちよう距きよ離りを航こう海かいすることができる。

　見かけはまるで、小型の潜せん水すい艦かんだ。

「えい！」

　エカチェリーナの甲かん板ぱん上じようにいた時とは違い、思ったよりもよく揺れる。

　ボートに下り立った瞬しゆん間かん、茜はバランスを崩くずして海面に落ちそうになった。

「っと、と、と、と！」

「しっかりしなさい」

　茜の腕うでをつかんで支ささえたのは、リリアだった。

「どうして？」

　リリアの顔を見る茜。

「……イッシン・ダイチとレイ・タツミに、恩おんを売ろうとしただけよ」

　リリアは目をそらし、ボートの中に入る。

　そして。

「後は玲たちだけか……頼たのんだぜ」

　全員乗り込んだことを確かく認にんして、一心がデッキからライフ・ボートに下りようとしたその時。

　ドーンッ！

　突とつ然ぜん、背はい後ごで火柱が上がり、熱風が一心を空中に放ほうり出した。

　一心はそのまま、十数階建てのビルに等しい高さから波間に没ぼつする。

「イッシン！」

「先せん輩ぱい！」

「大地くん！」

　茜たちの目の前で、一心の姿は海中に消えた。

「コータ、ロープ！」

「俺おれたちが合図をしたら、引き上げろ！」

　士郎と亨が身体からだにロープを巻まいて、海に飛び込む。

　そのロープの端はしをしっかりボートに結ぶ双ふた子ご。

「！」

　茜も自分の腰こしにロープを巻く。

「駄だ目めですよ！　アカネ先輩、泳ぎ下手じゃないですか！」

「！」

　止めようとする宏太の手を振り解ほどく茜。

「コータ……」

　真っ暗な夜の海を前にして、茜は宏太に言った。

「……あたし、今まで何度大地くんに助けられたと思う？　一度くらい、大地くんの役に立ちたい、そう思っちゃいけない？」

「アカネ……先輩」

　宏太は決意を固めた。

「……そんな縛しばり方じゃ駄目です。こっち向いて」

　宏太は、茜の身体に巻かれたロープを直した。

「……これで外れません」

「ありがと」

「こっちの端っこ、僕ぼくは離はなしませんから。先輩をつかんだら、合図してくださいね」

「うん！」

　茜は意を決して、大おお海うな原ばらに飛び込んだ。




（玲……）

　冷たい海水に体温を奪うばわれながら、一心はぼんやりと考えていた。

（俺、かなり頑がん張ばったよな。結局、お前の背せ中なかに追いつけなかったけど、よくやったろ？）

　もう指先からは、痺しびれているという感覚さえもなくなっている。

　どのくらい水を飲んだのかも分からない。

（俺、もういいよな？）

　微ほほ笑えむ一心。

　だが。

　……一心

　不意に、一心の目の前に玲の姿すがたが現あらわれた。

　一心

（玲？　……お前？）

　生きろ、一心

　僕の大切な弟……

　玲はそう言い、水面の方向を指さす。

（玲、お前はいつもそうだな……俺にばっか……）

　口元に苦く笑しようをたたえたまま、一心の意い識しきは暗くら闇やみに落ちていった。




「大地く～ん！　大地く～ん！　大地く～んっ！」

　波のうねりに翻ほん弄ろうされながら、茜は海中に没した一心の姿を捜さがしていた。

　視し界かいはよくないし、ライフ・ジャケットが邪じや魔まをして、水中に潜もぐることができない。

　周囲では同じように、亨と士郎が必死に一心を捜している。

（……よし！）

　茜は黄色いライフ・ジャケットを脱ぬぎ捨すてた。

　これで自由度は増ましたが、危き険けん度どもお話にならないほど上じよう昇しようする。

　すう～。

（これで！）

　肺いっぱいに空気を吸すい込み、茜は水中に潜った。

　海面の下は、さらに視界が悪い。

　自分の口から漏もれる泡あわも、視し認にんの妨さまたげになる。

　その上、沈しずみゆくエカチェリーナ二世号が起こす不ふ規き則そくな海流が、茜に一定の方向を向かせてくれないのだ。

「………ぶはっ！」

　いったん水面に出る茜。

（今度はもっと深く！）

　水を搔かき、頭を下にして、茜はもう一度水中に潜った。

（！）

　何かが頰ほおをかすめ、傷きずを作る。

　それでも、茜は潜ることを止やめない。

（ギリギリまで……）

　胸むねが、いや、喉のどのあたりまでが苦しくなる。

　頭が破は裂れつしそうな感覚。

（あと……少しだけ）

　これで駄だ目めならもう一度水面に戻もどろうと、茜が方向転てん換かんしたその時。

（いた！）

　視野の隅すみに、何かまわりとは違ちがう色のものが飛び込んできた。

　茜はそれが一心だと、直感で確かく信しんする。

（あんなに……深いところ）

　再ふたたび潜り始める茜。

（もう……少し！）

　だが、さっきの段だん階かいですでに限げん界かい。

　全身が重く、力が入らない。

（息が……続かな……）

　何度も意識が飛びかける。

　それでも、茜は一心を目指して潜り続ける。

　あと五メートル。

　四メートル。

　三メートル、二……一。

（とどいた！）

　指先に触ふれる一心の頰。

　茜はしっかりと一心を抱だきしめると、ロープを引いた。




「先せん輩ぱい！」

　船上の宏太は茜の合図に気がつき、グイとロープを手た繰ぐり寄よせた。

「あ、上がれーっ！」

　手が擦こすれて、血が滲にじむ。

　それでも、宏太はロープを握る手に渾こん身しんの力を込める。

「先輩たちを……死なせてたまるかっ！」

　ロープを腕うでから肩かたに巻まきつけ、踏ふん張ばる宏太。

「しっかり！」

「がんばりなさい！」

「離はなさないで！」

　双ふた子ごとリリアも宏太に手を貸かす。

　そして。

「来た！」

　バッ！

　水面に現あらわれる茜と一心。

　それに気がついた士郎たちが泳いで近寄り、二人を抱いて船に担かつぎ上げる。

「先輩、しっかりして！」

「水を吐はかせろ！」

　ボートに運び込み、一心を横たえるＳ＆Ｓメンバー。

「人工呼こ吸きゆうと心しん臓ぞうマッサージ！」

「コータ、身体からだを拭ふくものを！」

　てきぱきと動く亨と士郎。

「大地くん、死んじゃ駄目！　死んじゃ駄目だよ！」

　目を真っ赤にした茜が、その傍かたわらに正せい座ざしてしゃくり上げる。

　と、その時。

「……死なねえよ」

　一心はうっすらと目を開いた。

「死んだら、玲に怒おこられるからな」

「大地くん！」

　茜は一心の頭をギュッと抱きしめる。

「……こら、泣くな」

　一心は自分の頰を濡ぬらす温かい涙なみだを感じ、茜の髪かみをそっと撫なでた。







　また逢あう日まで







「げっ！　イッシン！」

　リハーサル・スタジオに姿すがたを現わした一いつ心しんを見て、霧きり生お純じゆんは目を丸くした。

「お前、たった一日で退たい院いんかよ!?」

「なんだ、心配してたのか？」

　純に向かってニッと笑う一心。

「だ、誰だれがお前なんか！」

　純は顔を真っ赤にしてそっぽを向く。

「いや、かなりうろたえていたね。見み舞まいには何を持っていったら喜ぶかって、僕に聞くくらいだから」

　響ひびきが純の肩かたに手を置き、一心に笑いかける。

「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ああ。それに、担たん当とうの看かん護ご師しが、前にＴＶ局の火か災さいの時に入院した時と同じ女でさ。俺に対する扱あつかいがひどいんだよな」

　一心は頭を搔かく。

「大だい地ちくん、それは大地くんがからかうからいけないんだよ」

　一心の荷物を運んできた茜あかねがため息をつく。

「看護師さんの恋こい人びとのレスキュー隊員さんのことで、冷やかすんだもの」

「あのくらいのことで怒おこるなんて、了りよう見けんの狭せまい女だぜ」

「えっと……？」

　響は笑って誤ご魔ま化かす。

「で、うちの連中は？」

「まだ来ていないよ。シローくんは織おり江えさんっていったっけ、メイドさんのお見舞い」

「トオルの野や郎ろうはＴＶ局で理さと子こさんにとっ捕つかまって、危あぶないことを勝手にするなって、まだ叱しかられてるぜ。あいつ、ぜってえ、尻しりに敷しかれるタイプだな」

　純は肩をすくめた。

「で、宏こう太たは？」

　と、一心が尋たずねたところに。

「ここよ」

　扉とびらが開き、栗くる栖す琴こと子こがスタジオに入ってきた。

　その車くるま椅い子すを押おしていたのが宏太である。

「見学したいっていうから、来てもらいました」

　宏太は慣なれない手つきで、車椅子を一心たちのところに押してくる。

「退院おめでとうございます、先せん輩ぱい」

「まあ、入院ってほどのもんじゃなかったな」

　一心は宏太の頭をポンと叩たたくと、琴子を見た。

「よ、久ひさしぶり」

「さすがね、臓ぞう器き売買組そ織しきを壊かい滅めつに追いやるなんて」

　と、琴子。

「見事だったわ」

「あれは俺おれじゃない。やったのは……玲れいとアレクセイだ」

　無理をして陽気に振ふる舞まっていた一心の顔に、陰かげが過よぎる。

（大地くん……）

　茜はその背せ中なかに、そっと寄より添そう。

「……まあ、二人とも遺い体たいは見つかってないし、生きてんだろ？　そのうち現あらわれるさ」

　一心は肩をすくめてみせた。

「そう言えば、あの双ふた子ごはどうした？　お前らをエカチェリーナで助けたっていう？」

　と、純。

「今は取り調べを受けてるけど、結局、保ほ釈しやくされそうだよ」

　茜が答える。

「七なな瀬せさんの話だと、二人の関かん与よしたらしい犯はん罪ざいの証しよう拠こはほとんどないんだって」

「でも、釈放された後、どうするんだろうね？」

　心配する響。

「なあに、いざとなったら、屍し桜ざくら屋や敷しきに一いつ緒しよに住むさ。部屋は余あまってるし、ニコルが喜ぶ」

「だよね、まだ他ほかの居い候そうろうも帰らないことだし」

　あれっきり屋敷に居い座すわり続けるドミニクと星せい哉やのことを思い出し、茜の笑え顔がおは強こわ張ばる。

「……ほんと、あと二人ぐらい増ふえても変わんないよ」

　自分のことを棚たなに上げて、茜は言った。

　と、そこに。

「今日は早いな。もう全員揃そろってるのか？」

「やべえ、俺たちが最後だぜ」

　士し郎ろうと亨とおるが姿を現わす。

「ほら、急げよ、監督シロー！　あと一週間ちょいしかないんだぜ」

　急せき立てる一心。

「遅ち刻こく常じよう習しゆう者しやに」

「注意されたぜ？」

　士郎と亨は顔を見合わせる。

　それに続いて。

「は～い、みんな！」

　大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえた、スーツ姿すがたの女じよ性せいが入ってきた。

「澤さわさん？」

「どうしてここに？」

　と、一心と茜。

「何よ、来ちゃ悪い？」

　澤は紙袋を、ドンと近くのテーブルに置く。

「今度、この舞ぶ台たいをうちの局が放送することが決まったの。だから、そのご挨あい拶さつと陣じん中ちゆう見み舞まい」

　澤は紙袋からケーキの箱を取り出した。

「澤さん、最高！」

　真っ先に手を伸のばしたのは、もちろん茜だった。
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「起き訴そ猶ゆう予よの方向？　どういうこと？」

　水上警けい察さつの取調室。

　ベテラン刑けい事じたちに供きよう述じゆつをしていたリリアは、途と中ちゆうで入ってきた結ゆう城き警けい視しの言葉に眉まゆをひそめた。

「つまりはこういうことです。ユーロ・マフィアのレギナに関しては武ぶ器き密みつ輸ゆ、麻ま薬やく取り引き、殺人教きよう唆さ、その他もろもろの罪つみで世界中の警察から指名手配になっている。だが、あなたはレギナじゃない」

「でも……」

「正直、我われ々われの捜そう査さで出てきたのは、査ビ証ザの偽ぎ造ぞうと不法入国ぐらいのものだ。処しよ分ぶんはせいぜい強きよう制せい国外退たい去きよでしょう」

「それとっスね……」

　結城とともにやってきた七瀬が、やや疲つかれた表ひよう情じようで告げる。

「ターシャちゃんは警察病院で預あずかってるっス。世界中のどこかでドナーが見つかれば、いつでも搬はん送そうできる状じよう態たいでね」

「世界中の警察が協力して、今、ドナー探さがしに奔ほん走そうしています」

　結城がうなずく。

「あなた方の組そ織しきのネットワーク以上に、警察の情じよう報ほう網もうは広い。きっと、ドナーは見つかりますよ」

「臓ぞう器き移い植しよく法ほうで、あの子に合う年ねん齢れいのドナーからの移植は日本の国内ではできないっスから、そん時はアメリカかどこかに行ってもらうことになりそうっスけど」

　七瀬は肩かたをすくめる。

「ほんと、苦労したっス」

「どうして？　ただのひとりの女の子のために？　それも、犯はん罪ざい者しやの妹の？」

　リリアは理り解かいできないと言うように頭かぶりを振ふる。

「犯罪者が身内にいようがいまいが関係ないです。守るべき小さな命だから、守るために全力を尽つくす。それが警官なんですよ」

　結城は真まっ直すぐにリリアを見て言った。

「そりゃあ、中には変な道に走るのもいるし、ドラマやアクション映えい画がの中では大たい抵ていピエロ扱あつかいですけどね。僕たち警官のほとんどは、人々の命や幸福を守るこの仕事に命を懸かけています。その気持ちひとつで、世界中の警官はつながっているんです」

　結城の言葉を聞き、取り調べに当たっていた刑事たちも微ほほ笑えむ。

「助かりますよ、妹さんは」

　と、七瀬。

「………」

　ギュッと握にぎったこぶしが当てられたリリアの唇くちびるから、静かな嗚お咽えつが漏もれ始めていた。
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　その頃ころ。

　ドロレスとマリアの姿は、成なり田た空港の出発ロビーにあった。

「どこに行くの？」

　手を引く母親を見上げ、日本語でマリアが尋たずねる。

「ワタシたちの故こ郷きようよ。アナタがマダ見タコトノナイ」

「ふるさと？」

「エエ」

　ドロレスはマリアを抱だき上げる。

「ヨク覚エテオクノヨ、コノ国を。コノ国は、マリアのモウヒトツの故郷。ワタシたちを、命をカケテ、助ケテクレタ人たちの国」




「……ねえ、いいんですか？」

　搭とう乗じようゲートをくぐる二人を静かに見送りながら、亜あ希き美みは理子に尋ねた。

「せっかくのスクープですよ。臓器移植シンジケートの犠ぎ牲せいになりかけた、不法滞たい在ざい者しやの親子。インタビュー取れれば……」

「がっつくんじゃないの」

　理子は後こう輩はいの額ひたいを指で突つっつく。

「違い法ほうと分かっていて安い労働力を引き入れ、それで何とか生き延のびようとするこの国の経けい済ざいの矛む盾じゆん。その犠牲者を、これ以上傷きずつけてどうするの？」

「でも……」

　亜希美は勿もつ体たい無さそうに口を尖とがらせる。

「もう、私たちはトオルくんたちに頼たのまれて、二人が無事に日本を出られるように見送りに来たんでしょ？　それより……」

　悪戯いたずらっぽく笑う理子。

「見た？　さっき、腕うでを組んで出国手続きをしていたサングラスの二人。あれ、俳はい優ゆうの窪くぼ田た修しゆう介すけとアイドルの川かわ原はらりりかよ」

「マジですか!?　カメラ呼ばなきゃ！」

　亜希美は慌あわてて携けい帯たいを取り出した。

「吉よし永なが、あんたどこにいる！　今すぐハンディカム持ってこっちいらっしゃい！　……間に合わない？　ええい、死んでも間に合わせろ！　こっちは超ちよう々ちよう大だいスクープなんだからね！」
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『あんたには、知らせておこうと思ってさ』

「ありがとう。あの馬ば鹿かが見つかったらすぐに……教えてくれ」

　パリの診しん療りよう所じよにいたドクは、一心からの電話にギュッと目を閉とじて涙なみだを堪こらえた。

『ああ、真っ先に連れん絡らくする』

　一心はそう告げ、電話を切る。

「あいつは馬鹿野や郎ろうだ！」

　ドクはウイスキーのビンを開けると、琥こ珀はく色いろの液えき体たいをそのまま口に流し込こんだ。

「せっかく助かる道が見つかりかけたって時に！」

「止よせよ、ドク」

　その手をつかみ、ハワードが頭かぶりを振る。

「やっぱり、レイは……」

　二人から少し離はなれた場所に立ち、窓まどの外の夜景を見つめていたラーラが顔を覆おおった。

「あいつがなんと言おうと……僕は君に真実を告げておくべきだった」

　ハワードは唇を嚙かみ、顔を伏ふせる。

「私は何度……レイを失ったのかしら？」

「ラーラ……」

　ドクは自分の娘むすめのように思っている少女の肩かたを抱だきしめた。

「あの馬鹿はいつでもそうだ。俺たちに何の相談もなく、自分の信じる道を突っ走る。ったく、弟とよく似ている……」

「ドク……」

「だから、今度顔を見せたら一発ぶん殴なぐってやる」

「……そうね。私も引ひっ叩ぱたくわ」

　ラーラは涙なみだを拭ぬぐい、微ほほ笑えんでみせる。

「キスをするのはそれからよ」
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「ええ、米軍でも独どく自じに捜そう索さくを続けていますが、依い然ぜん、レイ・タツミは見つかっておりません」

　国こく防ぼう総そう省しようのデスクに座すわったラショーモンは、電話の相手に向かって告げていた。

「……勲くん章しようですか？　いえ、本人は欲ほしがらないでしょう。レイという男は、そんなもののために戦い続けてきた人間ではありませんから。……はい、引き続き、捜索を続けます。……それでは、大だい統とう領りよう」

　ラショーモンは電話を切った。

「次はＩＣＰＯとユーロポールに連絡か。ドレスナーたちも哀かなしむだろうな」

　机つくえの上の灰はい皿ざらに山と積んであるジェリービーンズを口に放ほうり込むと、ラショーモンは内線で秘ひ書しよを呼よんだ。

「俺だ。ＦＢＩのデヴィッド・ハモンドにメールを出しておいてくれ。今こん晩ばん、一いつ緒しよに飲みたいってな」
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　数日後。

「かおるさん！」

　監かん察さつ医い務む院いんの廊ろう下かでかおるの姿すがたを見つけた結城警けい視しは、駆かけ寄よりながら声をかけていた。

「どうも、お久ひさしぶりです！」

「あのねえ、先週もここで会ったじゃない？」

　白衣の腰こしに手を当てたかおるは、苦く笑しようしながら振ふり返る。

「そ、そうでしたっけ？」

　頭を搔かく結城。

「あの……玲くんの消息ですが、まだ……」

「そう」

　かおるはうつむいて、口元に手をやった。

「あの子のこと、あたし、もうずっと昔から覚かく悟ごはできていたと思ったけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　イッシンくんだって諦あきらめてないんですよ？　お母さんのあなたがそれでどうするんです？」

「ありがとう、いろいろ気を遣つかってくれて」

「そ、そんな！　玲くんたちには言葉にし切れないほど、協力してもらってるんです。友人として当然です」

「友人、か。そう聞いたら、あの子、喜ぶわ」

「と、それから……」

　結城は改まった表ひよう情じようになり、背せ筋すじを伸のばして敬けい礼れいした。

「この結城政まさ宗むね、来月、辞じ令れいがでて、警けい察さつ庁ちようの国こく際さいテロ緊きん急きゆう展てん開かいチーム、ＴＲＴ勤きん務むになります」

「それはおめでとう。……一いち応おう、昇しよう進しんよね？」

「まあ、少しばかり同期の連中より遅おそいですけど。すぐに追い越こしますよ、僕、優ゆう秀しゆうですから」

　結城は破は顔がんした。

「でも、そんな関係で、しばらくかおるさんとも会えなくなるかも知れないんです」

「そっか。……そうよね」

　警察庁勤務ということは、つまり、殺人事じ件けんの現げん場ばからは離はなれるということだ。

　もともと、管理官の結城がちょくちょく現場に首を突つっ込むこと自体がかなりおかしかったのだが。

「で、お願いがあるんですけど」

「何？　餞せん別べつ欲しいの？」

「ち、違ちがいますよ！」

　結城は慌あわてて首を横に振ると、そのまま頭を九十度の角度で下げた。

「あの、かおるさん！　今こん晩ばん、食事付き合ってください！」

　かおるは時計を見て、ちょっと考えてから答えた。

「……いいわよ。どうせイッシンは舞ぶ台たいのリハの後、まっすぐ屍し桜ざくら屋や敷しきだし」

「ほ、本当ですか！」

　飛び上がらんばかりに喜ぶ結城。

「羊の肝かん臓ぞうのロースト、レアでいいのを出す店があるのよ」

　かおるはニッと笑って結城の腕うでをつかむ。

「うえええええええっ！」

　検けん死しが極きよく度どに苦手な結城は、トイレに向かってダッシュした。
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　その夜。

　乾いぬい七瀬は初めて玲に逢あった時と同じ、紅あかい薔ば薇らのＴシャツを着て、屍桜屋敷の屋根に出ていた。

「なあ、風か邪ぜ引くぞ」

　午前一時を過すぎた頃ころ、心配した一心が屋根に上ってきた。

「うん。すぐに下りるっス」

「ったく、何してんだ？」

　七瀬の傍かたわらに立ち、その顔を覗のぞき込む一心。

「夜空を見つめて、己おのれの人生を振り返ってたりっスかね？」

「柄がらじゃないな」

　一心は七瀬の隣となりに腰こしを下ろす。

「玲のこと、好きだったんだろ？」

「秘ひ密みつで～す」

　七瀬はウインクし、昔のアイドルのように両手を胸むねの前に持ってきて身を捩よじった。

「……ったくよ」

「ま、たとえあたしが好きだとしても、年上だし、それに……」

　七瀬はＴシャツを捲まくり上げて、へそのあたりを見せる。

「こんな身体からだですから」

「それ、昔の弾たま傷きず、だっけ？」

　一心の目に、かなり薄うすくなった傷きず痕あとが映うつった。

「子宮摘てき出しゆつ。まあ、あの時は生き延のびたのが不思議なくらいって言われたっスねえ」

「でもな」

　一心は七瀬の隣に横になる。

「玲がそんなこと、気にすると思うか？」

「……いいえ。しないっス」

　七瀬は苦く笑しようし頭かぶりを振ふると、オリオンの方に目を向けた。

「……あのっスね」

「なんだ？」

「自分、来月から一年間、日本とはオサラバっス」

「はあ？」

　顔を起こす一心。

「研けん修しゆうで、ハンガリーのブダペストにある、国こく際さい警けい察さつ学校に行くことになったんス。という訳わけで、ここにも、もうしばらく泊とまりに来れないっス」

「……そっか」

　一心は再ふたたび寝ねそべる。

「淋さびしいっスか？」

「ニコルが淋しがるだろうな、って思っただけだ」

「またまた、無理しちゃって～」

　一心の脇わきをくすぐる七瀬。

「わっ！　よせ！」

　七瀬の手から逃のがれようとした一心は、屋根から滑すべり落ちそうになる。

「いい加か減げん、年相そう応おうに落ち着けよな！」

「心は十八歳っス」

　鼻の頭にしわを寄よせて、七瀬は舌したを出した。

「……馬ば鹿かだろ、お前」

　一心は吹ふき出しそうになるのを堪こらえ、七瀬の頭を小こ突づく。

「……星、きれいっスね」

「ニコルとかシローのやつなら、星に詳くわしいんだけどな。俺おれに分かんのは、北極星ぐらいのもんだ」

　今夜は珍めずらしく晴れ渡わたり、普ふ段だんは見えない小さな星までが、手がとどきそうなくらいに近くに見える。

「……帰って来いよな」

　しばらくして、一心は言った。

「イッシンくん？」

　身体を起こす七瀬。

「一年したら、絶ぜつ対たいここに戻もどって来いよ。玲が帰って来た時に、お前がいないって知ったら、きっとガッカリする」

「そうっスか？」

「ああ。だって俺たち、もう家族みたいなもんだろ？」

「イッシンくん」

「何だよ？」

「ありがとっス」

「似に合あわねえ台詞せりふ吐はくな」

　二人はそのまま、東の空が白んでくるまで星を見つめていた。
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　翌よく日じつ……。

「ちょ、ちょっと、それってどういうことよ!?」

　茜は夏なつ紀きと二ふ美み花かの顔を見み比くらべて、素すっ頓とん狂きような声を張はり上げていた。

　二人が出しゆつ演えんするバラエティー番組の撮さつ影えいの合間、スタジオ前の廊ろう下かでのこと。

　この日、たまたまＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーグッズのデザインの件けんで局に来ていた美み紗さと落ち合って、四人はお茶を飲む予定だったが、突とつ然ぜん、夏紀が一心のことを諦あきらめないと、茜に向かって言い放ったのだ。

「大地くんの争そう奪だつ戦せんに復ふつ帰き!?　それに二美花ちゃんまでライバル宣せん言げんって!?」

「だから、あなたにイッシンを譲ゆずる心算つもりだったけど、やっぱりやめたって話」

　夏紀は茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクした。

「そりゃ、今まではアカネが何歩かリードしてたけど、やっぱり、イッシンには理り解かいし合える幼おさな馴な染じみの方がいいと思うのよね」

「ど、ど、ど、どうしてそういう話になるのよ!?」

　あまりのことに頭がついていかない茜。

「それに何で二美花ちゃんまで!?」

「わたしはアカネちゃんがいるからイッシンのこと諦めてたんだけど、矢や代しろ夏紀が出てくるなら話は別よ。こうなったら、わたしも自分の気持ちに正直になる。イッシン争奪戦にわたしも参加するから」

　二美花は宣言すると同時に、茜の肩かたを抱だきしめる。

「ごめんね、アカネちゃん。イッシンがわたしを選んでも、ずっと、ずっと友だちだよ！」

「そうね。三人の中からイッシンが誰だれを選んでも恨うらみっこなし。いつまでも親友でいること。いいわね？」

　夏紀は腕うで組ぐみをして二美花を見る。

「もちろん。負けないから」

　と、二美花は手を差し出し、ガッチリと固い握あく手しゆを交かわす。

「か、勝手に話を進めるな～っ！」

「……何だか、私だけ仲間はずれでずるいです～」

　その脇で瞳ひとみを潤うるませる美紗。

「こうなったら、私もイッシンくんの恋こい人びとに立りつ候こう補ほを……」

「だ、駄だ目め～っ！　大地くんは……」

　茜はこぶしを握にぎり締しめて怒ど鳴なる。

「あたしだけの大地くんなんだから～っ！」

　すると……。

「や～っと言った」

「ほんと、煮にえ切らないんだから」

「でも、素す敵てきじゃないですか～」

　二美花、夏紀、美紗の三人は、顔を見合わせてクスクスと笑った。

「……へ？」

　状じよう況きようが吞のみ込こめない茜。

「だから」

　夏紀が説明する。

「いつまで経たっても二人の仲が進しん展てんしないから、ちょっと気になってカマかけてみたのよ」

「な、夏紀！　き、きっさまぁ～！」

「でも、良かった。やっぱり、イッシンにはアカネちゃんだもの」

　と、二美花。

「もう、びっくりしたんだからね～」

　脱だつ力りよくして座すわり込みそうになる茜。

（みんな、あたしと大地くんのこと、心配してくれてるんだ。やっぱり、みんな大切な友だちだよ）

　茜は嬉うれしくなって、ほんの少し涙なみだぐむ。

　だが。

「……でも、本当にわたし、自分に正直になってみようかな？」

　突然、夏紀が頰ほおに指を当てて、不ふ穏おんなことを言い出した。

「イッシンがアカネちゃんと喧けん嘩かでもしたら、ね」

　それに乗る二美花。

「あ、あんたらね……！」

　どうやら、茜が本当に安心できる日は、まだまだ訪おとずれそうになかった。




　その夜。

　食事を終え、茜が一心やニコルとともに居い間までお茶を飲んでいるところに、電話が鳴った。

「はい？」

　と、受話器を取ったのは茜である。

『やあ、君が噂うわさに聞く、付き人Ａことアカネちゃんだね？　私はね、将しよう来らい、君のパパになる人だよ』

　電話の声は陽気に言った。

「はあ？」

　とっさのことに、どう応おう対たいしていいか分からない茜。

『いやあ、私がハンサムで頭ず脳のう明めい晰せきだからといって、恐きよう縮しゆくしなくていい。むしろ、惚ほれたって構かまわないんだ、ははははははっ！』

「あの、ですね？」

『ま、ともかくイッシンに替かわってくれ』

「……大地くん、お父さんから」

　茜は首をかしげながらも、一心を呼よぶ。

「お父さんって、お前の？」

　眉まゆをひそめる一心。

「ううん。たぶん……」

　茜は首を横に振ふり、一心を指さした。

「？　……んだってんだよ？」

　一心は面めん倒どうくさそうに電話に出る。

　しかし。

『よお』

　声を聞いた瞬しゆん間かん。

　一心の全身の血けつ液えきが逆ぎやく流りゆうした。

「親おや父じ！　てめえ……！」

　電話の相手は巽たつみ旭あきら。

　言わずと知れた、一心の実父である。

『おいおい、十年ぶりに声を聞かせてやったのに、親父はないだろう、ドラ息むす子こ』

　淡たん々たんとした声で一心の怒いかりをやり過すごす父。

『……玲のことは残念だった』

「そういう言い方はすんじゃねえ！」

『そうだな。まだ、死んだと決まった訳わけじゃない』

「ああ、絶ぜつ対たいあいつは帰ってくる」

『今、ずっとそっちにいるのか？　かおるのところには？』

「こんところ、帰ってない」

　一心はそう答えてから声をひそめる。

「ニコルに淋さびしい思いさせられるかよ」

『そう、そのことだ。相談なんだが……』

　父は少し、真ま面じ目めな口調になった。

「んだよ、ハッキリ言え」

『あの子をパリに戻もどしたい』

　ハッとする一心。

『知っての通り、俺もシャロンも、こっちでの仕事から離はなれられない状じよう況きようでな。かおるに任まかせる訳にもいかんし、お前だって仕事がある。となると、ニコルは一日の大部分をひとりで過ごす、ということになる』

「だから？」

『こっちの寄き宿しゆく学校に戻すべきだ』

「なっ！」

『あの子もその方が幸せだろう。その屋や敷しきには、玲の思い出が詰つまってるはずだからな。日本を離れて、すべてを忘わすれる。それが一番いい』

「ふ……ふざけんな！」

　一心は電話に向かって声を張はり上げていた。

「何がすべてを忘れるだ！　その方が幸せだと!?　ニコルがそう言ったのかよ!?」

『聞いてはいない。だが、あの子は素す直なおだから、きっと言うことを聞いてくれる。替わってくれ』

「……ニコル」

　一心は受話器をニコルに差し出した。

「………」

　一心の声の調子から、話の内ない容ようを悟さとったのだろう。

　おずおずと受話器を取るニコル。

　茜はハラハラしながら、その様子を見守る。

「はい」

　ニコルは一心たちに背せ中なかを向け、じっと両親の話に耳を傾かたむけた。

「うん……うん……でも……分かった」

　壁かべの方を向いているので、今、ニコルがどんな表ひよう情じようをしているのかは、茜には分からない。

　だが、小さな肩かたが震ふるえていることは、この距きよ離りからでもはっきりと見て取ることはできる。

　しばらくして。

「イッシン、アカネ……」

　受話器を胸むねに当てて、ニコルは一心たちを振り返った。

「もう、サヨナラ……みたい」

　か細い声。

　笑え顔がおとも泣き顔ともつかない表情が、茜と一心に向けられる。

「……うそ？」

（玲さんだけじゃなく、ニコちゃんがいなくなっちゃうって？　どういうことなの？　そんなの、そんなの嫌いやだよ！）

　茜はソファーに座すわり込む。

「お前、それでいいのか？」

　一心はニコルの肩をつかんだ。

「え？」

　戸と惑まどいの色を見せるニコル。

「お前は寄き宿しゆく学校に行きたいのか？　それとも、ここで玲を待ちたいのか？　本当の気持ちを言えよ！」

「だけど……」

「お前な、普ふ段だんの生意気な態たい度どはどこいったんだよ!?　簡かん単たんに説得なんかされんじゃねえ！」

「ワ、ワタシ……でも、イッシンに嫌きらわれてるし……」

　ニコルはうつむく。

「馬ば鹿か言うな！　お前は大切な妹だ！」

　一心はニコルの頭を抱だきしめた。

「イッ……シン？」

「ほんとに嫌ったことなんて、一度もない！」

「……ワタシ、いていいの？　レイを待っていいの？」

「ああ。ここがお前のいる場所だ。……電話を貸かせ」

『……イッシン、結けつ論ろんは出たかしら？』

「シャロンさん？」

　電話は父から、その再さい婚こん相手のシャロン・エマーソンに替かわっていた。

『初めまして。そう言った方がいいわね？』

「ああ」

　一心にとって、シャロンは会ったこともなければ、声を聞いたこともなかった相手である。

　だが、初めて耳にするその素直な声に、悪い印象は感じない。

『ニコルが寄き宿しゆく学校に行くこと、納なつ得とくしてもらえた？』

「悪いな、シャロンさん」

　一心は大きくひとつ、深しん呼こ吸きゆうをしてから言った。

「ニコルはな、俺おれの、いや、俺と玲の大切な妹だ。俺と二人で、ここで玲を待つ。寄宿学校なんかには行かせない」

『……やれやれ、アキラの言っていた通りね。いいわよ』

　シャロンは意外にあっさりと引いた。

「……はあ？」

　振ふり上げたこぶしの下ろしどころを失ったような表情になる一心。

『ごめんなさいね、最初からその心算つもりだったの。でもね、アキラがイッシンくんにニコルを守るだけの気き概がいがあるかどうか、試ためしてみろって』

　電話の向こうのシャロンはクスクスと笑っている。

「……シャロンさん、そこにいるくそ馬鹿オヤジ、こっちに連れてきてくれ！　足あし腰こし立たなくなるまで殴なぐってやる！」

『だ、そうよ、あなた？』

『お～恐こわい恐い。しばらく日本には行けんな。今年のバカンスは二人でスペインにでも行くか？』

「聞こえてるぞ！　この不良中年！　電話に出やがれ！　おい！」

　怒ど鳴なる一心。

『それじゃ、お願いね、ニコルのこと』

　シャロンはこちらの言うことなど耳に入らない様子で電話を切った。

「ど、どうなったの？」

　受話器を置いた一心に、サッパリ事情が把は握あくできない茜が尋たずねる。

「ニコちゃん、行っちゃうの？」

「ここにいていいとさ」

　一心は屈かがみ、目線の高さを合わせてニコルに告げた。

「……本当？」

　半信半はん疑ぎのニコル。

「ああ、噓うそじゃない」

「！」

　ニコルは一心に抱きついて、泣きじゃくった。
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　それから一週間後。

「な～んか、まだ慣なれないなあ」

　午前七時。

　女郎花おみなえし茜は、ベッドから起き出して窓まどを開けた。

　ようやく建て直しが終わった女郎花家。

　茜は一昨日から自じ宅たくに戻もどり、二階の自室で暮くらしている。

　まだ、新しい木の匂においがする部屋。

　でも、茜は天てん井じようの低い、屍し桜ざくら屋や敷しきの屋や根ね裏うら部屋が懐なつかしい。

「大地くんとも、別々かあ……」

　茜はため息をついて、窓から隣となりの屍桜屋敷を見下ろす。

　そこに……。

「ほら、急げ、お前ら！　舞ぶ台たいの初日から遅ち刻こくすっぞ！」

　屍桜屋敷の扉とびらがバンと開いて、一心が飛び出してきた。

「ったく、騒そう々ぞうしいボロ屋敷だな」

「本当ですよ～」

　続くのは亨と宏太。

　茜は午前零れい時じ少し前に帰ったが、昨日はみんなで泊とまり込こみ。

　ゲネプロと呼よばれる最後の総そう合ごうリハーサルも終わり、初日に向けての最終チェックに余よ念ねんがなかったのだ。

「バン、どこ停とめたっけ？」

　ブラウスの胸むねをはだけた格かつ好こうでゴロワーズを咥くわえ、乱みだれた頭を搔かきながら出てきたのは、もちろんマネージャーのみさお。

「ああもう、年とし頃ごろの女の子が！　何て格好でしょ！」

　その後に出てきたのは芹せり沢ざわ社長だ。

「年頃？」

　と、眉まゆをひそめる士郎。

　その頰ほおを、マネージャーの無言のフックがかすめる。

「今日は僕らも見にいくから」

「期待しているわよ」

　手をつないで現あらわれたのは、ミハウとビアータの双ふた子ご。

　どうやら、ニコルの母、シャロンの尽じん力りよくで一いつ緒しよに暮らせるようになったようだ。

「イッシン、ワタシたちも見にいくよ～」

「テンちゃん、いい席頼たのむよ」

　と、一緒に姿すがたを現わしたのはドミニクと星哉。

　二人とも、まだしばらく日本にいるらしい。

　そして。

「いっていらっしゃい……イッシンお兄ちゃん」

　最後に姿を現わしたのはニコルだった。

「ああ」

　一心はニコルの金きん髪ぱつの頭をポムポムと優やさしく叩たたく。

　ニコルの方は、まだまともに視し線せんを合わせるのが少し恥はずかしいようだ。

「見に来いよ」

「うん。楽しみ」

（ニコちゃん、ほんとに素す直なおになったよ。まあ、たいていは喧けん嘩かしてるけど、何だか、本当に兄妹きようだいになったって感じ）

　二人の様子を見つめながら、茜は自然と笑え顔がおになる。

　と、その時。

　一心が、自分たちを見ている茜の姿に気がついた。

「おい、アカネ！　何やってんだよ！　お前も乗ってくんだろ！」

「えっ？　あ、そうだ、忘わすれてたよ！」

　ガンッ！

　驚おどろいて立った拍ひよう子しに、窓まど枠わくに頭がぶつかる。

「……ったたたたた」

「何が痛いたたただ！　急げ！」

「ごめん！」

　涙なみだ目めの茜は、窓まどから身を乗り出して手を合わせた。

「間に合いそうもないから、先に行ってて！　後から追いつく！」

「グダグダ言ってないで、早くここまで降おりて来い！」

　一心は地面を指さして怒ど鳴なる。

「でも！　これから顔洗あらったり着き替がえたりで……」

　と、茜。

「あのな！　お前が一緒にいないとな！」

　一心は照れ臭くさそうに、そっぽを向いた。

「お、俺は困こまるんだよ！」

　いつものように乱らん暴ぼうな口調。

　だが。

　茜は知っている。

　自分を見つめるその瞳ひとみが、今までも、そしてこれからもずっと優やさしく笑っていることを……。

「分かった、すぐに行くよ！」

　茜は微ほほ笑えみ、窓を閉しめた。

　そして……。




　舞台の幕まくは開いた。










　WALKINGON!










　生きていたっていい理由

　ここにいていいその理由

　みんな探さがして歩き続ける

　誰だれだってあるんだ

　道見失って迷まようこと

　それでも

　今立っているこの場所は

　きっとどこかにつながってる

　そう

　僕ぼくらの夢ゆめは

　叶かなえられない幻まぼろしじゃない




　頑がん張ばれっていう励はげましや

　頑張らなくていいって癒いやしから

　耳と心を同時に閉とざし

　闇やみの中

　ひとり彷徨う僕だった

　だけど　君と出で逢あって気がついた

　立ち上がるための勇気は

　もう

　この胸むねに宿ってることを




　君のこと

　思い続けるだけで

　無む限げんのＰＯＷＥＲ

　もらえるから

　僕は立ち上がれる

　何度でも

　歩き続けられる

　どこまでも




　立ち止まってたって

　誰も自分を認みとめちゃくれない

　振ふり返っても

　戻もどれはしない

　休みの時間はもう終わり

　さあ

　もう一度

　その足で歩きだそう




　君のこと

　思い続けるだけで

　無限のＰＯＷＥＲ

　もらえるから

　僕は立ち上がれる

　何度でも

　歩き続けられるのさ

　どこまでも
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　Ｓ＆Ｓミュージカル




　ハルモニアは愛の──




　　出演





　大だい地ち一いつ心しん

　火ひ之の杜もり亨とおる

　風かざ峰みね士し郎ろう

　水みず谷たに宏こう太た




　彩あや乃の二ふ美み花か

　矢や代しろ夏なつ紀き




　村むら雨さめ響ひびき

　霧きり生お純じゆん




　佐さ久く間ま葵あおい

　今こん藤どう秦しん之の介すけ

　高たか杉すぎ陣じん作さく

　川かわ口ぐち百ゆ合り

　仲なか嶋じままや






　　スタッフ





　演出　　　風峰士郎

　演出協力　加か藤とう英えい二じ

　殺た陣て協力　オオトリ・アクション・クラブ

　衣い装しよう　　　永なが倉くら志し保ほ

　メイク　　小こ島じま梓あずさ

　音楽演出　ジョー飛とび島しま（クライング・クライスト）

　音響　　　クライング・クライスト・サウンド・ファクトリー

　美術　　　菊きく地ち美み紗さ






　　協賛





　風峰銀行

　風峰海上火災

　風峰重工

　風峰自動車

　風峰化学

　風峰ソフトウェア

　風峰フーズ

　風峰出版

　ウルフ・インダストリー　日本支社

　パン・イースト商事

　御み園その建設






　　ＳＰＥＣＩＡＬ　ＴＨＡＮＫＳ　ＴＯ


女郎花おみなえし茜あかね









　らすと　らいなあのおと


（ネタバレあり、立ち読み厳禁　by結城警視）







茜あかね　　「いやあ、とうとう終わりだね、『ハード・デイズ・ナイツ』も」

作者　「そだね」

茜　　「さすがに、しんみりとした気き分ぶん？」

作者　「まあね」

茜　　「あたしに会えなくなるのが淋さみしいんだ？」

作者　「いや～、個人的には七なな瀬せさんとか、理さと子こさんとかの方が……」

茜　　「ったく、最後まで憎にくまれ口叩たたいて。ほら、お世話になったみなさんにご挨あい拶さつ」

作者　「なんでアカネに仕し切きられなきゃいけないんだ？　まあ、でも、ほんと、いろんな方々にお世せ話わになりました。歴れき代だいの担当さん、イラストの壱いつ河かわさん、ＣＤドラマのスタッフの方々や声せい優ゆうさんたち、そして、このシリーズを支えてくれたファンのみなさん、長い間、この『ハード・デイズ・ナイツ』に付つき合ってくれて、本当にありがとう」

茜　　「おお、普ふ通つうにお礼れいが言えてる！」

作者　「……そこで驚おどろくなよ。ほら、次はそっちの番ばん」

茜　　「えっ、あたし？」

作者　「だけじゃなくて。ほら、そこにいるＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの連れん中ちゆうや、ニコル様も一言ずつ」

茜　　「ニ、ニコル様って……（こいつ、絶ぜつ対たい、何か握にぎられてるな）」

士し郎ろう　「じゃあ、Ｓ＆Ｓのリーダーとして、最初は俺おれから。素す晴ばらしい仲間やファンとめぐり合えて、ほんと楽しかったです。また、何かの機き会かいに逢あえることを楽しみにしています」

宏こう太た　「やっぱ、これでお別れって悲しいです。女じよ装そうされられたり、かなりヒドイ目にもあってきたけど、ファンのみんなのこと、大好きだし……どうしよ、涙なみだが出てきちゃったよ」

茜　　「ほら、ハンカチ」

宏太　「……もっと清せい潔けつそうなの、ないんですか？」

茜　　「お、お前というヤツは、後こう輩はいの分ぶん際ざいで最後の最後まで！」

亨とおる　　「そっちのお笑いコンビは放ほうって置いて、俺、行くぞ。なんか、あっという間だったけど、満足はしてる。全力で突っ走ってきたからな。俺の希望としては、何か嫌いやなことがあったり、辛つらいことがあった時に、俺たちＳ＆Ｓのことを思い出して、笑顔と元気を取り戻してくれれば、それでいいって感じかな？」

茜　　「……ねえ、言ってることは格かつ好こういいけど、顔、真っ赤かだよ？」

亨　　「う、うるさいな！　いいだろ！　結けつ局きよく、治なおんなかったんだよ、女性恐きよう怖ふ症しようは！」

茜　　「それじゃ、大だい地ちくん」

一いつ心しん　「……俺は特になし」

茜　　「……あのねえ、ここにきて強がらないの。ほら、最後なんだから、心の中にあること、正直に言ってみたら？」

一心　「……分かったよ。俺は……これからも力の限り、出逢う人みんなを助けていきたいと思う。だから、サヨナラは言わない。みんなとも、これで終わりじゃない。みんなに何かあったら、俺は絶対に助けにいくから。きっと、レイも一いつ緒しよに」

茜　　「大地くん……」

ニコル「トリはワタシね。ワタシは何も変わらないわ。レイが戻ってくるまでずっとこの屍し桜ざくら屋や敷しきにいるから。まあ、気が向いたら、遊びに来てもらって構かまわないわ」

茜　　「……ねえ、ところで作者のどんな秘密を握ってるの？」

ニコル「それは……」

作者　「さ、さあ！　それじゃ、最後にみんなでご挨あい拶さつといきますか！」

茜　　「あ～、誤ご魔ま化かそうとしてる！」

作者　「ええい、聴きく耳持たんわ！　せ～の！」

一いち同どう　「長い間のご愛あい読どく、ありがとうございました！」
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